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    　　　第一話　あれ？　なんだか気持ちいいけど


    



    　ある朝、村むら埜の良りよう二じが目を覚ますと、彼の教え子である野の々の原はら能の乃のが髪の毛を片手で押さえつけ、形のよい耳を見せつけながら、良二の股の間で頭を前後に動かしていた。


    「ふぁっ!?　はぁあ!?」


    　良二はあまりのことに驚いて、激しく取り乱し、ワイヤーで引っ張られたような勢いで能乃から逃げだすと、次の瞬間ベッドから落下した。顔面で体重を支え、お尻しりを突き出すという間抜けな格好となる。


    「えへへ。先生のお尻、……可愛かわいいです。つんつん」


    　そんな良二のお尻を、能乃が人差し指でつついてきた。


    「わひゃっ!!」


    　良二はその刺激にびっくりし、ゴキブリのように手足をばたつかせ、四つんばいの格好のまま部屋の本棚に激突する。雑誌がバサバサと落ちてきて、良二の全身を打ちつけた。


    「な、な、なんで？　野々原さんが僕の部屋に!?」


    　体の上の雑誌を押し退のけながら、良二は素すっ頓とん狂きような声をあげた。学園でもベスト５に入ると噂うわさされている美少女の野々原能乃。絵に描いたような清せい楚そなお嬢様で、他人とは一定の距離を置くような内向的で大人しい感じの生徒だ。彼女とは授業で口を利く以外は、雑談すらしたことがない程度の教師と生徒の関係。こんなエッチなことをするような間柄ではない。


    「い、いったい何が!?　どうして!?」


    　まるで幽霊でも見るかのように怯おびえる良りよう二じの質問に答える代わりに、能の乃のは掛け布ぶ団とんの下から抜け出してきて、思いっきり背伸びをする。


    　豊満で形のよい胸が、つんと上を向いて存在を主張してきた。


    　そう、能乃は一いつ糸し纏まとわぬ生まれたままの姿だったのだ。


    「のおぉおおおおおおおおおおっ!?」


    　良二は文字通り、両目が飛び出るほど仰天すると、眼球を両手で押さえながら駆けだした。そして引き戸の角で小指をぶつけて悲鳴をあげ、片足でぴょんぴょん飛び跳ねた拍子に足を滑らせ転倒し、後頭部を強したたかに壁に打ちつけてもんどり打つ。


    「きゃん！　先生、大丈夫ですか？」


    　能乃が身を乗り出して、こちらに近づく仕草を見せた。ぷるんと胸が揺れ、薄桃色の突起物が艶つややかに白い肌を彩いろどっている。


    「うああああっ！　見てませんから！　見てませんからっ!!」


    　良二はこの世の終わりのような声で叫ぶと、ほとんど四つんばいの格好のまま、まるで興奮した豚のように右に左にぶつかりながら、１ＬＤＫのごく一般的な間取りの細い廊下を突き進み、外にまろび出た。
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    　ドアを閉めると同時に振り返り、食い入るように表札を睨にらみつける。「３０３号　村むら埜の」とある。やはりここは自分の部屋だ。ならばなぜ、能の乃のが自分の部屋にいたのか？


    　それは疑問というよりは不可解に近かった。そういえば変だ。昨日帰宅してからの記憶がまるでない。いや、今日が何日かも不明なため、昨日と断定することはできないが、少なくとも能乃と会った記憶がすっぽりと抜け落ちている。


    　がちゃ。


    　隣の部屋のドアが開いて、中から鼻水を垂らした園児が姿を現した。黄色い鞄かばんを袈け裟さ懸がけにした園児は、しげしげと良りよう二じを眺めると、にやりと笑ってくる。


    「あはっ、ちんちん丸見えや」


    　そこで良二は初めて自分の姿に気づく。良二も能乃同様、一いつ糸し纏まとわぬ姿だったのだ。


    「うわあああああああっ!!」


    　良二は慌てて前を隠した。と、そこへ。


    「きゃあああああ、変態！」


    　園児の母親が玄関から顔を出し、ヒステリックな悲鳴をあげた。


    　がちゃ。


    「なに!?　変態だと？」


    　がちゃ。


    「本当だ、露出狂がおる」


    　がちゃ。


    「あら、アタシ好みのお・し・り」


    「ひぃいいいいいいっ！」


    　良二は半泣きになりながら廊下を突き進み、自室へと駆け戻る。


    「ううっ、最悪だ。どうして僕がこんな目に……」


    「先生、大丈夫ですか？」


    　と、そんな良二の前に再び能乃が現れた。やっぱり全裸でベッドの上で四つんばいのような姿勢で身を乗り出している。


    「服っ！　服を着てください！」


    「あ、……はい。わかりましたから、先生も落ち着いてください」


    　能乃の優しい声が降ってきて、次に衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。


    　良二は奥の部屋から能乃を見ないようにして廊下へ出ると、ほっと息を吐く。これでやっと落ち着くことができる。


    　そこで良二は、自分が全裸であることを思い出した。「わっ、わっ」と奇声をあげ、周囲を見渡し、風呂場の前に置いてあったバスタオルを腰に巻きつける。


    　奥の部屋に戻ると、制服を着た能の乃のがベッドの上に腰掛けていた。短めのスカートからすらりとした足が伸びている。


    　──さっきまで彼女は全裸だったんだ。


    　そう思うと、日頃見慣れた制服まで卑ひ猥わいなものに感じられた。顔が沸ふつ騰とうしたように熱くなる。


    　良りよう二じは能乃の前に、縮こまるようにして正座した。陰部を隠すためのバスタオルが一枚だけ。援交しようとした相手に脅迫されている中年オヤジのような、情けない姿だ。


    「あ、あの、どうして野の々の原はらさんが僕の部屋にいるんでしょうか？」


    　今にも消え入りそうな声で、良二が尋たずねる。


    「どうしてって……昨日のことを、覚えてないん……ですか？」


    　能乃が少し悲しそうな表情で言った。


    　昨日。果たしていつから記憶がないのかは、まだはっきりとはしていない良二だったが、少なくとも記憶にある限りでは、能乃との関わりはなかったはずだ。


    「すみません。覚えてないんです」


    　良二は申し訳ない気持ちで謝った。別に能乃は、覚えてないことを咎とがめるような生徒ではないが、彼女が少し悲しそうな顔を浮かべたのが、なんとなく心に引っかかったのだ。


    「じゃあ、車に撥はねられそうになった私を、助けてくれたのも……覚えていないんですか？」


    「え？　車に？　怪け我がは？　大丈夫でしたか？」


    「……はい。先生が、車を蹴けり飛ばして、助けてくれました……から」


    「ええっ！　車を蹴り飛ばした!?」


    　予想外の科白せりふに、良二は仰天した。どこの世界に車を蹴り飛ばせる人間がいるのか。しかし、能乃が冗談を言ってるようには思えない。


    「それで車に乗っていた人は大丈夫だったんですか？」


    「車もろとも川に落ちました」


    「なんですって!?　あっさり言ってますけど、それって結構ヤバいんじゃないですか!?」


    「はい。なので先生が、すぐに全裸になって、川に飛び込んで、……運転手さんを助けだされました」


    「ほっ、よかったです。──って、全裸ですか!?　人前で!?」


    「……はい。正直すごいな、と思いました。人の命を救うために裸になることも厭いとわず、自分の身を危険にさらして、……そんな大胆な行動ができるなんて」


    　能乃がはにかんだような表情で、誇らしげに言う。良二としてはまったく記憶にない出来事だったが、そんなふうに言われると、こそばゆい気持ちになった。


    「しかも、『他人を傷つけるくらいなら、自分を傷つけるほうが何倍もいいだろ？』っておっしゃって……、運転手さんから慰謝料をもらっていました」


    「慰謝料!?」


    　意味がわからない。昨日の自分はいったい何をやっているのだろう。


    　車を蹴けとばし、川に落とし、人前で全裸になって、川に落ちた運転手を助け、慰謝料をもらう。見ようによってはマッチポンプに思えなくもない。凄すごいのかクズなのか、よくわからない行動だ。


    「そして先生に食事に誘われて──。強引だけど、なんだか優しくて……。男の人と二人っきりでご飯を食べるのって、初めてで……。すごく、どきどきしました」


    　良りよう二じは耳を疑う思いだった。昨日の自分の行動は、いつもの自分とまるで正反対だ。そんなナンパな行為など、やったこともなかったし、やれる自信もなかった。


    「……そこで偶然、お父さんに会ったんです。それで、不良娘だって、酷ひどく怒られて……。でもお父さんも、知らない女の人と一緒に来ていたんです。だから先生は頭にきて、こう言ってくれたんでしたよね？　──『このことを奥さんにバラすぞ』って」


    「いや、そんな科白せりふ言っちゃ駄目でしょ!?」


    　良二は思わず突っ込んでいた。よりによって、如い何かにもクズの科白だ。


    「……うれしかった、です」


    「いや、野の々の原はらさんも、ちょっとズレてますから！」


    「そして私を、盗んだ車でドライブに連れて行ってくれて……」


    「犯罪じゃないですか!?」


    「たくさん私の話を聞いてくれて、……いっぱい優しくて、心強い言葉をかけて、くださいました。そして私が……死にたいと思ってることを告げたら、『どうせ死ぬなら一回抱かせろ』と説得されて──」


    「だからどうして昨日の僕は、そんなに発言がアレなんですか!?」


    「そんな感じで……先生の部屋にいるんです」


    　能の乃のがまるで、うれしそうに照れながら言った。学校では決して見せることがなかった豊かな表情。自分の感情を押し殺して、周囲に無理やりに合わせていた、あの能乃と同一人物とは思えない。まるで別人のように生き生きとして、人間味のある子に感じられた。


    「…………」


    　良二は反応に困った。いま漸ようやく、能乃がこの部屋にいる流れはわかったのだが、奥手で女性にモテなくて、いまだに童貞である良二でさえも、その後の展開は容易に想像できる。顔が引き攣つるのがわかった。あまりのショックに頬ほおの肉がピクピクと痙けい攣れんする。真ま面じ目めな性格である良二にとって、教師が生徒に手を出すなど、言ごん語ご道どう断だんのあるまじき行為でしかない。


    「で、でもそれは、単なる冗談で、野々原さんを部屋に泊めただけですよね？」


    　それでも事実が受け止められず、逃げ道の可能性を模索してしまう。けれども──。


    「……いっぱいエッチしました。えへへへ。改めて言うと、なんだか照れちゃいますね」


    　はにかみながら、けれどもその行為が宝物であるかのような、幸せそうな表情で答えた。


    「────ッ!?」


    　良りよう二じは声にならない悲鳴をあげる。目の前が真っ暗になり、人生終わったと思った。生徒に手を出すようなクズ教師は社会的に抹殺されてしまうだろう。


    　淫いん行こう。


    　その二文字が重くのしかかる。ショックのあまり目の前が真っ暗になった。


    「あ、もうこんな時間。すみません。一度家に戻って着替えてきますね」


    　そんな良二の絶望に能の乃のは気づきもせず、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった良二の横を通り過ぎて、慌てたように部屋を出ていく。


    　部屋にかすかに残った香りは、確かに自分のものとは違い、甘くて心ここ地ちよくて淫いん靡びで、どこか背徳的な感じがした。

  


  
    



    　　　第二話　僕の地味な人生がどこか変


    



    　良二は私立聖せい実じつ館かん高校へと続く坂道を、重い足取りで登っていた。やる気のないゾンビのような風ふう体ていである。


    　能乃から衝撃の事実を聞かされた後も、どこか現実味が湧わかなかった。自分は本当に教え子相手に淫みだらな行為を行い、童貞を卒業してしまったのだろうか。記憶がないぶん、どうしても素直に受け入れることができない。


    　ふと、能乃が嘘うそをついて自分をからかったのでは？　という可能性が思い浮かんだが、頭を振ってそれを追い払う。


    （自分の非を認めたくないからといって、生徒を疑うなんてどうかしています）


    　それは良二にとって淫いん行こう以上に最低な行為に思われた。


    　まずは生徒の言うことを信じることからはじめる。それこそが彼が教師として持つ矜きよう持じであった。


    　とぼとぼと歩く良二の脇わきをたくさんの生徒たちが通り過ぎていく。しかし、誰一人挨あい拶さつをする者はいない。


    　良二は今年で二十七歳。聖実館高校で数学の教師をしている。身長は百七十三センチで痩せ型。中途半端な長さのぼさぼさ髪に、フレームの曲がった眼鏡めがねをしている。猫背に加え、雰ふん囲い気きも陰気で弱々しく映るため、周囲からは二次元オタクだと思われている。けれどもストイックに筋トレを日課としているため、脱いだら意外にがっしりした肉体をしている。


    「おわっ！」


    　良りよう二じはガクンと体が傾く気配を感じ、小さく悲鳴をあげた。右足が道路脇の溝にはまり、そのままつんのめってしまったのだ。


    「ちょっと何あれ」


    「キモ眼鏡の奴、下ばかり見て歩いているのに、なんで溝に落ちるわけ。マジウケる～」


    　周囲から嘲あざけりと笑い声が漏もれる。良二に対する遠慮は一切見受けられない。もちろん、良二を心配する声も皆無だ。


    　それが良二に対する生徒たちの態度。ひいては彼の置かれた立場でもある。小馬鹿にされ、見下され、同情すらかける価値のないカスのような存在──。


    　やはりどう考えても、そんなカスである自分が、学園でもベスト５に入る美少女と噂うわさされる能乃をお持ち帰りできるはずがない。


    （やっぱりあれは、何かの間違いだったんですよ）


    　やけに現実味を帯びた不謹慎な悪夢。その可能性のほうが、あらゆる状況証拠よりもリアルに思えた。


    



    「生徒に手を出すような淫いん行こう教師は、去勢されてワニの餌えさにでもなってしまえばいいのです!!」


    「ひぐっ！」


    　校長の辛しん辣らつな科白せりふに、良二は心臓がねじ切られるようなダメージを受けた。いや、こんな苦しみを味わうくらいなら、心臓がねじ切れて事切れたほうが、いくぶんマシかもしれない。


    　ここは職員室。朝のミーティングの最中だ。


    「いいですか。私たちは保護者の方々の信頼を得、何物にも代え難い大切な大切な子女を預かっているのです！」


    　四角いエラの張った顔に、アルパカのような髪型の女性。ここ、聖せい実じつ館かん高校の校長だ。今は剣けん呑のんな空気を振りまきながら、口角泡を飛ばしている。


    「教師とは健全なる精神と誠実な心を持って生徒に接するべき存在なのです。それなのに、教え子に手を出すなど言ごん語ご道どう断だん！　クズの中のクズです!!」


    「ふぐっ!!」


    　良二は再び悶もだえた。罪悪感で胃のあらゆる場所が、炎症を起こしそうになる。


    「とにかくいいですか。この記事を対岸の火事だとは思わず、気を引き締め、教師として正しく、節度を守って生徒に接してください」


    　校長がバンと机を叩たたいたのは、一冊の週刊誌。そこには隣町の教師が教え子数人と淫行し、警察に捕まったとの記事が載っていた。


    　そう、今朝の良りよう二じと能の乃のの情事がバレたわけではなかったのだ。


    「ときに、村むら埜の先生」


    　不意に校長から名前を呼ばれ、良二の心臓は激しく跳ね上がった。


    「な、なんで……しょう？」


    「顔色が悪いようですが？　どうかしたのですか？」


    「えっ！　いや、あの、その……」


    　良二はしどろもどろになってしまった。威圧的な雰ふん囲い気きの校長の前に立つと、それだけで頭が真っ白になって萎い縮しゆくしてしまうのだ。それ以前に今は、能乃とのことが頭をよぎっている。


    「質問には、すぐさまはっきりと答えなさい！　……これだから、あなたは」


    　校長が舌打ちをした。校長の中でも良二の評価は低い。


    「いいですか、アニメオタクであるあなたのように陰気で何を考えているかわからない人間ほど、性犯罪にはしるものなのです。生徒に対し淫みだらな行為をして、我が学園の名めい誉よを傷つけるようなことがないように、しかと肝に銘じていてくださいね！　わかりましたか？」


    　良二はすぐには答えられなかった。ものすご～く、手遅れのような気がしないでもない。いや、だけどあれは何かの間違いで……。


    「早く返事をしなさい!!」


    「は、はい！」


    　校長に怒鳴られ、反射的に返事をしてしまった。それで校長は満足したのか、ふんと息を吐くと、良二の前から立ち去って、別の連絡事項を話しはじめた。


    



    「村埜先生」


    　ミーティングのあと、朝自習中で人ひと気けのない廊下をとぼとぼ歩いていると、後ろから声をかけられた。とくんと心臓が高鳴り、途端に顔が赤くなってしまう。声だけで、誰なのかすぐにわかった。


    　──夜よ桜ざくら静しず流る。良二が密ひそかに思いを寄せる先輩教師だ。


    　振り返ると、静流がやや駆け足気味に近寄ってくるところだった。トタトタと、今にも躓つまずいて転んでしまいそうな危なっかしさがある。


    （はうわ～、夜桜先生だ～）


    　良二はアイドルと遭遇したガチファンのように、心をときめかせた。


    「な、なんでしょう？　夜桜先生」


    　緊張と興奮で若干上うわ擦ずった声で答える。


    「体調は大丈夫？　さっき調子悪そうだったから」


    　静流が透き通るような声で尋たずねてきた。背中まで伸びたすらりとした黒髪に、ピンと飛び出たアホ毛、可愛かわいらしい眼鏡めがねをかけた、清せい楚そで落ち着いた感じのする女性だ。担当する教科は国語。休み時間などには、よく小説を読んでいる。


    「あ、はい。もう大丈夫です。すいません、心配をおかけして」


    　良りよう二じは頭を掻かきながら答えた。


    　静しず流るが追いついてきて、二人で肩を並べて歩くかたちとなる。


    　不思議だった。静流といると緊張して、どきどきして、焦あせってしまうのが自分でもわかっているのに、なぜか穏やかで安あん堵どした、春の日差しのような気持ちも同時に抱いだいてしまうのだ。


    　相反する気持ち。それが堪たまらなく心ここ地ちいい。


    「それにしても失礼しちゃうよね」


    「え？　何がですか？」


    「校長先生だよ。村むら埜の先生のこと、犯罪者扱いしてさ。村埜先生は女生徒にいやらしいことしたりなんかしないのに」


    「ふぐっ！」


    　良二の良心を鉛の弾丸が貫いていった。罪の意識に耐え切れず、低い呻うめき声を漏もらしてしまう。


    （すみません、夜桜先生っ！　僕は、僕はぁああああああっ！）


    「あと、村埜先生はアニメオタクでもないんだよね？」
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    「え？」


    　意外な言葉に、良りよう二じはまじまじと静しず流るの横顔を見た。ツンと尖とがった鼻筋に、整った顔立ち。眼鏡めがねと頬ほおの隙すき間まから見えるのは、やや垂れ目気味の大きな眼。桜色の唇くちびるを、今は燻くすぶる不満からかツンと尖らせている。


    （やっぱり夜よ桜ざくら先生は綺き麗れいだなぁ～）


    　良二は見み惚とれてしまうという事実さえも恥ずかしくて、すぐに目を逸そらした。その代わり、静流の際立った美しさを記憶の奥底にきっちり刻み込む。


    「そ、そうですけど、よくわかりましたね。みんな誤解しているとばかり」


    　ちょっとだけ心が温かくなる。誰に誤解を受けてもいい。ただ静流だけが自分のことをわかってくれているのなら、それで良二は大満足だった。


    「わたし、ちゃんと調べたんだよ。オタクって人たちは、美少女フィギュアを持っていたり、カラオケではアニソンしか歌わなかったり、ドージン誌っていう薄い本を買ったりするの。村むら埜の先生は違うでしょ？」


    「らしいですね。しかし、よく調べようと思いましたね」


    「うん。だって、みんなが村埜先生のことオタクだって言うから、どんな人種なのかなって思って」


    「え？　僕のことを思ってですか？」


    　良二は胸の高鳴りを覚えた。果たして嫌いな相手のことを、わざわざ調べる人間なんているだろか？


    「そう。──って、ええっ！　わたし今、村埜先生のことを思ってなんて言った!?」


    　静流が顔を真っ赤にして素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「それ、間違いだから、間違い！　む、村埜先生のことなんて全然気にしてないんだからね！　勘違いしたら駄目だよ！」


    　静流が両手をぶんぶん振って、慌てて否定してくる。唇くちびるがあわあわと震ふるえている様が、清せい楚そな雰ふん囲い気きと相まって、なんともコメディチックだ。


    「はい。わかりました」


    　良二は残念に思った。こんなに強く否定するからには、静流が自分に興味を持っているなんてことはないのだろう。静流と両想いであれば、どんなに幸せか。


    　ふと会話が途切れた。


    　静流は耳まで真っ赤にして、縮こまるように俯うつむいている。


    　良二としては、もう少し静流と会話したかったのだが、コミュ障気味なので、どんなふうに話題を切り出してよいか、とんと想像もつかない。


    　けれども、互いに口は利かないけど、この静寂は嫌ではなかった。静流と一緒にいる。ただそれだけで幸せだ。そう考えれば、今日はもう一年分の幸せを感じてしまっている。これ以上は贅ぜい沢たくかもしれない。


    　階段のところで静しず流るとは別れた。そして数段ほど階段を上ったときだ。


    「わっ！」


    「うわぁああっ！」


    　唐突に頭上から誰かに驚かされ、良りよう二じはびくりと悲鳴をあげる。


    「おはようございます。先生」


    　くすくすと笑いながら階段を下りてきたのは能の乃のだった。良二の知る能乃は、他人に対して距離をおき、決してこんなことをするような生徒ではなかったはずだ。


    「えへへ、先生」


    　うれしそうに言って、能乃が良二の腕に抱きついてきた。左腕が能乃のやわらかい体に埋うずまって、頭が軽くパニックになる。


    「家で着替えてたら遅刻しちゃったんです。これで皆勤賞はなしになりましたけど、代わりに先生に会えたからいいです」


    「え？　あのっ、ちょっと、野の々の原はらさん!?　そんな性格でしたっけ!?」


    　頭が混乱している良二は、どうでもいいツッコミをしてしまった。


    「……先生が、勇気をくれた……から。私が、こんなふうに自分をさらけ出せる相手は、先生だけです。誰にでもするような女の子だと誤解しないでくださいね」


    「な、なな、何をやってるの!?」


    　不意に裏返った声が聞こえてきた。振り返って階段の下のほうを見ると、先ほどの別れたばかりの静流の姿があった。良二の悲鳴を聞きつけて戻ってきたのかもしれない。


    「うわわっ！」


    　良二と能乃は反射的に距離をとって離れた。見られた、という事実に、頭がさらにパニックになる。


    「い、いいい今、抱きついてなかった？」


    　静流もショックを受けているらしく、アホ毛がわなわなと震ふるえていた。


    「ち、違いますよ！　ご、誤解です！」


    　良二は咄とつ嗟さに否定したが、見られていたのは事実で、意味のない言葉だった。


    「あの……、私、貧血で。気分が悪くなって……」


    　能乃が咄嗟に言い訳を口にしてくれた。確かに貧血ならば、うまく誤ご魔ま化かせそうだ。良二はその嘘うそに乗ることにする。


    「それで偶然、通りかかった僕が、野々原さんを受け止めただけなんです！」


    「え？　あ？　そ、そう……。そうだったんだ～」


    　静流が安あん堵どの息を吐いた。どうやら、誤魔化すことに成功したみたいだ。


    「あ、また貧血が……」


    　しかし、こともあろうか、再び能の乃のが良りよう二じの腕に体重を預けてきた。まるで、貧血と言えばこの行為が許されると学習したかのように。


    「ちょ、ちょっと野の々の原はらさん!?」


    　予想外の行動に、良二は素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「なっ!?　駄目よ！　野々原さん！　村むら埜の先生はこう見えて、陰湿オタクで性犯罪者で見境のないケダモノなんだから、貧血でも抱きついちゃ駄目っ！　抱きつくなら、ほら、私のほうにっ！」


    「え？　夜よ桜ざくら先生？」


    　さっきと真逆のことを言われ、良二は心底傷ついた。なんだろう、静しず流るからは大人然とした余裕がなくなっているように感じられる。


    　静流は良二から奪うようにして、能乃を奪い取ろうとしたが、能乃は自らすぅっと身を引いて、良二から離れた。静流に抱きつくつもりは、さらさらないらしい。


    「あの、夜桜先生」


    　良二はおずおずと口にする。


    「何よ？」


    「僕の手を掴つかんでいます」


    　良二に指摘を受け、静流はまじまじと自分の手元を見た。能乃を良二の腕から奪い取ろうとした際に、良二の手を掴んでしまっていたのだ。


    　ぼっ！


    　同時に二人の頭から湯気が噴き出した。良二と静流は反発する磁石のように互いに背を向けると、顔を真っ赤にして、自分の手を抱き締めるような格好をとる。


    「す、すみません」


    「いえ、どういたしまして……」


    　そんな二人の様子を、能乃は悲しそうな表情で眺めていた。


    「あの、もしかして夜桜先生って、村埜先生のこと──」


    「ストーップ!!」


    　能乃に向かって、顔を真っ赤にした静流が、両手のひらを見せつける。


    「え？　僕がどうかし──」


    「村埜先生は黙っていて！」


    　静流に叱しかられて、良二はシュンとなってしまった。


    「な、なんのことかはわからないけど、今は朝自習の時間です。野々原さんが遅刻してきたことはわかったけど、まだ時間はあるんだから、急いで教室に行って自習してください！」


    　能乃はしばらく何かを確かめるような目で静流のことを見つめていたが、やがて「わかりました」と言って立ち去ってしまった。


    　ほっと息を吐つく静しず流ると良りよう二じ。ため息が二つ重なった。


    「いや～、本当困りましたね。野の々の原はらさんには」


    　良二は「あははは」と笑いながら、静流に話しかける。


    「この、エロ教師」


    　静流はジト目で良二を睨にらみつけると、スタスタと歩き去ってしまった。


    （ううっ、夜よ桜ざくら先生に嫌われてしまったぁ～）


    　良二はがっくりと項うな垂だれたが、最悪の自体は免まぬがれたと思い直す。能の乃のとの仲はバレなかったのだ。


    　不意に良二のスマホがメッセージの受信を伝えてきた。というか、いつの間にこんなアプリが入っていたのだろう。他人と連絡をとる必要のない良二にとっては、無用の長物だった。


    　メッセージを送ってきた相手は能乃。そこにはこんな文章が書かれていた。


    『嫉しつ妬とは恥ずかしい感情なので抱いだくべきではありません。先生は私に人生を与えてくれました。だから先生の人生を奪うようなことはしません。私は先生のためなら、どんなエッチなことも頑張る覚悟があります。いつでも呼び出してください。待ってます』


    　どうリアクションしてよいか困る内容だった。いったい、昨日、能乃とはどんな話をしたのだろう？　だが、一つだけはっきりしていることがある。好きでもない女性に手を出すのは言ごん語ご道どう断だんだ。


    「僕はもう絶対に、いやらしいことはしないぞ！」


    　良二は強く、胸に誓いを立てるのであった──。


    



    「イッツ、エロエロタイム!!」


    「へ？」


    　再び記憶が飛んでいた。そこは学校ではなくキャバクラのような場所だった。良二は教師として赴任してきた歓迎会の日に、先輩教師たちに一度だけキャバクラに連れていかれたことがある。


    　そして、目の前には大きなおっぱいがあった。おっぱいの持ち主は、良二の太ふと腿ももの上に乗って、淫みだらに腰を振っていた。


    「なななななな、なんですかぁあああっ！　これはぁあああっ！」


    　良二の叫びは、けれども大量の音楽が鳴り響く店内においては、ほとんど掻かき消されてしまった。


    「ん？　お客さん、どうしたの？」


    　良二の上で腰を振っていた女性が顔を近づけてきた。薄暗い店内でも鮮やかな唇くちびるの色が見て取れる。


    「これは、いったいなんなんですか!?」


    「エロエロタイムよ。この時間はね、いっぱいキスしたり、おっぱい触ったりしていいのよ」


    　言って、女性が大きなおっぱいを顔に押しつけてくる。やわらかな感触に頬ほおを埋うめ尽くされ、声にならない悲鳴をあげた。


    「ちょ、ちょっと待ってください！」


    　必死に女性を押し戻すと、視界にあたりの様子が飛び込んできた。


    　テーブル席の店内は薄暗く、夜のネオンのような光があたりを照らしている。いくつも並んだソファの上には、何人もの男性が座っていて、その上に騎上位のような格好で、一人ずつ女性が乗っていた。全員が上半身をはだけさせて、おっぱいを露あらわにしている。


    　ここがどこかはわからない。けれども、はっきりと理解していた。


    　──ここは如何いかがわしい大人のお店だ。


    「ご、ごめんなさ～い！」


    　良りよう二じは叫ぶと、上に乗っている女性を押しのけて、テーブル席にぶつかりながら、店を飛び出した。


    　そこは夜の繁華街。酒の臭いと大勢の酔っ払いでごった返し、いたる所から喧けん噪そうが聞こえてくる。明らかに良二にとって場違いな場所だった。どうしてこんな所にいるのか？　本気で訳がわからない。


    　足元には、先ほどまでいたと思われる店の看板が光っている。セクシーキャバクラ「乳の日」とあった。


    　先ほどまでここにいたのかと思うと、ぞっとした。今まで自主的に行ったこともないし、興味もなく、今後も行くようなことはないだろう。そこに自分がいたのだ。


    （僕はいったい、どうしてしまったのでしょう？）


    　自問しながらふらふらと歩く。どうにも足下が覚おぼ束つかない。全身がカッカして、気け怠だるい感じがする。どうやら、お酒をたっぷりと飲んでいるらしかった。


    　家までちゃんと帰れるだろうか。そんなことを思いながら歩いていると、不意に誰からか肩を掴つかまれた。


    　振り返ると、そこにはいかにも夜の世界が似合いそうな、強こわ面もてのお兄さんたちが三人ほど立っていた。途端に心臓がバクバクと不安な音を奏でる。


    「な、なんでしょう？」


    「兄ちゃん。俺の店で飲み逃げとはいい度胸だな、ああっ！」


    　そういえば、と良二は後悔する。セクシーキャバクラを出るときに、お金を払った記憶がなかった。

  


  
    



    　　　第三話　フィギュアな悪霊


    



    　良りよう二じは一週間ほど、学校を休んだ。


    　男たちに殴られた顔は酷ひどく腫はれ上がり、とても人様に見せられるようなものではなかったし、下へ手たに誰かに見られでもしたら、理由を問われるに決まっているからだ。


    　さすがに、セクシーキャバクラで飲み逃げをして、強こわ面もての男たちにボコボコにされたなんて、教師として言えるわけもなく、風邪を引いたり食あたりになったりと、めまぐるしく言い訳を考えて、学校をサボっていた。


    　しかし、学校はサボったものの、「例の怪現象」は止やむことなく続いていた。


    　まず、掃除した覚えはないのに、部屋の中がぴかぴかになっていた。ゴミはすべて片づけられ、よれよれだったシャツにはアイロンまでかけてあった。


    　次に部屋の中に、買った覚えのない服や小物などが増えていた。どれも男性物だったが、良二の趣味とは完全に相容れない、それこそヤクザあたりが好みそうな派手なものばかりだ。


    　そして案の定というか、気がついたらラブホテルにいたこともあった。見知らぬ女性と一緒にお風呂に入っていて、良二は体も拭ふかずに慌てて自分の荷物を掻かき集めると、文字通り部屋から逃げ出した。


    　その次の日は、これまた繁華街にいて、「この前はよくも恥をかかせてくれたな！」と強面のお兄さんたちに追いかけ回されたりもした。


    　どれもこれも良二の記憶にないことばかりだ。


    　しかし、若干人よりも鈍感なところのある良二でも、薄々気づきはじめていた。


    （これはもしや、俗に言う二重人格というやつでは!?）


    　良二は恐怖を覚えた。これからどうなってしまうのだろう？　いずれ自分という人格は掻かき消え、新たな人格に乗っ取られてしまうのだろうか？


    　そんなふうに悩んでいたところ、良二の携帯電話が鳴った。校長先生だった。


    「村埜先生。いつまで学校をサボるつもりですか？」


    「いえ、サボるなんてそんな。本当に体調が悪いんですよ」


    　実際のところ、自分が二重人格になってしまったかも、という不安から、胃腸の調子はあまり芳かんばしくない。


    「嘘うそをおっしゃい。言い訳はいいから、今すぐ学校に来るように！　いいですね！」


    　校長に叱しかられ、しぶしぶ学校に向かうことになった。


    「しかし、心配です。もしも学校で人格交代が起こったら……」


    　良二は心配と不安から、後頭部にハゲができそうだった。そういえば人格交代が起こるたびに、主にエッチなトラブルが起きている気がする。もしも学校で人格交代が起こったら、果たしてどんなトラブルを起こすのだろう？　考えただけでも胃が焼け爛ただれそうだった。


    「村むら埜の先生、こんにちは！」


    　トタトタと走ってきて、元気よく挨あい拶さつしてきたのは、同僚の燕子花かきつばた撫なで子こだ。


    　小柄で童顔。大きなくりくりした目に、小さな鼻と口。ころころと表情が変わる子犬みたいな女性だ。天てん真しん爛らん漫まんな性格で、太陽のような笑顔を振りまいている。担当は家庭科。当然、学園でも男子生徒に絶大な人気を誇っている。


    「もうお体の具合はいいんですか？　ちょっと心配してたんですよ」


    　上目遣いで首を軽く斜めに傾かしげる。さらりと前髪が流れた。胸の前で合わさる長めの袖そで口ぐちからは、細い指先がちょこんと覗のぞいて、コケティッシュな魅力を醸かもし出している。


    「はあ、あまり大丈夫とは言えませんが、まあ大丈夫です」


    　良りよう二じは少し撫子が苦手だった。自分に対しても、積極的に話しかけてくる稀き少しような存在。もしかしたら撫子は自分に気があるのでは、と感じることが多々あった。


    　それはうれしくある反面、女性に不慣れな良二にとって迷惑にも感じられた。


    （僕には夜よ桜ざくら先生がいるんだ。燕子花先生の思いには応えられない！）


    「あれ？」


    　ふと、撫子が疑問の声をあげた。


    「あの子たち、何か様子が変じゃないですかぁ？」


    　撫子が指で指し示したのは、窓の向こう、体育館と新校舎の間の狭い隙すき間ま。旧校舎へと続く細い通路を、五人の男子生徒が歩いている。


    　今は授業中。完全にサボりだが、偏差値の低い普通科の生徒は、授業を真ま面じ目めに受けない者も多い。だから、ただサボっているだけならば、それほど変な話でもなかった。


    　あるとすれば違和感。四人が楽しそうな笑顔を浮かべているのに対し、彼らに肩を抱かれている小柄な少年の表情は暗く沈んでいる。


    「僕、ちょっと見てきます」


    　良二はそう言い残すと、旧校舎への道を急いだ。


    



    　良二が男子生徒たちに追いつくのと、彼らが小柄な男子生徒から受け取ったお金を財さい布ふにしまうのは、ほぼ同時だった。


    「き、君たち。いったい、何をやってるんですか！」


    「ん、なんだ、村埜か。驚かせんなよ、ボケが」


    　声をかけられた一瞬だけ、男子生徒たちはぎょっとした表情を見せたが、すぐに落ち着きを取り戻す。


    「別になんにもやってないっすよ。強いて言うなら、サボってるだけっす」


    「ぎゃははははは！」


    　リーゼントに短い学ラン。昭和の不良のような格好をした男子生徒、龍りゆうヶが峰みね達たつ也やの科白せりふに、ほかの男子生徒がゲラゲラと笑いを漏もらす。


    　笑っていないのは、一人だけだ。鈴すず木きヒロ。小柄で大人しく、女の子のような風ふう貌ぼうの男子生徒。間違っても、達也たちと連つるむようなタイプではない。


    「今、鈴木くんからお金を受け取りましたよね？　あれはなんです」


    「はぁ、何言ってんだよ？」


    「テメエの勘違いだろ！」


    「教師のくせに喧けん嘩か売ってんのか!?　ああっ！」


    　生徒たちが一斉に吼ほえる。その威圧感に、良りよう二じは身が竦すくむ思いだった。


    「で、でも確かに……」


    　呟つぶやくように反論する。


    「ああ、確かに金は受け取ったぜ。でもあれは、俺がこいつに貸していた金なんだ。それを返してもらっただけだぜ。なあ？　ヒロくん」


    　達也に肩を叩たたかれ、鈴木の体が枯れ枝のように揺らぐ。鈴木は決して誰とも目を合わせないようにしながら、こくりと頷うなずいた。どう見ても、彼の本心のようには思えない。


    「鈴木くん、本当ですか？」


    「なんだよ、それ！」


    「俺らのことを疑ってんのかよ！」


    「最低だぜ！　それでも教師かよ！」


    「……すみません」


    　良二は項うな垂だれるように謝罪する。証拠もないのに彼らの言い分を疑うのは、確かに最低の行為だ。


    「はあ？　それで許してもらえると思ってんのかよ？」達也が不機嫌そうな声で、不満を口にする。「先生に疑われてよ、俺のハートは酷ひどく傷ついたんだ。そのくらいで許せっかよ。──土下座しろよ」


    　その科白せりふに生徒たちは、「きゃはっ」と明らかな興奮を見せた。教師を土下座させる。立場を倒錯させたその行為に、背徳的な優越感を覚えたのだろう。


    「そうだ、そうだ。土下座しろよ！」


    「誠意を見せてくれよ、先生！」


    　生徒たちに囃はやし立てられ、良二の心に仕方がない、という妥協が生まれる。自分が生徒の心を傷つけたのは事実。ならば相手の気が済むまで、きちんと謝るのが道理ではないか。


    　良二がゆっくりと膝を折りはじめた、そのときだ。


    「こら！　君たち、何をやってるの！」


    　良二の後を追ってきたのだろう、燕子花かきつばた撫なで子こがトタトタと駆け寄ってきた。


    「おおっ！　撫なで子こちゃんだ」


    「マジ、かわええ！」


    　撫子の登場に、異様な空気に包まれていた雰ふん囲い気きが一変する。可愛かわいく愛あい嬌きようがあり、女子力が異常に高い撫子は、学校中の男子生徒のアイドル的存在でもあった。


    「今は授業中なんだよ！　サボったら駄目でしょ。先生だって怒るときは怒るんだから！」


    　撫子が腰に手を当てて、声を張り上げる。しかし、あまり迫力は出ていない。


    「俺、撫子ちゃんだったら、怒られてもいいかなぁ」


    「俺も俺も」


    　生徒たちがおどけるように言ってみせる。良りよう二じへの態度とは別人のようだ。


    「もう、ふざけないで！　お願いだから教室に戻って。ね？」


    　撫子が顔の前で手を合わせて、片目を閉じた。威圧的でもなく、素直に従いたくなるような可愛らしい仕草さ。


    「わかったよ、撫子ちゃんにお願いされたら断れねえし」


    「仕方ねえな。達たつ也や、教室に戻っか」


    　生徒たちは鈴すず木きヒロを置いて、にこやかな空気のまま、その場を立ち去った。


    「燕子花かきつばた先生、ありがとうございます。さすがですね。……僕はなんにもできませんでした」


    「村むら埜の先生も凄すごいですよ。私も最初は怖くって……。村埜先生の行動を見て勇気をもらったんです。本当、尊敬します」


    　撫子が星を撒まいたような瞳ひとみで見上げてくる。間違いないと思った。彼女はやはり自分に好意をもっているのだ。うれしい気持ちもあるが、恋愛レベルが小学生の良二にとって、それは戸惑いのほうが大きかった。


    「君、君も災難だったね。大丈夫だった？」


    　撫子が一人取り残された鈴すず木きに向かって優しく手を伸ばす。


    「……触んなよ」


    　鈴木は不ふ貞て腐くされたように呟つぶやくと、お礼も言わず立ち去ってしまった。


    



    「はぁ!?　そんな態度だからイジメられんだよ、クソガキが」


    



    「え？」


    　気のせいだろうか？　撫子のいる方向から、彼女が決して口にしないような、下品で暴力的な科白せりふが聞こえてきたような気がした。


    「燕子花先生、いま何か言いました？　クソガキとかそんな感じの言葉」


    「あははっ、なに言ってんですか～？　村埜先生。そんな下品な科白、撫子が言うわけないじゃないですかぁ！　やだなぁ、もう！」


    「そ、そうですよね。あははは、なに言ってんだろう、僕」


    　良りよう二じもつられて笑う。ちょっと考えればわかることだ。純じゆん真しん無む垢くで明るく天てん真しん爛らん漫まんな撫なで子こが、そんな性格が悪そうな言葉を口にするはずがない。空耳だったのだろう。


    「それじゃ、撫子はこれで」


    　去っていく撫子の後ろ姿を見送ったあと、良二はその場で小さく嘆息する。


    　撫子のような人気者になりたいわけではないが、それでもトラブルを防ぐだけの力は欲しいと感じていた。本当に自分が情けない。


    　そのときだ。突如として急激な眠気が襲ってきた。


    （まさか、これは──!?）


    　自覚するのと意識がなくなるのは、ほぼ同時だった。恐れていたことが現実となる。学校で、例の人格交代が起こってしまったのだ──。


    



    　次に良二が目を覚ましたとき、そこには肌色の楽園が広がっていた。


    　眼前に広がるのは、女子生徒たちの若く魅力的な裸体。瑞みず々みずしいきめ細やかな肌に、個人の成長の差が激しい個性あふれる魅惑のプロポーション。いつもは制服の下に秘ひ匿とくされている、男心を刺激し劣情を催もよおさせる性的シンボルの数々が、惜しげもなくさらけ出されていた。


    （なななななななぁああーっ!!）


    　ガタッ！


    　動揺した良二は、仰のけ反ぞった拍子に物音を立ててしまった。そこで遅ればせながら状況を把握する。


    　ここは学園の女子シャワールーム。なぜかわからないが、良二はそこの掃除用具入れに身を潜め、なんのためについているか分からない縦の隙すき間まから、覗のぞきをしているという状態だったのだ。


    　つまり、音を立てるということは──。


    「ん？」


    「どうしたの？」


    「今、掃除用具のところから、なんか音がしなかった？」


    　その科白せりふに、良二の心臓が激しく動揺する。急に訪れたピンチに頭が追い付いてこなかったが、この状況で見つかってしまったらと思うと、生きた心ここ地ちがしなかった。


    「ねえ？　もしかしたら、あれじゃない？　シャワー室の峰みね子こさん」


    「え？　何それ？」


    「オバケだよ。下へ手たに開けないほうがいいよ。あっちの世界に連れていかれちゃうよ」


    　女子生徒の科白に、あたりがシンとなる。誰もが掃除用具のドアを開けるのを躊躇ためらっているみたいだった。


    「ちょっと何言ってるのよ、あなたたち。オバケなんているわけないでしょ？　どうせ振動で中にあったモップが動いただけよ。高校生にもなって馬鹿みたい」


    「だったらあなたが、中を開けて確かめてみてよ」


    　ぎくりと良りよう二じの心臓が跳ね上がった。ドアを開けられたら、人生が終わる。


    「へっ!?　な、なななななんで私が？」


    「だって、オバケの存在を信じてないんでしょ？」


    「そ、そうよ。オバケなんているわけないじゃない。でも、だからって、どうして私が中を見なきゃならないの？」


    「もしかして、怖いの？」


    「そ、そそそそそんなことあるわけないでしょ？　私はもう高校生なんだから！　ば、馬鹿みたい！」


    「じゃあ、開けてみて」


    　有無を言わさぬ科白せりふに、女子生徒は「わ、わかったわよ」と、引くに引けない様子で承諾する。


    　良二は絶望で気絶しそうな心境だった。銃口を眉み間けんに突きつけられたに等しい気分だ。


    「オ、オバケなんているわけないんだから」


    　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、女子生徒が近づいてくる。その目は恐怖に見開き、全身が小刻みに揺れていた。やせ我慢をしているのは明らかだ。


    「怖くない、怖くない、怖くない」


    　ぶつぶつと呟きながら、女子生徒の震ふるえる指先が近づいてくる。絶体絶命のピンチ。


    　と、そのときだ。


    「わっ！」


    　誰かが女子生徒を脅おどかした。


    「ひゃああああああああああああっ!!」


    　びっくりした女子生徒が、大声をあげてひっくり返る。


    「チュチュ！」


    　その声に驚いたのは女生徒たちだけではなかった。一匹の鼠ねずみが掃除用具入れの横から飛び出してきた。


    「きゃ！」


    「なになに!?」


    　女子生徒たちの甲かん高だかい声が爆発する。


    「鼠!?　私初めて見たんだけど」


    「じゃあ、物音の正体は鼠だったってこと？」


    「なんだ、脅かさないでよ」


    　幽霊の正体見たり枯れ尾花と言うべきか、物音の正体を鼠ねずみだと確信した女子生徒たちの間に弛し緩かんした空気が流れる。


    「っていうかさ。あなた、驚きすぎじゃない？」


    「本当はオバケが怖かったんでしょ？」


    「ふ、ふん。そ、そそそんなことあるわけないでしょ？　単に転んだだけよ。──ん？　あれ？」


    　立ち上がろうとした女子生徒が、素すっ頓とん狂きような声をあげた。


    「どうしたの？」


    「腰が、抜けちゃったみたい」


    



    「ふう、もう駄目かと思いました」


    　シャワールームから人が消えたあと、良りよう二じはロッカーのドアを開け、倒れ込むように外に出て、両手を床についた。久しぶりの外。開放感が酸素と一緒に肺はい腑ふを満たしていく。


    　ガチャ。


    「ああ、またタオル忘れちゃった。私って、どうしてこうなんだろう」


    　ドアが開き、一人の女子生徒がシャワールームに戻ってきた。


    　そして当然の如く、四つんばいになっている良二の姿に気づき、開け放たれた掃除用具の状態から、概おおむね状況を理解する。


    「…………」


    「…………」


    　絶望が良二の胸を締めつける。


    　体の感覚が狂い、床に溶けてしまいそうな不気味な感覚に包まれた。


    （お、──終わった）


    　シャワールームに潜み、女子生徒の裸を盗み見た教師。そんな最低のクズ野郎が、その後どんな人生を送るか。考えるだけでも、髪の毛が抜け落ちそうだった。


    　その女生徒──鷲わし宮みや神かん奈なは、最初はぽかんと驚いた表情をしていたが、次にキッと鋭い顔つきになり、ツカツカと歩み寄ると、死人のような表情となった良二の鼻先に仁に王おう立だちとなった。


    「──村むら埜の良二先生」


    「……はい」


    「あなた──」


    　胸の奥にブラックホールができたみたいに息が苦しくなる。どんな酷ひどい言葉を浴びせられるのか。


    「──悪霊に取り憑つかれていますね？」


    「は？」


    　予想外の科白せりふに、今度は良りよう二じがぽかんとする番だった。


    



    「鷲わし宮みや家は先祖代々、悪霊の類たぐいを祓はらってきた家系なんです」


    　放課後、良二は神かん奈なの家に招待されていた。長い石段を上った先にある神社。社しや殿でんと住居がつながった和風の建物で、最近改装でもされたのか、床や壁がやけに真新しかった。


    「では、僕の記憶がなくなっていたり、身に覚えのない行動を取ったりしているのは？」


    　良二は道すがら、ここ最近起こっていた不可解な現象について、神奈に伝えていた。唯一、能の乃のの件については詳細をぼかしたが、そのほかのことについては正直に話した。


    「はい。間違いなく、先生の体に取り憑ついている悪霊の仕し業わざです。しかも、このままでは先生の意識は完全に乗っ取られてしまうでしょう」


    「そ、そんな！　僕はどうすれば!?」


    「大丈夫です。今から私がお祓いしますので」


    　ぐっと拳こぶしを握りしめて言う神奈に、良二は一いち抹まつの不安を覚える。


    「あの、鷲宮さんがお祓いをするのですか？　お父さんとか、そういう人はいないのですか？」


    「父はいますが、霊感がまったくないのでお祓いはできないのです。いつもは姉がお祓いをしていたのですが、今は母と一緒に修行の旅に出ておりまして。心配しなくて大丈夫ですよ。こう見えて私は何度か除霊の経験がありますので」


    「そうですか」


    　良二としては若干の不安は残ったままだったが、本人が自信満々に言うので、それ以上は何も言えなかった。


    「それで悪霊の件ですが、先生に何か心当たりはありますか？」


    「いえ、特には……」


    「それでは最近、誰か身近な人で亡くなった方はいますか？」


    　どくん、と心臓が高鳴った。もしや、という予感が首をもたげる。


    「兄が……。先月、兄が亡くなりました」


    「そうですか。では、そのお兄さんが取り憑いている可能性がありますね。とにかく、お祓いをしますので、私も着替えてきます。少し待っていてください」


    



    「それでは今から除霊をはじめます」


    　除霊用の巫み女こ服に着替えた神奈が、良二の前の台座に、一体の美少女フィギュアを置いてから言った。腰まで金色の髪の毛が伸びるファンタジックな感じのフィギュアだ。


    「え？　これ、なんですか？」


    「悪霊を封じるための依より代しろです」


    「でもこれって、美少女フィギュアですよね？　なんか僕の中のイメージだと、依り代って藁わら人形とか、紙を切ったやつとかを思い浮かべるんですけど」


    「ああ、昔はそうでしたね。ですけどあれは、精密にヒトガタを作る技術がなかったころの名な残ごりです。できるだけ人間に近いほうがいいに決まってるじゃないですか。今はこういった人形が手に入り易いですし、そのぶん除霊の効果も高いんですよ」


    　まあ確かに、と良りよう二じは思った。藁わら人形よりはフィギュアのほうが、より人間の造形として精せい緻ちな気はする。


    「でも、これどう見ても女の子ですよね？　僕に取り憑ついているのが兄さんなら、男のほうがいいんじゃないでしょうか？」


    「ですけど、うちには女の子の人形しか置いてないんですよ。父の意向で。でもまぁ、霊は性別とかそれほど気にしないので、大丈夫です」


    　そう言われると、そんなものかと思ってしまう。


    「それでは今から除霊を開始しますね。先生は目を閉じて、意識を集中させてください」


    　良りよう二じは全裸にバスタオル一枚という格好で、正座をしたまま両目を閉じる。


    　シャ、シャ、と神かん奈なが大おお幣ぬさを振るう音が聞こえる。そして呪じゆ文もん。


    「キュア●プ・ラ●パ！　悪霊よ、立ち去りなさい！」


    「ちょ、ちょっと待ってください！」


    　良二は両手で、神奈の動きを制止した。


    「どうしたんですか？　これからってときに」


    　神奈が拗すねたように言う。


    「な、なんですか、今の？　ぜんぜんお祓はらいっぽくないんですけど。もっとこう、和風なイメージだったんですけど」


    「それは先生の中にある勝手なイメージですよ。最近はこっちの世界もグローバル化しているんです。古い固こ定てい観かん念ねんに縛られたままでは、昨今の悪霊には通用しません」


    「はぁ、そんなものですか」


    　確かに古い手法がずっと通じるのは、それはそれでおかしいのかもしれない。


    「では、気を取り直して行きますよ。──キュア●プ・ラ●パ！　悪霊よ、立ち去りなさい！」


    　神奈が必死に呪文を唱えている。一定の間隔で行われるそれは、社しや殿でんの中で反響し、呪術めいた異質な空間をつくりあげていた。


    （──兄さん）


    　そんななか、良二は一か月前、兄の遺体と対面したときのことを思い出していた。


    



    「お兄さんの、村むら埜の誠せい一いちさんで間違いないですね？」


    　薄暗い霊安室の中で、ベッドの上に横たわる青年の顔を見せながら、角刈りの刑事が確認してくる。


    「わかりません。兄とは僕が小学校のとき以来、会ってませんから」


    　良りよう二じは正直に答える。兄の面影はあるようで、しかし久しぶりに見るそれは、別人のようにも思えた。


    「お父様は早くに亡くなられたそうですが、お母様は？」


    「母は病弱なんです。とても、ここに来れるような状況ではありません」


    「顔はあなたとそっくりなんですがねぇ」


    　頭に白髪の交じった中年の刑事が言った。確かに言われてみれば、そんな気もするが、やはり自分ではピンとこなかった。


    「とにかく、この仏さんが村むら埜の誠せい一いちだってことは間違いないんだ。村埜誠一はあなたの実の兄でいいんですよね？」


    「……はい、そうです」


    　良二は力なく答えた。誠一が兄であることは間違いのない事実だ。しかし、どうして兄は、こんな若くして命を落としてしまったのか。


    「これはおそらくプロの仕し業わざだろうな」


    「プロの仕業？」


    　聞き慣れない単語に、良二はオウム返しに問うた。


    「プロの殺し屋ってことですよ。大変申し上げにくいですが、村埜誠一はその筋では名の知れたヤクザでしてね。特定の組には所属していなかったようですが」


    「ヤクザ……ですか？」


    　驚きはしたものの、良二は心の奥底で納得もしていた。


    　昔から素行の悪かった兄。暴力事件を起こし、少年院に入って、そこを脱走したというのが、最後の足取り。そんな兄が歩む道として、ヤクザは当然の帰結に思えた。


    　けれども兄は決して悪人ではなかったと思う。矛盾したイメージかもしれないが、誠一は自分には常に優しかったし、病弱な母をいつも気遣っていた。弱い者イジメもしたことがなかったし、自分の中に一本、信念を通していた気がする。


    「『最強悪鬼』『極道王』『伝説のスケコマシ』。喧けん嘩かでは負け知らずで、奴に抱かれた女は軒並み骨抜きにされるって話だ。いろんなヤクザのボディガードをやったり、組同士の喧嘩の仲裁や海外マフィアとの抗争、各種詐さ欺ぎ行為からドラッグや銃器などの密輸、果てはフロント企業の企画経営やコンサルティング、風俗界の取り仕切りや新人ヤクザの教育など、裏社会のなんでも屋をみたいなことをやってたらしい。並のヤクザじゃ、頭も上がらない存在。まぁ、だからこそ、方々から恨みや妬ねたみも買っていたんだろうな」


    「……兄さん」


    　確かにそれは、良二の知っている兄が、そのまま大きくなった存在のような気がした。


    　それがおよそ、一か月前の出来事──。


    



    （兄さん。本当に兄さんが、僕の中に──）


    　とそのときだ。


    （良りよう二じ、良二か？）


    　見知らぬ男性の声が頭の中に響き渡る。いや、違う。それは初めて聞く声なのに、どこか懐なつかしいような温かい響きを持っていた。


    「まさか、兄さんなんですか？」


    　反射的に目を開いた良二は、自分の体から湯気のように立ち上る漆黒の煙が、頭上で渦巻いているのを見る。


    「こ、これは!?」


    「もう少しです、先生！　キュア●プ・ラ●パ！　悪霊よ、立ち去りなさい！　キュア●プ・ラ●パ！　悪霊よ、立ち去りなさい！　──今だ！　魔ま封ふう波ばっ!!」


    　刹せつ那な、良二の頭上で渦巻いていた黒煙が棚引き、フィギュアに向かって突き進んでいく。


    　次の瞬間、フィギュアがカッと閃せん光こうを発した。


    「うわっ！」


    　良二は思わず顔を背そむける。ややあってから、フィギュアのあった場所に視線を向けた。


    『あててて、な、なんだ!?』


    　そこにはまるで生きているかのように尻しり餅もちをついて、頭を撫なでる一体の美少女フィギュアの姿があった。


    「ま、まさか兄さん!?」


    『うん？　おう、良二じゃねえか。なんだぁ、おまえ。亭主に見つかった間男みたいな格好してよぉ』


    　あぐらをかいたフィギュアがケラケラと笑う。声はアニメっぽい女性のものだが、なぜか誠せい一いちの声だと理解できた。


    「兄さん、本当に兄さんなんですね！」


    　感動と興奮のあまり、良二はガシッとフィギュアを掴つかんだ。


    「ああっ！　な、何をやってるんですかーっ!!」


    　途端に、神かん奈なの絶叫が響き渡った。


    「せっかく悪霊との『縁』を切り離したというのに、触ってしまったら、再び『縁』が復活するじゃないですか！　その人形はもう、呪いのアイテムと化しているんですよ!?」


    　神奈の科白せりふは半分も理解できなかったが、とにかく自分がまずい行動をとったことだけは分かった。


    「す、すみません！」


    「あれ？　でも、先生。今はなんともないですか？　乗っ取られたりとか」


    　神かん奈ながきょとんとした表情で首を傾かしげる。


    「いえ、そんなことはないですけど……」


    「もしかしたら肉体が障壁となって、『縁』の流入を防いでいるのかもしれません。だとしたら先生。その人形を絶対に手放してはなりません。ずっと手で握っていてください！」


    「え？　握っていないと、どうなるんですか？」


    「その瞬間、先生の意識はこの人形の中にある悪霊に乗っ取られてしまいます」


    　良りよう二じはまじまじと握り締めているフィギュアを見た。これをずっと手で握っておかなければならない。その事の大きさがいまひとつピンとこない。


    『なんだ？　この巫み女このコスプレした姉ちゃんは？』


    　良二の腕の中で、フィギュアに宿った誠せい一いちが腕組みをして言う。


    「僕の教え子の鷲わし宮みや神奈さんです。僕に悪霊が乗り移ってるって教えてくれて──」


    「っていうか、村むら埜の先生。もしかして、悪霊と会話してるんですか？」


    　そのときだ。神奈が素すっ頓とん狂きような声をあげた。


    「え？　そうですけど……。悪霊というか兄さんです」


    「まさか先生には、その人形の声が聞こえるんですか？」


    　良二は混乱する。聞こえるも何も、フィギュアは普通に声に出して、表情豊かにしゃべっているではないか。そう説明すると、


    「それは先生の認識の中だけです。私にはしゃべっている声も、その人形が表情豊かに動いている姿も見えません」


    　つまり客観的に見ると、良二はフィギュアに話しかける痛い人種に見えるらしい。


    「神奈、俺のカリンちゃんがどこに行ったか、知らないか？」


    　そんな会話をしていると、神奈の父親らしき人物が社しや殿でんへと入ってきた。


    「あーっ！　貴様！　俺のカリンちゃんに、何をさらしとんじゃぁあああああッ!!」


    　父親は良二が握っているフィギュアに気づくと、大声をあげて突進してきた。反応する暇もなく、良二はフィギュアを奪い取られてしまう。


    「あ、駄目っ！」


    　神奈の悲鳴が轟とどろく。それを最後に良二の意識は闇の中へと落ちていった。


    



    「──はっ!?」


    　どれくらい時間が経ったのだろう。良二はふと意識を取り戻した。


    「ここは？」


    　見知らぬ誰かの部屋。ぐるりと視線を這はわせる途中で、良二はそれに気づく。


    　ベッドの上、そこには──着衣の乱れた神奈が横たわっていた。仰向けで、下には何も穿はいていない。真っ白な足た袋びを履いた脚が、緩ゆるやかな菱形を描いている。


    　それだけではない。さらけ出された肌の上や巫み女この衣装の上には、いたるところに白いものがかけられ、彼女を汚していた。


    「────ッッ!?」


    　良りよう二じは声にならない悲鳴をあげる。


    （ま、まさか!?　いや、いくら兄さんでも──）


    　現実を受け止めることができず、良二の頭は混乱をきたす。この神かん奈なの無残な姿は、明らかに事後を連想させたが、もしかしたらそれは間違いで、この液体は、ヨーグルトか何かかもしれない。


    　そこで良二は、神奈を汚している液体を指先で掬すくい、自分の口へと運んだ。


    「ペロリ、これはヨーグルトじゃない!?」


    　間違いない。誠せい一いちはあろうことか、良二の体を使って、神奈を襲ってしまったのだ！


    「嘘うそだと言ってえええええええええええっ!!」


    　良二は地獄の亡者のような形相で叫んだ。


    「……先生。元に戻ったのですね？」


    　意識を取り戻した神奈が、ゆっくりと上半身を起こす。


    「す、すみません。僕はなんてことを！　あろうことか教え子を無理やりに！」


    「いいえ、違います。先生は誤解をなさっています」
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    「え？」


    「私は無理やり犯されたわけではありません。これは──和わ姦かんなのです」


    　神かん奈なが真ま面じ目めな顔をして、重々しい雰ふん囲い気きで口にする。


    　和姦。その意味が理解できず、良りよう二じはしばし呆ぼう然ぜんとした。


    「えっと、つまり──」


    「はい。私はあなたのお兄さんに口説かれ、合意の上で処女を捧げたのです」


    「え？　でも、鷲わし宮みやさんが兄さんに会ったのは……」


    「はい、ほんの数時間前です。不ふ甲が斐いないことに、あっという間に口説かれてしまいました。自分でも信じられません。──そんなことより人形は！」


    　神奈の剣けん幕まくに押され、あたりを見回そうとした良二は、自分の手の中にフィギュアが握られていることに気づく。今は兄が乗り移る前の普通のフィギュアに見える。


    「その人形はすでに霊的なアイテムと化しています。なので、先生の手を離れた瞬間霊体化し、人形ごと先生に憑依します。そのため人形は物理的には消失してしまうのです。また先生が元に戻ったら、肉体的に「縁」ができている手の中に顕けん現げんしますので、そのまま絶対に握っていてください。さもないと、またすぐに体を乗っ取られてしまいます。もうわかっていると思いますが、乗っ取られている間、先生の意識はありません。それは少し前までは、悪霊のほうも同じでした。片方の意識が出ている間は、もう片方は意識がないのです。しかしながら悪霊が人形の中に入ったことで、若干事情が違ってきました。精神を持たない人形の中に入ったせいで、悪霊は人形状態でも意識を保つことができるようになったのです。それと、非常に大切なことですが、悪霊と入れ替わる時間は、およそ六時間程度だと思われます」


    　神奈が乱れた服を直しながら、詳しく説明をしてくれる。事後の上気した顔が、妙な迫力を醸かもし出していた。


    『ん？　ああ、なんだ？　戻ったのか』


    　不意に、フィギュアに表情が宿り、キョロキョロとあたりを見回しはじめた。


    「兄さんッ!!」


    　良二は半分泣きそうな声で叫んだ。


    『そんな大声出さなくても聞こえてるって。どうかしたのか？』


    「『どうかしたのか』じゃないでしょ！　鷲宮さんになんてことしてくれてんですか！」


    『なんてことも何も、普通にセックスだが？』


    「普通にセックスしちゃったら駄目でしょ!?」


    『ああ、なんだ。そのことか。よく見ろよ、良二。ちゃんとコスプレエッチらしく、全部は脱がせていない』


    「そこじゃないです！　彼女は僕の教え子なんです！　教師が教え子に手を出したら駄目でしょ！」


    『なんでだ？　むしろ美お味いしい立場じゃねえか？』


    「違いますよ！　教師は生徒たちが、みだりにふしだらな行為をしないよう管理するべき存在なんです！」


    『……良りよう二じ。おまえ何か勘違いしてないか？』


    　フィギュアの声が、一段低いモノになる。張りついた表情は、美少女フィギュアとは思えないほど険けわしいものだ。


    「な、なにがです？」


    『個人にとって最大の権利ってのは、なんだかわかるか？　それはな、自分の性を誰からも否定されたり、管理されたりしないことなんだよ。性の自由を尊重することが、人権を最大に尊重することなんだ。世界を見てみろ。性に対して厳しいところほど、平気で人を殺しやがるじゃねえか。教師だって同じさ。生徒に貞操帯をつける権利なんてもってねえんだよ。生徒は人形じゃねぇ、心だって性欲だって持っている！　それを最大限尊重してやらなくてなにが教師だ！　エゴの塊じゃねぇか！　むしろ教師なら、生徒にきっちりセックスを教え込んでやれよ！』


    　なぜか胸に響く科白せりふだった。


    　そう、確かに教師といえども、生徒の性を、個人の権利を束縛する権利はないのかもしれない。むしろ誠せい一いちの言うとおり、ちゃんとセックスを──。


    「え？　いや、駄目でしょ!?　いま普通に納得しかけましたけど、やっぱりそれは駄目ですよ！」


    　良二は慌てて否定した。


    「村むら埜の先生。いま、お兄さんと会話しているんですよね？」


    　神かん奈なが確認するように、割って入る。


    　そこで良二は思い出した。声が聞こえるのも、フィギュアが動いて見えるのも、良二の認識の中だけの現象なのだ。


    「お兄さんは私を抱いたことを、なんと言っていますか？」


    『おう、いい締まり具合だったぜ』


    　誠一は親指を立てて即答した。神奈の声は聞こえるようだ。


    「兄さん！　もっと何かほかに言いようがあるでしょ!?」


    「いったい、なんと言われたのですか？」


    　誠一の言葉が聞こえない神奈が、ぐっと顔を寄せてきた。


    「え？　えっと、あの……」


    　良二は言葉を濁す。さすがに教え子に気軽に言える科白ではない。


    『なに、インキンにでもなったみたいにモジモジしてんだよ』


    「だって、どんな顔して言えばいいか……」


    『いっちょ、爽さわやかな感じで頼む』


    　誠せい一いちはパチンと片目を閉じた。


    「できるかっ！」


    「あの、村むら埜の先生。どんなやりとりをされているかは知りませんが、私が知りたいのは、お兄さんの貞操観念です。私が接した感じでは、お兄さんはセックスに対し、なんの抵抗感も持っていませんでした」


    　良りよう二じはごくりと唾つばを飲み込む。確かに、その片へん鱗りんは見え隠れしている。


    「これは非常に危険な状況です。私は自分を貞操観念が低い女だとは思っていません。それなのにあっさりと口説かれ、貞操を奪われてしまいました。そんな人物が学校に現れたらどうなると思います？」


    　神かん奈なの指摘に、良二は背筋が凍りつく思いがした。ぐらりと頭の重心が揺らぐ。


    　セックスに対する躊ちゆう躇ちよがなく、しかも口説きに長たけた存在。そんなのが大勢の女子が集まる学校に現れたりしたら──。


    「そんな、まさか……。いくら兄さんでも、そんな節操のないことはしませんよね？」


    『なに馬鹿なこと言ってんだよ』


    「そうですよね？　よかった」


    　良二はほっと胸を撫なで下ろす。


    『若いぴちぴちしたＪＫが入れ食い状態なんだぜ。毎日セックスしまくりに決まっているだろ』


    「兄さぁああんんんんんっ!!」


    「その反応。やはり、というわけですね」


    　神奈が神妙な顔で言う。


    「村埜先生。絶対にその人形を手放してはいけません。ことは女子生徒の貞操を守るだけではないのです。先生の人生を守ることにもつながるんです」


    「え？　どういう意味ですか？」


    「お兄さんは、先生の肉体をもって淫みだらな行為をします。つまり世間一般には、村埜先生が淫いん行こうをしているようにしか見えません！　純じゆん真しん無む垢くな女子生徒を毒牙にかける最低最悪のクズ教師の誕生です！」


    「く、クズ教師!?　僕がですか？」


    　良二は気の遠くなる思いだった。自分が生徒に人気のある教師でないことは知っているが、それでも、いち教師として理想と信念はもっていたつもりだった。


    　それなのに、何が悲しくてクズ教師の汚名を被かぶらなければならないのか。


    「事情を説明したらどうですか？　僕が兄さんに体を乗っ取られていると」


    「残念ですが、世間一般では、霊の仕し業わざというのは、それほど市民権を得ているわけではありません。信じてもらえないのです」


    『良りよう二じ。おまえ二十七にもなって、まだ幽霊の存在とか信じてんのかよ。鼻で笑うぜ』


    「今の兄さんは幽霊そのものでしょうがっ!!」


    　神かん奈なの科白せりふはもっともだと思った。世間はおそらく誠せい一いちのことは信じてくれないだろう。すべては良二の責任となるのだ。


    　能の乃のに神奈。すでに二人の生徒を毒牙にかけてしまっている。これ以上、クズに成り下がるわけにはいかない。


    「わかりました！　絶対にこの人形は離しません！」


    『ちょっと待て。じゃあ何か？　俺は良二が風呂に入るときもクソするときも、一緒にいなきゃならないのか？　何が悲しくて成人した弟がクソしているのを見ていなきゃなんねえんだよ』


    「兄さんが悪いんでしょ!?　教え子に手を出したりするから！」


    『手を出すもなにも、健全な男女が二人っきりでだべっていたら、普通セックスする流れになるだろ？』


    「なりませんよ！　──ん？　二人っきり？」


    　そこで良二は何かに引っかかった。そういえば、良二が入れ替わってしまったのは、神奈の父親らしき人物がフィギュアを奪い取ったからではなかったか？


    「鷲わし宮みやさん。君のお父さんは？」


    「父は下の座敷で簀す巻まきになっています」


    「兄さん！　なんてことをしているんです！」


    『違ちげえよ、俺じゃねえよ』


    「簀巻きにしたのは私です。除霊に必要だからという理由で購入していた人形でしたが、単なる父の趣味という事実が判明したので、さすがに頭に来まして」


    『縛りやすいように、俺がぶん殴って気絶させた』


    「やっぱり、兄さんも絡んでるじゃないですか！」


    　もうめちゃくちゃだ、この人。良二はげんなりとした気分になる。


    『ときに良二よ。おまえ、もしかしてまだ童貞じゃないだろうな？』


    　誠一がどこか剣けん呑のんな表情で尋たずねてきた。


    「うっ。ど、童貞ですけど。それが何か？　わ、悪いですか？」


    『悪いに決まってんだろ！　てめえ、二十七年も生きていて何やってたんだよ！』


    　凄すごい剣けん幕まくで怒られた。


    「なっ！　そんなの兄さんに関係ないじゃないですか。だいたい童貞の何が悪いんです？」


    『いいか、良二。人間ってのは放っておくと、どんどん自分勝手になって、他人の気持ちを考えなくなる愚かな生き物なんだよ。だから神様は男と女に分けた。女は男にとって向こう岸の存在だ。頭で理解できる存在じゃねえ。そんな異物にモテるためには、何が必要だと思う？』


    「ええと、……イケメンとか、お金があるとか、スポーツができるとかですか？」


    『アホか、てめえ。なんだ、その小学生みたいな価値観は。そんなんだからいつまで経っても童貞なんだよ。いいか、モテるのに必要な要素はたった二つ。「客観的に自分を見ること」と、「相手の気持ちを考えられること」だ。この二つがあれば、自分の言動が相手にどんな印象を与えているか、何をどうやったら相手を気持ちよくできるかもわかるはずだ。不快な相手に股またを開く女はいねえ。そして身の程を知れば、イケメン好きの女に、イケメンでもねえのに口説きにかかるような不幸なバッティングもなくなる。だが童貞ってのは、その努力を放棄した結果だ。「童貞に性善おらず」ってな。人間的に未熟な結果が童貞で、未熟なまま妥協したのが童貞だ。その証拠にてめえ、俺を馬鹿みてえに握り締めているが、俺が痛がるとか思ってねえだろ？』


    「え？　あっ、ごめんなさい」


    　良りよう二じは、はっとなった。確かに今はフィギュアを力の限り強く握り締めている。誠せい一いちの言うとおり、相手の気持ちを考えることができれば、そんな酷ひどい行為はできないはずだ。


    　それ故ゆえの童貞。反論したい気持ちもあるが、自分がモテるための努力をしていないという、後ろめたい自覚もあった。


    『とりあえず逃げも隠れもしねえから、ベッドの上に置け。おまえのせいで乱れた服ひとつ、整えられねえじゃないか。ほら、手が邪魔だ』


    　誠一に指摘され、良二は慌ててフィギュアから手を離す。


    「あーっ！　どうして人形を手放したりするんですかぁあああっ！」


    　誠一とのやりとりを知らない神かん奈なの叫び。


    　良二は意識が落ちる間際、誠一にしてやられたことを理解した──。


    



    [image: ]


    



    「俺、再び参上」


    　村むら埜の誠一が再び、良二の肉体を借りて顕けん現げんする。見た目は良二そのものなのに、自信に満ちた面つら構えや、威圧的な雰ふん囲い気きが、良二とのわずかな違いを演出する。


    「いったい、どうやって手を離すよう仕向けたのです？」


    　神奈は身構えながら問う。それは警戒心というよりは動揺に近かった。誠一の姿を見た途端、子宮の奥がキュッと反応したのだ。


    「大したことじゃねえよ。適当なことを言って、良心を揺さぶってみただけさ。しかし、あいつ、もうすぐ三十にもなろうってのに、あんなんじゃ、将来が心配だぜ」


    「心配ならば、いたずらに村埜先生の人生を狂わせるようなことはしないでください！」


    「ああ、わかってるよ。たった一人の可愛かわいい弟なんだ。俺はクズのまま人生を終わっちまったが、良二には幸せになってほしい」


    　神かん奈なは反応に困った。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで嵐のようなイメージの誠せい一いち。しかし、その口からは出たのは、弟を思いやる優しい兄の言葉だった。


    　胸がきゅんとなる。


    　ギャップ萌もえ。猛たけ々だけしい雄おすが見せた意外な一面。


    「だ、だったら、いたずらに女性に手を出さないでください」


    　不ふ貞て腐くされたように、そっぽを向く。すぐさまそんな反応をとった自分を恥じた。まるで、嫉しつ妬とした恋人のような仕草だ。


    　そんな神奈の唇くちびるに、誠一の唇が押しつけられる。優しいキスだ。


    「なっ、なっ！」


    　神奈は激しく動揺する。「嫉妬した恋人」という単語が脳裏を横切った瞬間のキス。こちらの心を揺さぶる絶妙のタイミングだ。


    「俺とのセックスは気持ちよかっただろう？」


    　低く、濃厚な雄の匂いをもった声。耳に届くというよりは、直接子宮に響いてくる感じ。


    「し、知りません！　そんなの」


    　誤ご魔ま化かしたものの、体は先ほどの快楽を敏感に思い出している。肌が期待に震ふるえた。


    「俺は自分のセックスに絶対の自信を持っている。俺が抱いた相手は絶対に幸せになる。いいセックスだったと満足する。心体ともにリフレッシュさせて、生きる力を与えるんだ。恋愛は駆け引きだが、セックスはヒーリングだ」


    　自信を持った有無を言わせぬ気迫に、理性よりも本能のほうが納得してしまう。否定しようにも、自分がそうであった事実があるだけに、言葉に窮きゆうした。


    「どうでもいいが、シャワーでも浴びてきたらどうだ？」


    「そ、そうします。誰かさんのせいでたくさん汗をかいたので」


    　そんな嫌みを言って、立ち上がるのが精一杯だった。二人っきりはやばい。始終、ペースを握られている。


    （修行が足りないわ。悪霊の類たぐいに口説かれてしまうなんて）


    　神奈は自分の不徳を悔やんだ。幼い頃から霊力に恵まれていた神奈は、いずれ姉のような立派な霊媒師になるためにと、修行に明け暮れる毎日を送っていた。学校帰りや休日に友人と過ごすこともほとんどなく、ひたすら優秀な姉を志して──。


    　けれども、無様にも悪霊に口説き落とされてしまった。共学ではあるが、男との接触も最小限にしていたため、ほとんど男性に免疫がない状態だったのを逆手にとられたのだ。これほど口惜しいことはない。


    　神奈は汚れた服を洗濯カゴに放り込み、浴室へと足を踏み入れた。肌にべっとりとついた汗が、いまだに誠一の感触を思い出させてくれる。


    （いけないわ、神奈。気をしっかり持つのよ）


    　神かん奈なは精神集中をするように、目を閉じて自分を戒めた。


    「ボディソープはこれでいいのか？」


    「あ、はい。そっちのピンクのが私の──、って、なんであなたがいるのです!?」


    　浴室にはいつの間にか、誠せい一いちが入ってきていた。


    「俺がヤリ逃げするような男に見えるのかよ。事後のシャワーまでしっかりケアしての、ヒーリングセックスだ」


    「誰も頼んでなんかいません！」


    「当たり前だ。こういうのは頼まれてやるもんじゃない。真心だ」


    「下心の間違いでしょう！」


    　神奈は体を隠すように、誠一に対して背中を向けた。


    「おいおい、今さら恥ずかしがるなよ。もう裸はじっくり見てんだ。隠しても意味ないだろ？」


    　そのように言われると、不思議と覚悟が決まった。恥ずかしい気持ちは残っているが、確かに今さら隠すようなものではない。


    「きゃっ！」


    　緊張を解といた隙を狙ねらって、誠一が後ろから抱きついてきた。がっしりとした男の体たい躯くに抱き締められ、不思議な安心感に包み込まれる。


    　次の瞬間、大量のボディソープにまみれた腕が、縦じゆう横おう無む尽じんに神奈の肌の上を動き回ってきた。素早く力強い動き。それでいて肌にかかる圧力は絶妙で、見る見るうちに神奈の全身が泡まみれになる。


    　それに合わせて、肌を刺激する指の感触が変化する。固いごつごつした指の感覚が朧おぼろ気げになり、軟体動物のような、やわらかく重量のあるものに変わる。


    「な、なに、これぇ～！」


    　神奈は甘い嬌きよう声せいを漏もらした。全身を忙せわしなく動き回る指は、それこそ何十、何百にも増えたように思え、その動きは指の一本一本が異なる刺激をもたらし、まるで様々な種類の動物の舌で舐なめられたような感じなのだ。


    　神奈が今感じている快感はまさに、無数の生き物に全身をくまなくペロペロされているに等しかった。


    「だ、だめ……！　……はぁ、ううんっ、……ああん！」


    　神奈の口から、喘あえぎ声が次々に零れ落ちる。


    （ああ、私、すごくエッチな声を出している。なんて、いやらしいの）


    　甘い声は浴室で反響し、幾重にも重なって卑ひ猥わいな空間を作り上げていた。まるで自分の痴ち態たいを撮ったビデオを再生しているなかで、いやらしい行為をするかのように、神奈の羞しゆう恥ち心しんを刺激し、背徳的な興奮へと変化させていく。


    　誠一の指使いは巧たくみだった。神奈の気持ちがわかるかのように、快感がほしいスポットを次々に刺激し、性的興奮を高めていく。あっという間に固くなった乳首と濡ぬれ濡れになった秘部を、無数の舌で責められるような刺激で執しつ拗ようなまでにこねくり回す。


    「それ……気持ちいいいいっ!!」


    　上気して仰のけ反ぞった神かん奈なの一番敏感な部分を、今度は叩たたくようなリズムで、誠せい一いちの指が刺激してくる。


    「だめっ！　ああっ、もう、イッちゃうぅううう!!」


    　ついさっきまで処女だったにも拘かかわらず、今まで経験したことのない絶技に、神奈はあっさりと絶頂を迎えた。


    　しかし、誠一の動きは止まらない。


    「そ、そんな。やだぁ、……あはぁん、また……くるぅ！　また来ちゃう！　また──イクぅううううううッ!!」


    　意識が飛んでいきそうな絶頂に、身を固くして堪え忍ぶ。長い長い、そして深いエクスタシーだった。


    「はぁ、はぁ、……うぅん、……はぁあん～」


    　強烈な絶頂に脳みそがとろけそうになっていた。荒い息が、どこか遠くで聞こえてくる。


    （なんだろ？　気持ちよかったけど、まだ、何か物足りない）


    　快楽の残ざん滓しに身を震ふるわせながら、なぜか神奈はそんなことを思った。体の奥底が、かえって疼うずいている。


    「神奈。浴槽の縁に手をついて、尻しりをこっちに向けろ」


    　低く力強い雄おすの声が、浴室に反響する。


    　ああ、そうだ。自分が欲しかったのは、これなんだ。


    　理性でも本能でもない。


    　──子宮が全力で感じたがっているんだ！


    「早く、入れてください」


    　浴槽の縁に手をついた神奈は、自ら尻を振るようにして懇願した。


    　次に、体の中を満たすように男性の部分が入ってくる。動くたびに、股こ間かんから脳のう髄ずいまでを一本の快楽の電流が貫いていく。


    　とろっとろにだらしない表情のまま、喉が嗄かれるほどに嬌きよう声せいをあげる。快楽で頭が馬鹿になっていた。もう、おちんちんのこと以外、何も考えられない。


    「ああんっ！　もうっ、だめぇええええええええっ！」


    　神奈は三度、絶頂の波に体を震わせた。

  


  
    



    　　　第四話　その兄貴、凶暴なクズにつき


    



    　良りよう二じはいつものように覇は気きのない様子で、聖せい実じつ館かん高校の正門を通り過ぎた。


    　唯一いつもと違うのは、その左手。そこには誠せい一いちの魂たましいが宿ったフィギュアが握られている。さすがにオタクでもない良二にとって、フィギュアを握ったまま登校するのには抵抗があった。故ゆえに今は、白い包帯で左手ごとぐるぐる巻きにして、その姿を覆おおい隠している。


    『おい、良二。いい加減、これを取ってくれよ。なんにも見えなくて、クソつまんねえんだよ』


    　包帯の下、フィギュアがもぞもぞと動いて抗議の声をあげる。


    「我慢してください。生徒たちに僕がフィギュアを持っているなんて、悟られるわけにはいかないんです」


    「ねえ、見た？　村むら埜ののやつ」


    　そんな二人の耳に女子生徒たちの囁ささやき声が聞こえてくる。


    「なに、あの左手。なんか棒状のモノ持ってて、凄すごくヤバいんだけど」


    「っていうか、あれ、フィギュアじゃない？　なんか形状とかシルエットとか」


    「あ～、そう言われてみれば」


    「ほら、村埜が美少女フィギュア持って、学校に来ているらしいよ」


    「え？　前からそうじゃなかった？」


    　そして、くすくすと笑う声。


    『……速攻でバレてんじゃねえか』


    「う、うるさいですね。別に僕がどう思われようといいんですよ。生徒たちさえ守ることができれば。……それなのに昨晩は、鷲わし宮みやさんにあんな最低の行為を──。ううっ！」


    『なんだ、泣くほどうれしいのかよ』


    「後悔してんですよ！　これがうれしがっている顔に見えますか？」


    『だから、この包帯が邪魔で見えねえって』


    「もう、決して兄さんを手放したりはしませんから！」


    　良二が右手を握り締めて宣言する。と、そのときだ。


    「お～い、そこ危ねえぞ！」


    　声に反応して振り向いた良二の脳天を、朝練していたサッカー部のボールが直撃する。


    「うがっ！」


    　良二はそのまま大きく弾き飛ばされ、地面の上に仰向けに倒れた。


    「お～い、大丈夫か？　って、村埜か」


    「村埜なら、問題ねえな」


    　サッカー部の連中は、謝りもせずボールを持って去っていった。


    「ふふっ。どうです、兄さん。こんなよくあるトラブルが起きても、僕は兄さんを手放しませんでしたよ」


    　良りよう二じはゆっくりと起き上がりながら、自慢げに言った。


    『何が起こったかだいたい想像はついたが、そんなよくあるトラブルか？』


    　と、そんな良二の前に、今度はランニング中のラグビー部が突進してきた。


    「そこの邪魔だ！　どけぇええっ！」


    「うごっ！」


    　良二は列車のごとく突進してきたラグビー部の群に弾き飛ばされ、再び地面の上に転がる。


    「今、何かはね飛ばしたぞ！」


    「安心しろ！　村むら埜のだ！」


    「なら、問題ない！」


    　ラグビー部の面々は、良二に謝罪することもなく走り去ってしまった。


    



    「ふふっ。どうですか、兄さん。僕がどれだけ本気かわかりましたか？」


    　良二は職員室へと続く廊下を、ふらふらになりながら歩いていた。


    『おう。おまえの板についた不幸っぷり、見事だったぜ』


    　包帯から顔を出した誠せい一いちが、親指をぐっと突き出してきた。


    「っていうか、兄さん。なんで顔出してんですか!?」


    『サッカーボールとラグビー部のお陰で、包帯が取れてきたみたいだな』


    「おはよう、村埜先生！」


    　と、そこへ夜よ桜ざくら静しず流るがやってきた。良二は反射的にフィギュアを背中に隠す。


    「よ、夜桜先生」


    　彼女の姿を見た途端、良二の心を甘い幸福感が満たしていく。多少の不幸は、すぐさま幸福のオーラに飲み込まれていった。


    　静流は隣に並ぶと、昨日のニュースの話題など、なんでもないことを話しかけてくる。


    「うん？　あれ？　その左手……」


    　ややあって、静流が遅ればせながら、良二の左手に巻かれた包帯に気づいた。


    「包帯。怪け我がしてるの？」


    「ち、違いますよ」


    　良二は静流の視線から逃がれるように、左手を──そこに握られているフィギュアを隠す。


    「どうして隠すの？　いいから、見せて」


    「なんでもないです。気にしないでください」


    「見せて。村埜先生」


    　なんとか左手を見ようとする静流とそれを隠そうとする良二。そのやりとりは端から見れば、ダンスを踊っているかのようでもあった。


    「こほん。あなたたち、朝っぱらから何をいちゃついているのですか？」


    　冷めた声が投げかけられる。いつの間にか廊下に校長が立っていて、蔑さげすむような視線を二人に浴びせていた。


    「「い、いちゃついてなんかいません！」」


    　良りよう二じと静しず流る、二人の声が重なった。耳まで真っ赤になった二人は、互いの距離が近いことに気づくと、半歩ばかり足を動かして距離をとる。


    「ときに村むら埜の先生。その左手に持っている物はなんでしょうか？」


    　良二はぎくりとなった。ほかのことに気を取られていたせいで、フィギュアを隠すことを失念していた。遅ればせながら、慌ててそれを後ろに隠す。


    「見苦しい真ま似ねはおよしなさい！　子供じゃないんですから！　やましい気持ちがないのなら、それを私に見せた上で、学校に持ってきた理由を説明しなさい！」


    　ぴしゃりと叱しかられ、良二はしぶしぶながら、フィギュアを校長に見せた。


    　隣の静流が息を呑のむのがわかる。消え去りたい気分だ。


    「だいたい、よくそんな汚らわしい物を買おうという気になりますね。それは女性を人形のように扱いたいというゲスな劣情の表れであり、占有所有したいという独占欲の表れであり、女性に人格は必要ないという差別心の表れでもあるのですよ。──でもまあ、女性に縁のない惨みじめな村埜先生のことです。いつかは、こういう日が来ることはわかっていましたが……」


    「ちょっと待ってください。村埜先生は決して、女性を物みたいに扱ったりするような人ではありません！」


    　静流が憤いきどおりながら反論する。


    「しかし、そのような人形を学校に持ってきたのは事実です」


    　ピシャリと言い放たれた科白せりふに、静流は勢いを失った。何事か言い返そうとしているようだが、言葉が出てこないみたいだ。


    「ときに村埜先生。その包帯はなんでしょうか？　もしや、その人形を隠そうとしていたのですか？」


    　校長が冷水を浴びせるような声で尋たずねてきた。図星を指され、良二は軽いパニックに陥る。うまく言葉が出てこない。


    　校長はわざとらしく大きなため息を吐つくと、


    「なんとまぁ、情けのない。やましい気持ちがなければ、堂々としていればいいでしょう。私も鬼ではありません。犯罪予備軍のあなたに人形を持ってくるなとは言いません。あなたの劣情が、その人形に向かっているうちは、生徒たちも安全でしょうから」


    『いいか、良二。絶対にそんなことはするなよ。イカ臭くなるのはごめんだからな』


    　誠せい一いちが心底嫌そうな顔で言う。


    「し、しませんよ！」


    　誠せい一いちの科白せりふに思わず突っ込みを入れた良りよう二じを、校長が怪け訝げんな目で睨にらみつけてきた。ややあって、ふぅと視線を緩ゆるめる。


    「まぁ、いいでしょう。とにかく人形を隠いん蔽ぺいするような下げ賤せんな真ま似ねはおよしなさい。かえって卑ひ猥わいなモノとして印象づけてしまいます。わかりましたね？」


    「……はい。すみません」


    　良二は素直に頷うなずくしかなった。


    「夜よ桜ざくら先生もお優しいのはわかりますが、こんな汚らわしい犯罪者予備軍を擁よう護ごするような言動は控えてください。同列に見られますよ」


    　校長は吐き捨てるように言って、その場を後にした。


    「すみません。夜桜先生。僕のせいで……」


    「ううん、いいよ。ごめんね。ちょっと考え事したいから、私もう行くね」


    　静しず流るは気落ちしたように力なく呟つぶやくと、消え去るように去っていった。


    「ううっ、最悪だぁ！　夜桜先生に、フィギュアを学校に持ってくるような男だと誤解されてしまったぁああっ！」


    『誤解じゃねえじゃん』


    　突っ込みを入れる誠一に、良二は血の涙を流すような勢いで抗議する。


    「それもこれも兄さんのせいですよ！　兄さんが悪いんだ！　僕なんかに取り憑つかず、さっさと成仏していれば！」


    『良二。おまえ、あの夜桜って女教師に惚ほれてんだな？』


    　良二の顔から表情が掻かき消える。ややあって、だらだらと汗が流れはじめた。


    「な、ななななななんのことですか？　僕が夜桜先生を!?　ははっ、まさか、なんの冗談です？　いや、彼女は素敵な女性ですよ。でもだからって、そんな感情は抱いだいていないですよ。いやだなぁ～、兄さんは。あっはっは」


    『おまえ、なに小学生みたいなリアクションしてんだよ』


    「小学生？　僕が？　ははっ、もう兄さんが何を言ってるか全然わかりませんよ」


    『じゃあ、あの女。今度抱いていいか？』


    「なぁあああんんでぇええええすぅううてぇえええええええッ!!」


    　刹せつ那な、良二の顔が悪鬼の如き形相に変化する。髪が逆立ち、陽かげ炎ろうのように揺らめいた。


    『わ、悪かったよ、良二。おまえもそんな怖い顔ができるんだな』


    　誠一が宥なだめるように言った。


    『とりあえず、おまえはあの女が好き、それでいいか？』


    「だから、僕は一言も。いや、夜桜先生は素敵な人ですよ。でもだからと言って──」


    『めんどくさいな、おまえ』


    　キョドって否定しようとする良りよう二じに、誠せい一いちは呆あきれた声を浴びせる。


    『どうでもいいがな、良二。あの女だけはやめておけ』


    「な、なんでですか？」


    　良二が不満半分、好奇心が半分といった表情で尋たずねる。


    『たくさんの女を見てきた俺の勘だ。あの女は史上最悪の性格をしている』


    「な!?　馬鹿なことを言わないでください！　夜よ桜ざくら先生はとても優しい素敵な女性なんです！　彼女のどこか史上最悪だと言うんです!?」


    『良二。断言してもいいが、あの女は──「絶対に浮気を許さないタイプ」だ』


    「………………は？」


    　誠一の科白せりふに、良二はぽかんとなった。浮気を許さない？　そんなの、普通じゃないか。


    『おまえ今、そんなの普通だと思っただろう？　これだから恋愛レベル小学生の童貞野郎は。いいか、よく聞けよ、良二。世の中には浮気しても尽くしてくれる優しい女も多いんだ。浮気を許さない女と付き合うことは、人生の牢ろう獄ごくに入ったも同じだぞ。人間は水がなければ生きてはいけないが、水責めってのは立派な拷ごう問もんなんだ』


    「よくはわかりませんが、要は浮気しなければいいんでしょう？　僕は浮気なんてしません」


    『おまえの場合はできないだけだろ？』


    「できないんじゃなくて、しないんです」


    『どっかのアラサー独身女みたいな科白を吐くなよ』


    「浮気がどうしたんですか？」


    　突如、鈴が鳴るような声が割って入ってきた。


    「わっ！　燕子花かきつばた先生！」


    「村むら埜の先生、おはようございます。あれ？　そのお人形さん。きゃあ、可愛かわいいですねぇ。美少女フィギュアってやつですよね？」


    　撫なで子こがはしゃいだようにフィギュアに興味を向ける。そのついでに良二の左手に自然な動作で触れてきた。


    「あ、あの、燕子花先生！　ち、近いです！」


    　良二は悲鳴のような声をあげる。


    「あ、ごめんなさい。嫌……ですよね？」


    　撫子はシュンとして呟つぶやいた。


    「え？　いや、そういうわけじゃ。あはははは」


    　と、そこで疑うようにじっと良二を見つめる誠一と目が合った。


    「い、今のは浮気じゃないですよ！」


    　良二は慌てて弁明する。


    「浮気ってなんですか？」


    「あ、いえ、こっちの話です」


    「村むら埜の先生。浮気しちゃ駄目ですよ」


    　撫なで子こが良りよう二じの眼下で、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を、いっぱいに浮かべて忠告してきた。怒るでもなく、嫌悪の表情を見せるでもなく、笑顔で言ってきたことに、どことなく淫いん靡びなものを感じてしまった。


    「それじゃ、村埜先生」


    　撫子は元気一杯に手を振って、廊下の向こうに消えていった。


    「今の浮気じゃないですからね。燕子花かきつばた先生が僕に一方的に好意を抱いだいているだけで」


    　良二は小声で弁明を試みる。


    『おまえさ、あの女がおまえに好意を抱いているとか、本気で思ってるのかよ？』


    「わ、悪いですか？」


    『あれは商売女が客に金を貢がせるときに使う、思わせぶりなテクニックってやつだ。無趣味なおまえが金を貯め込んでいるのを知って、狙ねらっているのかもしれねえぞ。あの気配、明らかに裏社会の人間のものだ』


    「なに言ってんですか、兄さん。燕子花先生が、そんな悪人なわけないじゃないですか。あはははは」


    　誠せい一いちは何か言おうとして、代わりに大きなため息を吐ついた。


    『おまえが今まで童貞だった理由がよくわかるぜ』


    



    「ねえ、聞いた？　村埜の話」


    「なんか、フィギュア持って授業しているらしいよ」


    「しかも授業中もなんか話しかけているんだって」


    「なに、いわゆる『嫁』ってやつ？　きも～い！」


    　校長に包帯で隠すことを禁じられたため、良二は『誠一』を握り締めたまま、授業を行っていた。その珍妙な姿は瞬またたく間に生徒たちの間を駆け巡り、侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようの混じった話題となって、いたるところで花を咲かせている。


    「ううっ、僕はなんて惨みじめなんだ」


    　日頃から生徒たちに見下されていることは自覚していたが、やはり露骨な嘲笑は心にくるものがある。良二は家に帰りたい気持ちになった。


    　午後の授業は、半数以上が授業をボイコットしているという普通科のＥクラスだ。


    　聖せい実じつ館かん高校の特進科のＳクラスは県でもトップレベルの学力を誇るが、普通科や美術科のレベルは低く、偏差値平均とされる五十を下回る生徒も多数いる。無論、授業に熱心な生徒もいるにはいるが、ほとんどのクラスでサボりが横行していた。


    「あはははは、マジでフィギュア持っているよ」


    「村むら埜のちゃん、似合ってるよ」


    　良りよう二じが教室に入るや、生徒たちのヤジが飛んできた。


    　真ま面じ目めな性格の良二は、こういった手合いに、どう対処してよいかわからない。愛想笑いを浮かべて、通常どおり授業を開始する。


    　授業を聞いているのは、前の半分程度。後ろのほうではスマホをいじっていたり、携帯ゲームをやったり、麻雀をやったり、おしゃべりに花を咲かせたりと自由気ままだ。


    『しかし、最近の学生ってのは甘えてんなぁ。自分の意思で進学した分際で、授業サボんなよ』


    「意外です。兄さんなら、つまんねえ授業なんて受けてられるか、って言って真っ先にサボりそうなのに」


    『おうよ。だから俺は最初から高校に行く気はなかった。おまえは知らないだろうけど、中学んときは年少に入れられるまで、無遅刻無欠席だったんだぜ。上級生に呼び出されたときも、休み時間内にぶちのめして、授業に遅れることはなかった』


    「……最後の一文がなければ、普通に真面目な生徒に聞こえるんですけどねぇ」


    『闇金の回収やってた時期があるから言えることだが、高校んときから自じ堕だ落らく的な奴は、マジ悲惨な人生送るぜ。少しは注意してやったらどうだ？　先生なんだろ？』


    　人間の裏の部分に詳しい誠せい一いちの言葉は、どこか重い響きがあった。良二は苦笑いを浮かべて答える。


    「彼らも彼らなりに何が大切か取しゆ捨しや選せん択たくしているんですよ。テスト前にはノートを借りたりして真面目に勉強するんで、そこまで心配はいらないと思います」


    『びびってるだけじゃねえのか？』


    「まぁ、そこは否定しませんが」


    　良二はそのように答えたが、本心は違った。おそらく威圧的に授業を受けるように言っても、逆効果になるだけだろうと考えてのことだ。


    　この年頃はプライドが高い時期でもある。大勢の前で注意するのは相手に恥をかかせるだけの愚行だろう。


    　大事なのは相手がやる気を出したときに、きちんと手を差し伸べること。それまでは少しでも授業に興味を持ってもらえるよう、内容に工夫を凝らすべきだ。


    『ふぅん、単にびびっているわけじゃねえみてえだな』


    　誠一がどこか納得したような表情で呟つぶやいた。


    「先生、質問があるんですけど」


    　そのときだ。いつもは授業に参加しない生徒の一人である、龍りゆうヶが峰みね達たつ也やが手を挙げてきた。


    「は、はい。なんでしょう？」


    　良二は内心で心が躍った。達也が授業に興味をもったことなど、今まで一度もない。


    「先生は、その美少女フィギュアでエロいことしたんですか？」


    　その質問に、どっと笑いが漏もれる。良りよう二じもつられて乾いた笑いを漏もらした。達たつ也やに勉強を教える日がくるなど、遥か遠い夢かもしれない。


    「どうなんですかぁ、先生。答えろよ！」


    「いえ、これはそういうのに使うんじゃないんですよ」


    　良二はおどおどした態度で答えた。


    「じゃあ、何に使うんだよ！」


    「やだ、なんかマジにキモい!!」


    　そこで再び爆笑が起こった。


    「先生、ちょっとそのフィギュア貸してくれよ」


    　へらへら笑いながら、達也が近づいてくる。


    「いえ、これは大事なモノなんです。渡すわけにはいきません」


    「いいから貸せよ。村むら埜ののくせになに断ってんだよ」


    「駄目です！　これを渡したら大変なことになるんです！」


    　良二はフィギュアを後ろに隠して頑かたくなに拒絶した。


    「あっれ～、達也。おまえ、なに村埜相手に断られてんだよ」


    「おいおい、だせーぞ」


    　周囲から、からかうようなヤジが飛ぶ。


    「うっせーよ」


    　余裕ぶった返事を返すものの、明らかに達也の表情には焦あせりと憤いきどおりの色が浮かんでいた。見下している相手に拒否される。プライドを傷つけられたのだ。


    「おい、村埜。てめえ、自分の立場わかってんのかよ？　ああっ!?　さっさと貸せよ」


    「だから、駄目なんですよぉ～」


    「へへっ、もーらいっと」


    　次の瞬間、隠れるようにして良二の後ろに回り込んでいた金髪の生徒が、良二の手からフィギュアを奪い取った。


    「村埜ちゃんの愛しの彼女をＮＴＲしちゃいました。俺って鬼畜ぅう！　──あれ？」


    　はしゃいでいた金髪は、いつの間にか自分の手からフィギュアが消えていることに気づき、素すっ頓とん狂きような声をあげた──。
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    「俺、参上」


    　誠せい一いちは眼鏡めがねを外して髪を掻かきあげると、コキコキと首を鳴らした。


    　猛たけ々だけしく変化した雰ふん囲い気きはまるで良二とは別人なのだが、その可能性を露つゆほども知らない生徒たちは、良りよう二じと誠せい一いちが入れ替わったことにまったく気づかない。


    「おい、おまえら」


    　誠一は乱雑に教科書を机に叩たたきつけながら、皆の注目を集める。


    「残りの授業は自習だ。そうだな、八十ページまで終わらしとけよ。解らないところは解りそうな奴に聞け。それでも解らなかったら、明日の俺に聞くんだな。以上」


    　誠一はやるべきことはやったという感じで、スタスタと教室を後にしようとする。


    「待てよ！」


    　そんな誠一の背中に、達たつ也やが憤いきどおった声を投げかける。


    　誠一はそれを完全に無視した。


    「待てって言ってるだろ！」


    　憤ふん慨がいした達也は、誠一の肩を掴つかもうとして、盛大にすっ転んだ。ガタガタと机を体で押し動かし、周囲の女生徒が悲鳴をあげる。


    　達也は何がなんだか分からなかった。どうして自分が床に倒れているのか。しかし、直感で理解したことがある。


    　──こいつ、俺に何かしやがった！


    「てめえ、村むら埜の。俺に暴力を振るいやがったな！　体罰だぞ、クソ教師！」


    「おいおい、勝手にすっ転んでおいて、人様のせいにするんじゃねえ。運動不足で足腰が弱ってただけじゃねえのか」


    　明らかに見下した態度に、達也は一気に頭に血が昇る。村埜の分際で！


    　達也は跳ねるように立ち上がると、誠一の胸ぐらを掴みあげる。


    「村埜、てめ──」


    「放せよ」


    　静かで、それでいて底冷えするような声だった。ぞわぞわとした得体の知れないモノが神経を駆け上がっていき、凍こごえるような何かが、胃袋を根こそぎ持っていったかのような、不気味で底知れぬ恐怖を与えてきた。


    　まるで蟻ありと戦車のような、格の違いをまざまざと見せつけられた感じだ。


    「あ……、う」


    　呻うめきとも悲鳴とも聞こえる声を漏もらして、達也は萎い縮しゆくする。力が抜けるように、掴んでいた胸ぐらを放した。


    「え？　達也びびってんの？」


    「達也くん、それないわー」


    　達也の友人たちが、腹を抱かかえて笑い転げる。彼らが誠一の持つ威圧感を感じるには、距離が離れすぎていた。


    （くそ！　俺は何やってんだよ。村埜にビビるなんて、あり得ねえ！）


    　その瞬間、達たつ也やの中で恐怖よりも羞しゆう恥ち心しんのほうが上回った。


    「ふざけんな！　村むら埜ののくせに！」


    　再び、誠せい一いちの胸ぐらを掴もうとする。だが次の瞬間、達也は崩れるようにして床に蹲うずくまった。


    「え？　なに？」


    「どうしたの？」


    　生徒たちの心配そうな声。しかし、当の達也も自分の身に何が起こったのかよくわからない。突如として襲ってきた鳩みぞ尾おちの激痛に、ただただ蹲って堪こらえることしかできなかった。
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    「やべ、つい殴っちまったぜ」


    　蹲る達也を置いて廊下に出た誠一は、ぺろっと舌を出した。


    「まあ、周囲にはバレないように殴ったし、大丈夫だろう」


    　死角になるような位置から素早いパンチを放てば、殴ったことを周囲に気づかせないこともできる。誠一の得意とする喧けん嘩かのテクニックだ。


    「さて、なんすっかな。いい女を探しに行ってもいいが、今朝まで神かん奈なとヤッてたしなぁ」


    　目的もなく校舎をうろついていると、売店があるのが見えた。そういえば、と思い立つ。良りよう二じの肉体になってからタバコを吸っていない。


    　誠一とは当然肉体が違うのでニコチンが欲しいわけではないが、なんとなく口が寂しい気がした。久しぶりに一服するか、という気分になる。


    「おばちゃん、タバコあるか？」


    　誠一が話しかけると、売店のおばちゃんはぎょっとした表情で、学校の売店にタバコなんて置いてないと言ってきた。


    「需要はあると思うんだがな」


    　誠一は呟つぶやき、後ろを振り返った拍子に、一人の女教師と目が合った。黒髪ロングに眼鏡めがねにアホ毛、全体的に地味な雰ふん囲い気きが漂っている。


    （あれは確か──）


    「あ、村埜先生」


    　夜よ桜ざくら静しず流るが、どこかぎこちない感じで話しかけてきた。


    「ちょっとだけいいかな？　今朝のことなんだけど……」


    「おう、いいぜ」


    　誠一はほとんど考えることなく、気安く承諾する。静流は誠一のいつもと違う反応に、驚いたようだったが、話をすることを優先した。


    「なんかごめんね。その、村埜先生が美少女フィギュアを持ってきたことが、ちょっと意外で。私、勝手に村むら埜の先生のこと、オタクじゃないって決めつけて。だから、言い出せなかったんだよね？　結局はみんなの言うことが正解だったんだ、ってのがちょっとショックで。ああ、誤解しないでね。村埜先生がオタクだったってことがショックだったわけじゃないから」


    「要点がわからんな。簡潔に言え」


    「え？　そ、そうだね。まとめるとね、村埜先生は村埜先生なんだから、オタクだからって変に気にしないでいいよ、って話」


    （まあ、良りよう二じが気にしてるのは、あんたに嫌われたかもってところなんだが、どうやら大丈夫そうだな）


    「あれ？　そういえば村埜先生。この時間授業じゃなかったっけ？」


    「ああ、サボってきた」


    「サボ……!?」


    　静しず流るが心底驚いたような表情となる。だが誠せい一いちは、まったく気にしたふうもなく言葉を続けた。


    「ああ、それと。今からちょっくらコンビニまでタバコ買いに行ってくる。たぶんそのままばっくれると思うから、誰かに何か言われたら、うまく言っといてくれ」


    　誠一は片手をひらひらさせて、その場から立ち去ろうとする。


    「ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待って！」


    「うん？」


    「ばっくれるってどういうこと？　それにタバコって!?　いったい何に使うつもりなの？」


    「いや、何に使うって」誠一は鼻で笑って、「普通に吸うだけだよ。変な真ま似ねはしねえから安心しろよ」


    「吸うって誰が？」


    「俺に決まっているだろ」


    「え？　だって村埜先生、前からタバコ吸ってたっけ？」


    「ああ、中坊のときからな」


    「え？」


    「ん？」


    「中学生のときからって!?　ふ、不良じゃない!?」


    「まあ、そうかもな」


    「村埜先生、タバコは駄目だよ。肺ガンになるし、副流煙は迷惑になるし、お金もかかっちゃうんだよ！」


    　静流が真剣な表情で忠告してくる。母親みたいな奴だな、と誠一は思った。だが──。


    （まあ確かに、可愛かわいい弟の体を肺ガンにするわけにはいかねえな）


    「わかったよ。しばらく吸ってないんだ。このまま禁煙してみるさ」


    「うん！　それでこそ村むら埜の先生だよ」


    「おう。じゃあ俺は競馬にでも行ってくるから後はよろしくな」


    「ちょちょちょ、ちょっと待って!!」


    「なんだよ、さっきから」


    「村埜先生、競馬行くの？　ギャンブルするなんて初耳なんだけど？」


    「なに言ってんだ。むしろ俺の得意分野じゃねえか」


    「え？　そうなの？　結構前からやったりしてたの？」


    「ああ、小学生のころからな」


    「小学生!?　駄目じゃん！　悪ガキじゃん！　村埜先生、そんなキャラだっけ!?」


    　ふと誠せい一いちはそれに気づく。色白の肌に大きな黒いアーモンド型の瞳ひとみ。顎あごまわりはシャープで、鼻筋も通っている。


    （うん？　この女よく見ると──）


    「あんた、よく見ると結構な美人だな」


    「へ？」


    　静しず流るが壊れた機械のように、唐突に動きを止めた。ややあって、みるみる顔が赤くなり、沸ふつ騰とうしたヤカンのように、頭上から湯気が噴きだす。


    「──牟●×Ψホ▲〇¶◆▽×◎露Θδ[image: ]|ω炉ッッ!!」


    　どんな声優でも絶対に真ま似ねできないような、奇っ怪な絶叫が轟とどろいた。


    　静流は文字通り暴走した機械のようなしっちゃかめっちゃかな動きで、廊下の壁にぶち当たり、そのまま床の上を転がって、思い出したかのようにガバッと起き上がった。


    「な、何を言ってるの!?　と、とと年上の女性をからかっちゃ駄目なんだからね！　ぜんぜん、村埜先生らしくない！　き、ききもいよ！　そう、すっごくきもいよ！」


    　静流は誠一を指さしながら、真っ赤になった顔のまま捲まくし立てると、くるりと後ろを向いて、ダッシュで走り去ってしまった。
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    　放課後になっても、龍りゆうヶが峰みね達たつ也やの苛いら立だちは収まらなかった。


    　クラスメイトたちの前で、ザコの見本のような村埜にコケにされる。こんな屈くつ辱じよくがあるものか。しかも、村埜相手にビビって、腹痛を起こして倒れ込んでしまうという失態をさらしてしまった。


    　いや、実際のところ、達也はそんなふうには考えていなかった。あれは村埜に暴力を振るわれた結果だ。その証拠に、鳩みぞ尾おちには痣あざのような痕あとが残っている。


    「くそっ！」


    　一人でゲームセンターに来ていた達たつ也やは、怒りをぶつけるように乱暴にトリガーを引いて、スクリーン上の敵を打ち倒していく。


    「にゃは。ずいぶんと荒れてるじゃんか」


    　唐突に背後から、茶化すような声が投げかけられた。苛いら立だちを顔に貼り付けたまま、舌打ちをして背後を見やる。


    　途端に達也の怒りは勢いを失った。


    　小柄な体たい躯くにまだあどけなさの残る童顔。くりくりとした活発な大きな目に、八重歯がきらりと伸びている。短いスカートからすらりと伸びた足は健康そのもので、やけに眩まぶしく映った。


    



    　姫ひめ園ぞの雅みや琵び。


    　聖せい実じつ館かん高校の生徒で、見た目こそ不良っぽくはないが素行が悪く、故ゆえに不良である達也たちとは、それなりに仲が良かった。


    「達也が一人なんて珍しいじゃないか。機嫌も悪いみたいだし、喧けん嘩かでもしたのかよ？」


    　達也はほっと胸をなで下ろした。どうやら雅琵は昼間の村むら埜のとのいざこざを知らないらしい。そういえば彼女は今日も学校をサボっていた。


    「な、なんでもねえよ。そういうおまえこそ何してんだよ？」


    　クールな態度を装いながらも、達也は内心で興奮していた。雅琵と二人っきりで会ったことなど今までなかった。これはデートに誘う流れなのか？　胸がドキドキしてくる。


    「ボクは小遣い稼ぎの最中だよ」


    　雅琵が顎あごで示した先には、細身のオタクっぽい風ふう貌ぼうの男の姿。達也と目が合うと、動揺したように視線を外す。


    　途端に達也は冷水を浴びせられた気分になった。


    　雅琵の素行の悪さは主に金銭関係のモノだ。万引きした物を中古屋に売ったり、デートクラブのサクラをやったり、今みたいにオタクっぽい男とデートして、隙を見て財さい布ふの中から金を抜き取るなど、そんなことをやっている。


    　正直、雅琵がほかの男と楽しんでいる姿は、見たくなかった。


    「まだそんなエンコーみたいなことやってんのかよ？　やめとけよ。そのうち痛い目みるぜ」


    「違うぞ。エンコーなんてするかよ。ボクは乙女おとめなんだぜ。白馬の王子様が現れるまで、この体は綺き麗れいにしとくんだ。キスだってまだなんだぞ」


    （そっか、キスはまだなのか）


    　達也は心のメモ帳にそっと記録した。


    「まあ、いいや。ボクはまだ仕事なんで戻るから。それじゃあな」


    　雅琵は天てん真しん爛らん漫まんな態度で手を上げて、男のところへ戻っていった。男は雅琵を見て、気持ち悪い好色な顔を浮かべる。


    　達たつ也やは再び苛いら立だちを覚えた。かといって、彼女の邪魔をして嫌われたくはないので、悶もん々もんとした気持ちのまま地下に下り、格闘ゲームにお金を投入する。


    「ああ、くそぅ！」


    　乱入してきた相手に、ほとんどハメ技のような形で手も足も出ずにぶん殴られ、達也のストレスは極限まで達した。


    　乱暴に立ち去ろうとした際、近くにいた青年と体がぶつかる。彼が手に持っていたジュースが飛び散り、青年の服を汚した。


    「おい。何してくれてんだよ、テメー」


    「うるせーな。どけよ」


    　素直に謝るような性格の達也ではない。それ以前に今は機嫌が悪かった。


    「おいおい。最近のガキは勇ましいな、おい」


    「ひょっとして俺ら舐なめられてる？」


    　青年の隣にいた二人の男が口を出してきた。金髪にドレッドヘア。チャラチャラした感じだが、喧けん嘩か慣れした剣けん呑のんな雰ふん囲い気きがある。


    （……やべえな）


    　達也の中の冷静な部分が、危険を感じ取った。三対一。明らかに不利だ。この位置関係なら逃げきれるだろう。隙を見て逃げ出すか。そう思ったときだ。


    「あれあれ～、どうしたの？」


    　ぞろぞろと達也の周囲に人が集まってくる。その数はおよそ十。誰もが一見してチンピラだとわかる風ふう貌ぼうだ。


    　額ひたいを冷や汗が流れ落ちる。達也はもはや、自分が逃げ出せない事実を悟った。


    



    　達也はそのまま人ひと気けのない路地裏に連行されていった。人通りの中をチンピラ集団に囲まれて移動したが、誰もその中に達也がいることを不審に思わなかったようだ。同じ人種と思われていたのだろう。


    　大声を出して逃げ出せば、もしかしたらなんとかなったかもしれないが、正直なところ恐怖で体が竦すくんで、そこまで頭が働かなかった。


    「あんなに人が多いところじゃ、素直に謝ることもできねえだろ？」


    「優しいなぁ、俺たち」


    　チンピラたちがゲラゲラと笑う。単に笑っているだけなのに、その威圧感に卒そつ倒とうしそうだった。これからどんな目に遭わされるのか？　謝るだけで済むとは到底思えない。


    「おいおい、さっきまでの威勢はどうしたよぉ！」


    「びびって声も出ねえのか？　あぁん！　情けねえなぁ！」


    「な、なんだと！　この！」


    　必死に去勢を張る。だが内心では血の気が失うせる思いだった。誰か助けてほしい。そう切に願う。まさにそのときだった。


    「やっぱおまえ、俺のクラスの奴じゃねえか」


    　知った声が聞こえてきた。周囲を囲むチンピラの肩に気安く手を置いて、陽気な表情を見せてきたのは誠せい一いちだった。


    「な、なんだ、てめえは!?」


    　突然の闖ちん入にゆう者しやの出現に、チンピラたちは動揺した様子を見せる。


    「おう、気にすんなよ。邪魔するつもりはねえから」


    　誠一はへらへらと返事を返す。まったく萎い縮しゆくした雰ふん囲い気きはなかった。


    「村むら埜の。なんで、テメエがこんなところにいんだよ!?」


    「競馬の帰りだよ。そしたら知った顔が青ざめた顔で歩いてるじゃねえか。しかもその周囲にはニヤケ面づらをさらしたチンピラども。こりゃ、アレだな、と思って茶化しにきたんだ。何やったか知らねえが、いい社会勉強になるだろう。しっかり娑しや婆ばのルールを教えてもらえよ。じゃあな」


    「なっ！　ちょっと待てよ！」


    　達たつ也やは焦あせった。無論、キモオタの村埜に何ができると期待したわけではなかったが、まさか堂々と見捨てていくとは夢にも思わなかった。


    「テメエ、村埜！　生徒がヤバい目に遭ってんだろ!?　見捨てて行くのかよ！　それでも教師か？　このクズ野郎!!」


    「クズで上等」


    「──なっ!?」


    「そっちこそ、都合のいいときだけ生せい徒と面づらすんじゃねえぞ。そうびびんなよ。見た感じ命まではとられりゃしねえよ。だったら、単なる日常だろ？　しっかり勉強してこい」


    　達也は返答に窮きゆうした。低く臓ぞう腑ふに響くような声には、どこか真実を突くような重みがある。一瞬、「死なないなら、まあいいか」と本気で思ってしまった自分がいた。


    「あんた教師なんだってなぁ？」


    「生徒を置いて逃げるなんて、教師の風上にも置けないんちゃう？」


    　立ち去ろうとする誠一の行く手を遮さえぎるように、チンピラたちが立ち並んだ。


    　誠一は面倒臭そうに息を吐くと、チンピラたちをぐるりと見回し、黒ジャケットの男に話しかける。


    「おい、テメエがリーダーなんだろ？　無駄に手を広げるのは二流のやることだぜ。俺は邪魔する気はねえんだ」


    　誠一の科白せりふに、チンピラたちが軽くざわめいた。


    「おい、誰か鍋なべ島しまさんがリーダーって話したか？」


    「なんで知ってんだよ」


    「前に会ったことあるのか」


    　そんな怪け訝げんに思う呟つぶやきが漏もれ聞こえる。


    　黒ジャケットの男も、怪訝そうに仲間の顔を見回していたが、やがて不敵な笑みを誠せい一いちに返した。


    「うす気味の悪い奴だな。だが、そんなハッタリで俺ら『アイアンスチーム』から逃げられると思うなよ」


    「逃がす気なしか。大変だな、おまえらも。トップがこんなに馬鹿じゃ、身が持たないだろう」


    「なんだと、おらっ！」


    「テメエ！　自分の立場わかってんのか!?　ボコるだけじゃ済まねえぞ！」


    「キャンキャンと馬鹿犬みてえにうるせえな。ブルってないでかかってきたらどうだ？　テメエらは口だけかよ」


    　挑発されたチンピラの顔が怒りで引き攣つった。弾かれたように誠一に殴りかかる。


    「お望み通りぶん殴って──」


    「オラッ!!」


    　チンピラの声を誠一の咆ほう哮こうが掻かき消す。と同時に、チンピラはその場で風車みたいに回転すると、頭から地面に突き刺さった。


    「──────ッ!?」


    　誰もが言葉を失った。信じられないものでも見たように、目を見開いたまま硬直する。


    　達たつ也やもその一人だった。右手を振り切った今の誠一の格好から、誠一がチンピラをぶん殴ったのだと想像はつく。


    　だがあまりにも速すぎて、その動きは見えなかったし、何より人間が風車みたいにくるくる回るなど、あまりにも現実感がなかった。


    「自慢の三回転半パンチだが、いまいち切れが悪いな。二回転半しかしなかったぜ」


    　誠一はぼやくと、次なる獲物に鋭い視線を送る。


    「え？　ちょっ、待──」


    「オラッ！」


    　誠一は問答無用で、スキンヘッドのチンピラをぶん殴った。同じようにくるくると回転して地面に突き刺さる。そして誠一は次々に拳こぶしを振るい、あっという間にチンピラたちを壊滅させた。


    （な、なんだよ、これ？　強ええなんてもんじゃねえ。ば、バケモンだ！）


    「さてと……」


    　気絶するチンピラたちの財さい布ふからきっちり金を奪い取った誠一が、ゆっくりとこちらに近づいてくる。達也は波のように襲ってくる戦せん慄りつに打ち震ふるえていた。


    　今ならばよくわかる。いや、どうして今まで気づかなかったのだろう。


    　絶対の強者が持つ威圧的なオーラ、直に魂たましいを握りつぶすかのような圧倒的な凄すごみ、濃厚な裏社会の気配。すべてにおいて人間としての格が違う。


    　そして何より凄すさまじいのは、その悪鬼の如き喧けん嘩かの強さ。


    　全身が震ふるえる。胸が熱くなる。こんな存在が身近にいたなんて──。


    （村むら埜の。実はこんな凄い奴だったのか!?）


    「なあ、テメエはなんで学校に行けているかわかってるか？」


    「え？　あ？　学校にですか？　え～と、受験に受かったからですか？」


    　無意識に敬語になってしまっていた。


    「ちげーよ、馬鹿」


    「す、すいません」


    「おまえの親と国とが、金を払ってくれているからだ。この世にタダはねえ。自分で稼いだ金を自分のために使うのは普通のことだ。だがな、自分で稼いだ金を他人のために使うのは、並のことじゃねえ。いいか？　おまえはその金で学校に来てんだよ。一人で生きてる気になっているうちは馬鹿と一緒だぜ。金の重みも知らず、親の気持ちも知らず、好き勝手やってる奴は、どんなに粋いきがっても雑ざ魚こでしかねえ。その程度の人間なんだよ」


    「……はい」


    　達たつ也やは神妙な表情で頷うなずいた。誠せい一いちの言葉には、普通の教師にはない人生の重みを感じる。


    「つーわけで金払え。いま財さい布ふに入ってるのの七割でいい」


    「え？　俺からも金とるんですか？」


    「なに聞いてたんだよ。この世にタダはねえって言ったばかりだろ？　授業料だよ。おまえがボコられて学ぶべきもんを、俺があいつらをボコって学ばせたんだ。俺のお陰で全部とられるところを七割で済むことになったんだぜ。よかったな、得したな」


    　なんとなく腑ふに落ちない達也だったが、勢いに流されるかたちで七千円支払った。


    「まあ、こんなもんか。じゃあな。これに懲こりて、無駄に喧嘩すんじゃねえぞ」


    「ま、待てよ！」


    　去りゆく誠一の背中に、達也は慌てて声をかける。


    「村埜は、そんなスゲエのに、なんで学校じゃ、キモオタみたいな振りしてんだよ？」


    「なに言ってんだよ。俺が本気だしたら、おまえらがちびりまくって授業になんねえだろ？　学校は勉強をしに行くところだぜ」


    　誠一は背中越しに答えると、右手を上げて去っていった。


    



    （な、なんなんだよ、あいつ）


    　達也の胸は興奮からバクバクと高鳴っていた。


    （生徒から金をとるなんてクズじゃねえか。しかも、最初は俺を見捨てようとしやがったし）


    　そう、あの男はクズだ。達たつ也やの理性はその事実を理解していた。だが──。


    　あの鬼神の如き強さ、裏社会の人間が持つような背徳的で危険な雰ふん囲い気きは、達也の本能を否いや応おうなしに刺激し、憧れを抱いだかせていく。


    　──クズだけど、かっこいい!!

  


  
    



    　　　第五話　クズ流の家庭訪問


    



    「はぁ、もう最悪です」


    　良りよう二じはとぼとぼと廊下を歩きながら、恨めしそうなため息を吐つく。


    　いつもだったら静しず流るが、「おはよう村むら埜の先生」と笑顔と一緒に挨あい拶さつしてくれ、朝の活力をくれるのだが、最近は違った。


    　先週フィギュアに宿った兄を学校に持ってきて以来、静流は挙きよ動どう不ふ審しんな態度で良二から距離を置くようになっていたのだ。


    『女にフラれたくらいで最悪とか、どこの中坊だよ。出会いの数だけ別れはあるんだ。次の穴に突っ込めばいいだけだろ？』


    「下品な言葉で慰なぐさめないでください！　そもそも兄さんが原因なんですからね！　兄さんがフィギュアになんか乗り移るから」


    『それは俺のせいじゃねえだろ。原因をつくったのは神かん奈なで、そもそもの要因は神奈の父親だ。そしてもっとも悪いのは、美少女フィギュアを持ってきたくらいで距離を置かれるような関係しか築けなかった、おまえだ』


    　誠せい一いちの指摘に、良二はさらに落ち込んだ。自分が不ふ甲が斐いないことは重々承知している。


    『ん？　あれ？』


    　ふと誠せい一いちが疑問の声を漏もらした。


    「どうしたんですか？」


    『いま思い出したんだが、あの地味眼鏡めがね。おまえがフィギュアを持ってきたことは気にしていない、みたいなこと言ってたぞ』


    「え？　いつですか？　──って、もしかして、入れ替わったときに夜よ桜ざくら先生と会ったんですか!?」


    　晴天の霹へき靂れきだった。誠一と静しず流るの邂かい逅こう。悪い予感しかしない。


    「夜桜先生に、何を、した、ん、です、かぁあああっ!?」


    　良りよう二じは鬼の形相で誠一の首を絞める。


    『ははは、良二。顔が怖えぇって。安心しろよ。弟の想い人に手を出すほど、女に飢えちゃいねえよ。確か、タバコとギャンブルをやめろって言われたくらいだ』


    「どうやったらそんな注意を受けるんですか!?　ああ、僕の清せい廉れん潔けつ白ぱくなイメージがぁ」


    『清廉潔白ってギャグか。そんな饅まん頭じゆうの皮みたいな男のどこに魅力を感じるんだよ。まあ注意する地味眼鏡も大概だが』


    「でもそれが原因で敬遠されているんでしょ？　まさか、兄さん。注意されて逆ギレとかしてないでしょうね？」


    『ガキじゃねえんだ。んなことするか。だがよくよく思い出してみれば、その後に俺がなんか言って、そっからだな、あの地味眼鏡がキョドり出したのは。「キモイよ」とか言って、逃げ去っていったし』


    「めちゃくちゃ、それが原因じゃないですか!!」


    『あははは、わりい』


    「『わりぃ』じゃないでしょ!!　いったい何を言ったんですか!?」


    『いや、それがよ。なに言ったか思い出せねえ。なんか全然会話の流れに関係のない、そのとき思ったことを口にした気はするんだが、さっぱりだ』


    「なんとしても思い出してください!!」


    　誠一を逆さにしたり、前後に揺さぶったりしたが、彼が思い出すことはなかった。


    「とにかく夜桜先生に謝りましょう」


    　良二はさっそく職員室へ向かうと、良二に気づいて明らかに挙きよ動どう不ふ審しんな態度となった静流の横に立った。


    「あの、夜桜先生」


    「え？　な、何かな？」


    　静流がこちらを振り向くことなく返事をする。


    「この前はその、失礼なことを言ってすみませんでした。深く反省しています」


    「失礼なこと？　な、なんだっけ？」


    「僕がフィギュアを初めて持ってきた日に、タバコとかギャンブルとか注意してくれたんですよね？　あのとき、僕が夜よ桜ざくら先生に言った言葉、あれは──冗談だったんです！」


    「……冗談？」


    　静しず流るが呆ぼう然ぜんとした表情をこちらに向けてきた。


    「私をからかったの？」


    「はい。結果的にはそうなります。本当にすみません」


    「あははは。──そう、……なんだ」


    　あはははと言った静流の顔は、決して笑ってはいなかった。なんというか表情がない。


    「もう二度とあんなことは言いませんから、許してください」


    「うん、そうだね。私は先輩だから、あれくらい許すよ。でもね、もう冗談であんなこと言ったら駄目だからね」


    　そして静流は用事を思い出したと言って、まるで幽霊のような風ふう体ていで立ち去っていった。


    「ふう、なんとか許してもらえましたね。これで一安心です」


    『……前より溝が深まった気がするのは俺だけか？』


    



    　放課後。誠せい一いちが買いたい本があるというので、久しぶりに書店に立ち寄ることにした。誠一のために書店に行くことは、今の生活を受け入れるように思えて抵抗があったが、人の好い良りよう二じが最終的に折れた感じだ。


    「書店に来るなんて数年振りです」


    『いったいどんな生き方をしたら、そんな科白せりふが吐けるんだ？　本ほど時間効率も費用対効果もいいツールはねえんだぜ』


    「……なんて言うか、兄さんの口からそんな科白が出ることに、違和感を覚えるんですけど……」


    『ヤクザは意外に勉強熱心なんだぜ。情報と知識は宝で、人脈は力だ。それがなけりゃ、金儲もうけはできねえ。「オレオレ詐さ欺ぎ」の進化も熱心に勉強した結果なんだ』


    「最後の一言がなければいい科白だったのにっ!?」


    　書店の入り口に差し掛かったときだ。ふと目の前に、見知った女生徒が現れた。


    　──姫ひめ園ぞの雅みや琵び。良二が受け持つクラスの生徒だ。


    　小柄で童顔で、まだ中学生のようなあどけなさを存分に残している。しかし見た目の天てん真しん爛らん漫まんさとは相反して不ふ真ま面じ目めな生徒で、ほとんど学校に顔を出したことがない。そのためどんな生徒なのか、いまひとつ判然としなかった。


    「おい、ちょっと待て」


    　そんな雅琵に威圧的な声が投げかけられる。黒のジャケットを着た中年男性だ。その後ろにはエプロンをつけた書店員らしき姿もあった。


    「なんだよ？」


    「大人しく盗った物を出してもらおうか？　万引きは犯罪だってわかってるだろ？」


    「はぁ？　なに言ってんだよ。言い掛かりだぞ、このエロオヤジ！」


    「だれがエロオヤジだ！　誰がっ！　おい、指でさすな！　おまえが万引きしたのを俺は目撃したんだ！　いいから、リュックの中を改めさせろ！」


    　男は強引に雅みや琵びのミニリュックを奪い取ろうとする。それに抵抗する雅琵。ミニリュックに付けられたたくさんのストラップが激しく跳ね回った。


    「放せよ！　ボクのリュックだぞ！　勝手に中を見るな！　変態！　犯罪者っ！」


    「ちょ、ちょっと待ってください！」


    　たまらず良りよう二じは二人の間に割って入った。


    「え？　キモ眼鏡めがねじゃん。どうしてここに？」


    「ん？　なんだおまえは？」


    　良二はすぐさま自分が雅琵の担任教師であることを告げ、男の正体を訪ねた。男は万引きＧメンで、店の依頼を受けて、何度かこの店で万引きをしていたと思われる雅琵をマークしていたそうだ。そして今日、その現場を押さえたのだという。


    「ボクはやっていない。言い掛かりだ。名めい誉よ不ふ遜そんだぞ！」


    「それを言うなら『名誉毀き損そん』だ。とにかく俺はおまえが万引きしたのを見たんだ！　そのリュックの中に入れるところまでバッチリな！　万引きしていないと言うのなら、リュックの中を見せろ！」


    「嫌に決まってるだろ！　エロオヤジにリュックの中を見られるなんて、考えただけでも気持ち悪い！　それくらいならキモ眼鏡に裸を見られたほうがマシだかんなっ！」


    　両者の言い分はどこまでも平行線だった。人の良さそうな書店員は、困惑したような表情を浮かべている。


    「もういい！　だったら警察を呼ばせてもらう！　そこで取り調べを受けるんだな！」


    「ちょっと待ってください！」良二は悲鳴のような声をあげた。「彼女は万引きを否定しているんですよ!?　それなのに頭から犯人扱いするなんて、どうかしています！」


    「なに言ってんだ、あんたは!?　教師であるあんたがそんなことだから、生徒が調子に乗って悪さをするんだ！」


    「ああ、もう。わかったよ！　そこまで言うんならリュックを調べりゃいいだろ！」


    　雅琵が苛いら立だったように言って、ミニリュックを差し出した。万引きＧメンの男は、ひったくるように雅琵のミニリュックを奪うと、乱雑に中を確認しはじめる。しかし不敵な笑みを浮かべていたその顔が、徐々に険けわしいモノに変化していった。


    「な、ない。……馬鹿な。俺はちゃんとこの目で見たんだ……」


    「もういいだろ。返してもらうぞ」


    　雅みや琵びは勝ち誇ったようにミニリュックを取り返す。万引きＧメンの男は信じられないといった表情のまま、項うな垂だれていた。


    「それで？　ボクを犯罪者扱いした償つぐないに、何をしてくれるんだ？」


    



    　良りよう二じは、書店から図書カードをせしめた雅琵の後をこっそりと尾行していた。誠せい一いちが言うには、雅琵は限りなく「クロ」に近いそうだ。


    『──おそらくは服の中に隠しているんだと思うぜ。よく見るとふくらみ方が変だ』


    「でも、あの万引きＧメンさんはリュックの中に入れたって──」


    『リュックに入れるふりをして服の中に隠したのさ。手品師が言うには、手品師が本気で万引きしたら、万引きＧメンが監視していても見抜くのは不可能だそうだ。手品ってのは常識の向こう側や、人の思考の盲点をつく。おそらくは服に切れ込みを入れたり、中にポケット状の細工をしているんだろう。初めからパクる気満々なんだよ、あの女は』


    　やがて雅琵は電車に乗ると、おもむろに服の中から漫画本を取り出し、五冊をミニリュックに入れ、残り一冊を読みはじめた。


    　相手にバレない程度に離れた位置にいるので、あの本が本当に盗んだモノかはわからないが、状況からしてまず間違いないだろう。誠一の言ったとおりだった。


    　──雅琵は万引きをしていたのだ。


    　良二は言いようのないショックを受けた。実は内心では、雅琵が万引きをしている可能性も想定はしていたのだが、それでも良二は生徒の言葉を信じたかった。


    『それで、どうする？』


    「ちょっと話してきます。万引きは悪いことですが、彼女なりの理由があるのかもしれません」


    『教師ってのは大変だな』


    　良二は疎まばらに人が並ぶ車内を進んで、座席に腰掛ける雅琵の前に立つ。


    「姫ひめ園ぞのさん」


    「にゃわわっ！　びっくりした！」


    　雅琵が水をかけられた猫みたいに、飛び上がる。


    「なんだよ、キモ眼鏡めがねかよ。いきなり話しかけんな。びっくりしたじゃないか」


    「その本のことですが……」


    　良二が指さすと、雅琵は初めてそのことに気づいたように、挙きよ動どう不ふ審しんな態度をとりはじめた。


    「な、なんのことだ？　これはボクがお金を払って購入したものなんだからな。べ、別に文句言われる筋合いはないぞ」


    　あくまでシラを切るつもりらしい。


    「姫園さん、今からでも遅くありません。お店に謝りに行きましょう。もしも行けない理由があるのなら、僕に言ってください。相談に乗りますから」


    「ふん、何が『相談に乗る』だよ。キモ眼鏡めがねの分際で。ちょっと助けたくらいで、ボクが恩を感じて懐なつくとでも思ったのか？　ボクは猫よりも薄情なんだぞ」


    「本が一冊盗まれると、その損失を取り戻すためには、ほかに何冊も売る必要があるんです。万引きで店が潰つぶれることだってあるんですよ」


    「はぁ？　そんなのボクには関係ないだろ」


    「自分のせいで店が潰れるかもしれないのに、関係ないはないでしょう！」


    「ああっ！　うるさいな、もう！」


    　雅みや琵びは立ち上がると、良りよう二じの手を掴つかんで大声をあげた。


    「きゃああああ！　痴ち漢かん！　こいつ痴漢だ！」


    「なに、痴漢だと!?」


    「許せん、どいつだ？」


    　周囲の乗客たちが一斉に集まってきて、良二を取り押さえにかかる。


    「わっ、わっ、わっ！　ち、違います。誤解です。僕は学校の教師なんです！」


    「なに、教師で痴漢だと!?」


    「この犯罪教師め！　恥を知れ！」


    　教師である事実はかえって火に油を注ぐ結果となった。


    「だから誤解ですって！　だ、誰かちゃんと見ていた人はいませんか!?」


    「はい、私見てました」


    　優先席のところに腰掛けていた太めの主婦が手をあげる。


    　良二はほっと息を吐ついた。これで痴漢ではないことが証明される。


    「その人、さっきからフィギュア相手に話しかけていて、気味が悪かったんです！」


    「確かにフィギュアを持ってやがる！」


    「変態だ！　頭のイカれた性犯罪者だ！」


    「あ、でも、その人痴漢はしていなかったですよ。キモいだけで」


    「……え？」


    　太めの主婦の科白せりふに、乗客たちが一斉に固まった。そのタイミングで電車が駅に到着する。


    「うん。そいつ痴漢とかしてないから、許してやって。じゃあなっ！」


    　一足先に電車を降りた雅琵が、悪びれる様子もなく言い放って、あっという間に走り去ってしまった。


    



    「村むら埜の先生のクラスの姫ひめ園ぞの雅琵という生徒、あまり真ま面じ目めではないようですね。過去に補導歴もあるようですし。昨日も駅の書店で万引き騒動を起こしたとか。聞くところによると村埜先生もそこにいたそうですね？」


    　校長室で、両りよう肘ひじをついた校長が、冷たい口調で雅みや琵びの話題を口にした。良りよう二じはぎくりとなる。どうして昨日の事件のことを知っているのか？


    　質問したい気持ちもあるが、藪やぶ蛇へびのような気がして躊躇ためらわれた。学校に近く、うちの生徒や教師も多く行くような書店なので、偶然誰かが目撃していたのだろうと推測する。


    「それで？　万引きの事実はあったのですか？」


    「いえ、それは向こうの勘違いで、姫ひめ園ぞのさんは万引きをしていませんでした」


    　良二は嘘うそをついた。直感的にこの件は、まだ校長の耳に入れるべきではないと思ったのだ。


    「そうですか、残念です。万引きが事実で、その生徒が逮捕されるのを期待したのですが」


    「え？　あの……どういう意味で……しょうか？」


    「どういうも何も言葉どおりです。このような人間のクズ、我が学園には不要です。何か大きな問題を起こして学園の名めい誉よに傷をつける前に、退学にしたいという気持ちは、あなたにだって理解できるでしょう？」


    　良二は怒りを覚えた。学校のメンツのために生徒を退学にする。そんな思考に賛同したくはない。


    「とにかく万引きの疑いがかけられるということは、怪しい点があったということです。村むら埜の先生は担任の教師として姫園さんを監視し、犯罪行為があった場合はすぐに私に知らせなさい。いいですね？」


    



    『よう、ずいぶんと不機嫌そうだな』


    　校長室を出たところで、誠せい一いちが話しかけてきた。


    「生徒に事情も聞かず、一方的にクズ扱いして退学にするだなんて、酷ひどいと思います」


    『あのアルパカババアの言うことは正論だ。高校は義務教育じゃないんだぜ』


    「それはそうですけど……」


    　良二は不満げに同意する。理屈ではわかっているつもりだが、感情が頑かたくなに拒んでいる。


    　彼女はまだ十五歳。十分更生の余地はある。見捨てる前にもっと対話をすべきだと思った。


    『納得いかないって感じだな。で、どうするんだ？』


    「彼女のことをもっと知りたいと思います。どんな子なのか、何を考えているのか。そして担任教師の責務として、姫園さんが更生できるよう指導するつもりです。だから、まずは姫園さんの保護者の方に会って──」


    『おいおい、なに寝ぼけたこと言ってんだよ。幼稚園児ならまだしも、高校生になった子供の実態を、親が把握しているわけねえじゃねえか。こういうのはダチに聞くのが正解だ』


    



    「……それが私を呼びだした理由ですか？」


    　昼休み。進路指導室の簡素な椅い子すには、鷲わし宮みや神かん奈なが腰掛けていた。除霊の後も何度か軽く話をしたことがあったが、近頃はあまり話をすることがなくなっていた。


    「確かに私は小学中学校と雅みや琵びちゃんとは同級生でした。けれど、最近はほとんど話をしていません。ほかに適任者がいると思うのですが」


    「その件ですが……」


    　良りよう二じは先にほかの生徒に声をかけていた。しかし、良二が二人きりで話したいと言うと、「え？　やだ。キモ眼鏡めがねのくせに私に告白!?」「マジキモい！」「セクハラじゃん、校長に訴えてやるから！」とさんざん罵ののしられて、誰一人として話を聞こうとしてくれなかったのだ。


    「もはや僕には鷲わし宮みやさんしか頼れる人がいないんですぅううっ！」


    　良二は縋すがるように膝をついて、神かん奈なの両手を握り締めた。一瞬の間をおいて、神奈がその手を振り払う。


    「あ、すみません」


    　良二は反射的に謝った。いくら感情が昂たかぶった結果だとしても、手を握るのはやりすぎだ。


    「あ、……いえ」


    　しかし、神奈の態度はどこか変だった。怒るでも嫌悪の表情を浮かべるでもなく、恥ずかしそうに顔を背そむけている。微妙な空気が流れた。


    「こほん。では、私が知っていることを教えますね」


    　わざとらしく咳せきをした神奈は、雅琵のことについて、こと細かに話してくれた。雅琵の素行が悪くなったのは、中学生の頃かららしい。


    「私の推測ですけど、たぶん雅琵ちゃんの素行が悪くなったのは、お父さんのことが原因じゃないかと思うんです」


    「確か姫ひめ園ぞのさんは母子家庭でしたね。その、お父さんは──」


    「離婚です。雅琵ちゃんが小学校四年生のときに、浮気相手と駆け落ちしたんです。雅琵ちゃんはお父さん子で、とても仲が良かったから、凄すごくショックだったと思います。『男なんてみんな最低のクズばかりだ』。それが雅琵ちゃんの口癖になっていました」


    『なるほどな。自分が愛していた相手から裏切られて捨てられて、イジけたパターンか。おそらく母親ともギクシャクしているんだろう』


    　誠せい一いちの推測どおり、雅琵は母親とあまり仲良くないそうだ。


    　専業主婦だった母親は、父親の駆け落ち後、パートをしながら女手一つで家計を支え、最近になって看護師の資格を取得したらしい。働きながら資格をとるのは、非常に大変なことだ。


    　だから雅琵が遅くまで外で遊んでいても、叱しかる人間が誰もいなかった。


    　孤独なのだ。姫園雅琵は。


    「養育費とかもらっていないんでしょうか？」


    「さあ、そこまでは」


    『おそらく逃げられたまま、それっきりなんだろう。探偵でも雇えばすぐに見つかるだろうが、そういう思考のできない奴は結構多い。夜の街で働く子持ちは大抵そんな感じだ』


    「兄さん、なんとかならないんでしょうか？」


    『金の問題はすぐに解決するさ。探偵も弁護士も当てがある。問題は雅みや琵びの更生だが、父親のことが理由なら方法がないわけでもないな』


    「本当ですか!?」


    『ああ。結局は、父親に捨てられた自己の尊厳を保つために、馬鹿な男たちに復ふく讐しゆうしているんだよ。雅琵の一人称は「ボク」だろ？　自分のことを男性人称で呼ぶ女は、深層心理的には女性であることの否定だ。さらにぶっきら棒な口調は、相手よりも優位に立とうとする虚勢の心理と、精神的な未熟さを表す。要は子供なんだよ。だから、大人の女にしてやればいい』


    「…………」


    『なんだよ、良りよう二じ。そのクズでも見るような目は？』


    「兄さんは本当にクズですね。結局はそこですか」


    『クズで上等。だがな、愛情に飢えている奴を救うには、愛情しかないんだよ。実際、そういう女を何人も見てきた。けれどよ、愛情に飢えているが故ゆえに、大抵は最低な男に騙だまされて、それこそ惨みじめな人生を送ることになる。自分がもっとも嫌った生き方をするはめになるんだ』


    　誠せい一いちがどこかもの悲しい表情で言う。良二の知らない夜の街の住人。そこで暮らしていない良二でさえ、そこで暮らす人間の幾人かは訳ありなのは理解している。


    　誠一はそんな人々の人生を、当然の如く目まの当あたりにしてきたのだ。彼の科白せりふには、安易に否定できない重みがあった。


    



    「はい。では、明日の午前中にお宅に伺いますので」


    　良二は電話の向こうの相手に向けて丁てい寧ねいに頭を下げると、受話器を置いた。


    　電話の相手は雅琵の母親だ。雅琵の件について話すため、会う約束をとりつけたのだ。


    「さて、これからどうしましょう？　姫ひめ園ぞのさんに会うのが一番いいんですが、さすがにどこにいるかわからないですし」


    　職員室の自席で頬ほお杖づえをつきながら、これからのことを思案する。一応神かん奈なには、雅琵と連絡をとって居場所を聞き出すようお願いしているが、今のところ返事はないようだ。


    『勘でいいなら、だいたいの見当はつくぞ』


    「本当ですか？」


    『おうよ。探偵と一緒に何度か人捜しマンサーチをやったことがあるし、借金踏み倒して逃げた奴らをよく捕まえたもんさ』


    「……なんかその先を想像すると暗い気持ちにしかならないんですが」


    



    「……ていうか、本気で兄さんのことが怖くなりました」


    　およそ三時間後。良りよう二じはゲームセンターで、太り気味のオタクっぽい風ふう貌ぼうの男とデートする姫ひめ園ぞの雅みや琵びを発見することに成功していた。


    　二人は今ダーツに興じており、背後の良二に気づいた様子はない。


    「さっそく話しかけてみますね」


    『待て、良二』


    　雅琵に近づこうとする良二を誠せい一いちが制止する。


    「どうしたんですか？」


    『ちょっと姿を隠せ』


    　訝いぶかしく思いながらも誠一の指示に従って、ＵＦＯキャッチャーの台の後ろに隠れる。


    『あれを見ろよ。怪しいと思わないか？』


    　誠一が指し示すのは、しきりに周囲を気にする雅琵の姿。男が話しかけてくるときは、そっちに集中するが、そうでないときは忙せわしなく周囲の様子を探っている。確かに怪しい気がする。


    　そして隣で投とう擲てきしていた客たちが立ち去ると、雅琵は行動を起こした。男がダーツの投擲をはじめるや、テーブルに置いてあった男の財さい布ふから、素早く紙幣を抜き取ったのだ。


    「あっ！」


    　良二は小さく声をあげる。


    『おうおう、しかも万札一枚だけかよ。財布を盗まれるのと違い、あれをやられるとなかなか気づかないんだよな』


    「感心している場合ですか。犯罪ですよ、あれは」


    『これでデート代まで取っているなら、ボロ儲もうけだろうな』


    　良二は隠れるのをやめて、ずんずんと近づいていく。あと数メートルという距離で、投擲を終えた雅琵が振り返り、良二の姿に気づいて、露骨に嫌そうな表情をした。


    「……いつからいたんだよ」


    「姫園さんが悪いことをやる少し前です」


    　雅琵と良二の間で、男が戸惑ったような様子を見せた。


    「姫園さん、あの──」


    「あいつ、ボクのストーカーなんだ。ちょっとやっつけちゃってよ」


    　雅琵が男に縋すがるように言う。男はぎょっとして、値踏みするかのように良二を足先からてっぺんまで眺めると、にやりと笑って鼻を鳴らした。おそらく勝てると判断されたのだろう。


    「ふふっ、ついに俺の真の姿を見せるときがきたな。フィギュアなんかとデートするような奴なんぞ、僕の敵ではない！」


    　男が腕をまくりながら近づいてくる。太っていて体格も良く、腕は良二よりも一回りも大きい。


    「じゃ、後は任せたぞ。ボクは逃げるから。コスプレカラオケ行けなくてごめんな」


    　雅みや琵びは自分のミニリュックを手に取ると、走り去っていった。


    「え？　いなくなっちゃうの!?」


    　男が寂しげな悲鳴をあげる。


    「待ってください！」


    　良りよう二じがすぐさま追いかけようとするも、後を託された男が、良二の前に立ち塞ふさがってきた。


    「この変態ストーカー野郎。雅琵たんのところへは行かせないからな！」


    「どいてください。僕は彼女の担任の教師です！」


    「担任の教師でストーカーとか、最低のクズ野郎だな！」


    「……どうして世間の人たちは、教師だと名乗っても、真ま面じ目めな存在だと思ってくれないんでしょう？」


    　良二は悲しい気持ちになった。教師っていったいなんだろう？


    「懲らしめてやる！」


    　男が襲いかかってきたので、良二は一目散に逃げだした。男はしつこいくらいに追いかけてきたが、日ごろから体を鍛えている良二とは体力に差があったので、なんとか逃げおおせることができた。しかし、その日、雅琵と会うことはできなかった──。


    



    　次の日、良二は事前に約束を取りつけていたとおり、雅琵の母親と面会すべく、彼女の家に向かった。


    　インターホンを押すと、中から現れたのは、疲れ気味の表情をした雅琵にどこか似ている女性。童顔で可愛かわいらしく、高校生の娘がいるようには見えない。


    　良二がフィギュアを握っているのを見て、一瞬驚いたようだったが、口に出しては何も言ってこなかった。


    「お話というのは雅琵のことですよね？」


    　リビングに良二を通した姫ひめ園ぞの雅まさ子こが、お茶を差し出しながら、不機嫌そうに切り出す。だが、申し訳なさそうな雰ふん囲い気きはあまり感じられなかった。


    　良二は万引きの事実があったこと、そればかりか授業には出ずに、犯罪まがいのことをしている旨を伝えた。


    「……中学のときからそんな感じですよ。何度叱しかっても言うことを聞かない。元から腐っているんです、あの子は」


    「腐ってるって、自分の子供ですよ！」


    「だからなんですか？　自分の子供といっても、個人の意思を持った一人の人間ですよ!?　世間は親の価値観を押しつけるな、子供は人形じゃないんだぞと言いますけど、いざ問題を起こすと、親の躾しつけが悪いだの、教育がなっていないと親を責める。それってダブルスタンダードじゃないですか!?」


    「それはそうですが……。でもだからといって放任するのは──」


    「好きで放任しているわけじゃありません！　私は生活を守るため、仕事でほとんど家にいないんです！　言わせてもらいますけど、平日昼間は学校にいる時間のはずです。それなのにどうして雅みや琵びは学校にいないんですか？　そこは学校の責任でしょ？　あなたたちは一応お金をもらってサービスをやってるんですよ！　それなのに当人が学校に来ないからといって、お金だけ受け取って放っておくって、おかしくないですか!?」


    　良りよう二じは言葉に詰まった。自己責任論と割り切る教師も多いが、お金をもらっている以上、授業に来ない生徒を放っておくのは、学校側の怠たい惰だのような気もしていた。


    「確かにこちらの監督不行き届きの面もあります。ですが、娘さんに今必要なのは家族の愛情なんです」


    「愛情は注いでいますよ！　何も知らないくせに勝手なことを言わないでください！　母子家庭がどんなに大変か、子供を育てたことのない独身教師に言われたくはないですよ!!　フィギュアなんて持って気持ち悪い！」


    「ふごっ！」


    　良二は予想外の心理的ダメージを負った。真剣な場面でフィギュアの件を持ち出されると、本気で泣きたくなる。


    『よしよし、良二。元気出せ』


    　誠せい一いちにまで慰なぐさめられてしまった。


    「──それなのに、こっちの苦労も知らないで、あの子は。……所詮、血がつながっていても他人なんです。愛情を注いでも裏切られる」


    　おそらくは愛人を作って蒸発した夫の姿に重ねているのだろう。思わず同情の気持ちを抱いだいてしまった。


    「……今は責任の擦なすり付けあいをすべきではありません。このままではいずれ大変なことになる可能性があります。警察に逮捕されたり、事件に巻き込まれたり」


    「いっそ、そうなってしまえばいいんです」


    「──なんですって!?」


    　吐き捨てるように言う雅まさ子この科白せりふに、良二は憤いきどおりを覚えた。


    「どうせ何を言っても聞かないんですから、一度酷ひどい目に遭えばいいんですよ。自じ業ごう自じ得とくでしょ？」


    「何を言ってるんですか！　酷い目に遭えばいいって。それが親の言う科白ですか！」


    「だって仕方ないでしょ!?　言っても言っても、言うことなんか聞かないんだから！　これ以上、人様に迷惑をかけるくらいなら、自分が犠牲になればいい！」


    「雅琵さんの人生をっ、一度きりの人生をなんだと思ってるんですかっ!!　父親の件が原因で彼女はグレたんですよ！　あの子は被害者だ！　まわりにいる大人が救ってあげないと！」


    「──調べたんですか？」


    　酷く落ち着いていて、それでいて冷たい声で雅まさ子こが尋たずねた。


    　その突然の変化に、水を浴びせられたみたいに良りよう二じは勢いをなくす。


    「最低ですね。たかだか教師の分際で、家庭の恥を知る権利があるんですか？　私が馬鹿な男に捨てられた惨みじめな女に思えて、意気揚々とやってきたというわけですか!?」


    「いえ、僕は──」


    「帰ってください！　あなたに話すことなんて何もありません！」


    「待ってくださ──」


    　縋すがるように両手を突き出してきた良二の左手に、


    「帰って！」


    　大きく振り払う仕草をした雅子の手が、勢いよくぶつかる。


    　そして、フィギュアが宙を舞った──。
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    「俺、久しぶりに参上」


    　誠せい一いちはおもむろに眼鏡を外すと、髪を掻かきあげた。そんな担任教師の変化に気づかず、雅子は右手をさすっていた。勢いよくぶつけてしまったため、痛みが骨にまで響いている。


    　そんな雅子の手を、村むら埜のがそっと両手で包み込む。温かさと固い手のひらの感触が、じんわりと痛みを癒やした。


    「悪かったな。痛かっただろう？」


    「あ、いえ？　大丈夫ですから。……手を離してください」


    　しかし村埜はそれを無視して口を開いてきた。


    「俺も母子家庭だ。父親に捨てられ自じ暴ぼう自じ棄きになったオフクロは、俺たち兄弟と一緒に無理心中をしようとした」


    「──え？」


    　雅子は目の前の教師の過去にショックを受けた。


    　無理心中。それはつまり──。


    「だけど、あんたはそんなことはしなかった。俺の母親とは違う。そんなあんたを惨めだとは思わない。信じてくれ」


    　真剣で真しん摯しな瞳ひとみが射抜いてくる。力強い男性的な包容力と、確固たる意思を秘めた芯の強さを感じた。まるで先ほどまでの村埜とは別人のように思えた。


    「……はい。わかりました」


    　否定できる雰ふん囲い気きではなかった。途端に、勝手な思い込みから、ヒステリックな態度をとったことを恥ずかしく思った。


    「俺は、あんたの話が聞きたい。どんな気持ちで、何に悩んで、どういった苦労をしてきたのか」


    　低く、危険な雄おすの香りを持った声が、優しく耳じ朶だを打つ。夫に逃げられて以来、自分にそんな言葉をかけてくれた人間はいなかった。


    「あ、あなたには関係ないでしょう」


    　反射的に拒否の言葉を発してしまう。顔を背そむけ、彼の瞳ひとみを見ないようにする。胸がとくん、と脈を打った。


    「ああ、関係がない。だが、関係のない人間だからこそ、自由に感じたままを言えるんじゃねえか？　俺は物事のいい悪いを議論したいわけじゃねえ。ただ、あんたのことを純粋に知りたいだけなんだ。絶対に嫌な思いをさせたりしない」


    　そんなふうに言われて嫌な気持ちはしなかった。確かに関係がない相手だからこそ、遠慮なく言えることもあるかもしれない。


    　ずっと握られっぱなしの手から、彼の温かさを感じる。力強い包容力を感じる。少しだけ吐と露ろしてもいいかな、という気持ちになる。


    「わかりました。じゃあ、少し私の話を──」


    



    　──そして二時間後。


    「んんあああああああっ！　駄目よ！　こんなの、いけないわ！　いけないことなのに、イクぅううううううううっっ!!」


    　雅まさ子こは寝室のベッドの上で、村むら埜のと激しいセックスをしていた。


    　体を重ねてからの村埜の豹ひよう変へんぶりは凄すさまじく、当初抱いだいたひ弱なイメージなど、すぐに消し飛んでしまった。


    　想像を絶するテクニックで何度も絶頂を迎え、今まで経験ないような、様々な体位で快楽を与え続けられた。


    　まるで快楽の毛布にでも包まれているかのように、優しく温かいぬくもりと、強くリズミカルな性的刺激を与えてくれる。心と体を幸せでいっぱいに満たしてくれる。


    



    「……自分がこんなに淫みだらな女だったなんて、思いもしませんでした。今日会ったばかりの、しかも娘の担任教師とこんなことになるなんて」


    　ベッドの上、行為を終えた雅子は、村埜の腕の中に顔を埋うずめながら呟つぶやいた。こんな気持ちいいセックスは初めてで、まだ夢の中にでもいるような気け怠だるい快楽に包まれている。


    「良いセックスをするのに、会ってからの時間なんて関係ねえよ」


    「本当に」


    　村むら埜のの科白せりふに、雅まさ子こはくすくすと笑いを漏もらす。


    「雅みや琵びとは最近、スキンシップはとってるか？」


    「え？　まさか、あの子はもう子供じゃないんですから」


    「言葉ってのは便利なツールだ。だから、誰しもその能力を過信してしまう。何度言っても伝わらないことでも、こうして肌を合わせれば伝わることもある」


    　確かにそうかも知れない、と雅子は素直に思うことができた。セックスの気持ちよさが、精神にゆとりをもたらしているのかもしれない。


    「あんたが苦労しながら、家族のために一生懸命に頑張ってきたのは間違いない事実だ。だけど金で生活が満たされても、心が満たされることはねえ。本当に大切なのはそっちなんじゃねえのか？」


    　村埜が優しく髪を撫なでながら、独り言のように言う。


    　その科白はじんわりと胸に沁しみた。確かに本当に大切なものを見失っていたかもしれない。娘のためにと頑張りながら、その結果、娘との時間を大切にしていなかった。


    「そうですね。これからは娘との時間を大切にします。けど、雅琵のほうが──」


    「大丈夫だ。心配すんな。俺が責任もって更生させてやる。あんたはただ、母親として雅琵に接してやればいい」


    「──はい」


    　雅子は村埜の腕のなか、力強く頷うなずいた。
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    「はっ！　僕はいったい!?」


    　意識を取り戻した良りよう二じは、あたりを見回し、そこが街中であることを理解する。


    　最後の記憶は、雅子と言い争いになってしまった場面。そこで誠せい一いちに代わったのだ。どういう結果になったか気が気ではなかった。


    『ふぁあ？　……おう、もう元に戻ったのか？』


    　やや遅れて、誠一も目を覚ます。良二はすぐさま、あの後のことを尋たずねた。


    『おう、大丈夫だ。きっちり場を収めたし、雅琵とも仲良くしてみるって言ってたぞ』


    「本当ですか？」


    『ああ、あと慰謝料と養育費の件も手を打ってきた。探偵からおまえに連絡がきたら、弁護士を交えて話し合いをする。雅子も了解済みだ』


    　わずか数時間のうちに、とんとん拍子に物事が解決していく。良二は思わず歓喜した。


    「凄すごいですね！　兄さん！　いったいどうやって、あのお母さんを説得したんですか？」


    『難しいことじゃねえよ。小さいころに無理心中させられそうになったっていう作り話で同情を引き、向こうの話を真剣に聞いて、いい気分になったところで抱いてやる。大抵の女はこれで説得できるぜ』


    　良りよう二じは顔を引き攣つらせた。いろいろと突っ込みどろこはあったが、最後の一言は想像を絶する衝撃をもたらしてきた。


    「あ、あの。……兄さん。今『抱いた』とか言いました？　それってまさか──」


    『おう、あの母親とセックスしてきたぜ』


    　誠せい一いちが卑ひ猥わいな形にした右手を、親指を立てるような感じで突き出してくる。


    「──かはっ！」


    『ん？　なんだ今の音？」


    「に、い、さ、ん、はぁあああっ!!　なななななななななっ!?　なんてことをしてくれるんですかっ!!　相手は生徒の親ですよ！　保護者ですよ!!」


    『だが、女だ』


    「どんな基準ですか!?　うわあああああん！　僕はなんてことをっ！　生徒ばかりでなく、生徒の親にまで手を出してしまうなんて……。僕は本当にクズ教師になってしまったんだぁああッ！」


    　良二は好きな相手に恥ずかしい姿を見られてしまった年頃の少女のように、顔を両手で覆おおって、激しく頭を横に振って悶もん絶ぜつした。


    『おい、どうでもいいが、雅みや琵びを見つけたぜ』


    　誠一の科白せりふに、良二はすぐさま懺ざん悔げをやめて顔を上げる。言葉通り、すぐ目の前を雅琵がトコトコと歩いていた。次に、ばっちりと二人の視線が交差する。


    「なんでキモ眼鏡めがねがここにいるんだよ！」


    　雅琵は叫ぶと一目散に逃げ出した。


    『追え、良二。ここで逃がすと、次はないぞ』


    「え？　そうなんですか!?」


    　誠一に煽あおられ、良二は言われたとおり、雅琵の後を追った。誠一が言うには、ここで逃がしたら、次に雅琵が現れる場所の見当がつかないそうだ。学校にも来ず、家にも寄りつかない雅琵と出会うのは、かなり難しくなってしまうだろう。


    『雅琵の足を止めるいいアイデアがある』


    「本当ですか!?　ぜひ教えてください！」


    『金を払うからデートしてくれと言え！』


    「は？　何を言ってるんですか!?　僕は教師ですよ？　そんな生徒を金で買うような真ま似ねはできません！」


    『覚悟を決めろ、良二。雅琵はそのうち、絶対に痛い目を見るぞ。大事な生徒を改心させるんじゃなかったのかよ！』


    　確かにそうだと思った。生徒のためなら、自分のちっぽけな自尊心など捨てるべきだ。意を決して良りよう二じは叫ぶ。


    「姫ひめ園ぞのさん！　待ってください！　お金を払うから、僕とデートしてくださ～い!!」


    「え？　普通に嫌なんだけど？」


    　雅みや琵びが振り向いて、心底嫌そうな顔で言った。


    「速攻で断られましたけど!?」


    『一日で五万払うと言え』


    「え？　高くないですか!?　ああ、もう。わかりました。──一日五万払います！　それでどうですか！」


    　刹せつ那な、雅琵の足がぴたりと止まった。


    「それマジか!?」


    　好奇心旺おう盛せいなキラキラした目で問いかけてくる。どうやら話を聞く気になったみたいだ。


    　そうして良二は今週末、雅琵とデートすることになったのだった──。

  


  
    



    　　　第六話　純情不良少女と反面教師


    



    　能古のこの島しまファンタジーアイランドには、午後一時には到着した。全長三キロにも及ぶ長い橋を渡ったそこは、独自の雰ふん囲い気きを醸かもし出す、人工島を改造したテーマパークだ。


    　場所が遠いこともあり、テーマパーク内のホテルで一泊することで、雅琵とは話がついている。ホテルのスイートルームは奥の部屋が鍵をかけられる構造で、別室で寝ることができるため、雅琵も承諾してくれたのだ。


    　ちなみに当初、雅琵はスイートルームの意味を「甘い部屋」と勘違いしていたため、「ボクの体が目当てだったんだな！」と、ひと悶もん着ちやくがあったりもした。


    「おい、キモ眼鏡めがね！　早く行くぞ！　何してんだよ！」


    　レンタカーから降りた雅琵が、目を輝かせながら飛び出していく。最近できたばかりで他県にあるため、雅琵は一度も行ったことがないとのことだった。


    「よし！　まずはあれに乗るぞ！」


    　雅琵が指さしたのは、晴天の青空を突くように伸びるジェットコースターだった。


    　良二は顔から血の気が引いた。そういえば、と思い出す。ずっと遊園地なんて来てなかったから忘れていたが、良二は絶叫マシンの類たぐいが大の苦手だったのだ。


    「どうしましょう？　兄さん。僕、こういうの苦手で」


    『なに言ってんだよ、良りよう二じ。雅みや琵びのあのうれしそうな顔を見てみろ。童心に戻って素直な気持ちになっている証拠じゃねえか。相手を気持ちよくさせるのは交渉ごとの基本だぞ。あいつを改心させるんだろ？』


    　そのように言われると良二も覚悟を決めるしかなかった。そして──。


    「あはははははははははっ!!」


    　雅琵の笑い声と、


    「うぎゃああああああああああああっっ!!」


    　良二の叫び声が青空の下響き渡る。ちなみに誠せい一いちも非常に楽しそうに笑っていた。


    「すげー面白かったな、キモ眼鏡めがね」


    『いやー、絶叫マシンなんて久しぶりだったから、年甲斐もなくはしゃいじまったぜ』


    　雅琵と誠一が満足そうに言った。反対に良二は、死霊のように青ざめた顔をしている。


    「……もしかして兄さん。兄さんがテーマパークを選んだ理由って、自分が行きたかったからなんじゃ？」


    　良二はジト目で右手の美少女フィギュア──誠一を睨にらみ付けた。今日と明日の二日間、雅琵と一緒に過ごすのは、彼女ときちんと話し合うためで、決して遊ぶためではない。良二としては本当にデートするつもりはなかったのに、誠一が「それじゃ失敗するぜ」と言って、能古のこの島しまファンタジーアイランドに泊りがけで行くことになったのだ。


    『おうよ。でも、雅琵も喜んでんだろ？　俺もハッピー雅琵もハッピー。なんの問題もねえじゃねえか』


    「僕がいますけどっ!?」


    



    「いやー、キモ眼鏡とのデートなんて、ぜんぜん期待してなかったけど、結構楽しいな」


    　ベンチに座り、ご満まん悦えつ気味にタピオカドリンクを飲む雅琵の隣で、良二は燃え尽きたように真っ白になっていた。


    　あれから何度絶叫マシンに乗ったかわからない。すでに感覚は麻ま痺ひしていて、怖いという以前に臓物がひっくり返ったような不気味な感覚に犯されている。


    「うぇえええええんっ！」


    　突如子供の泣き声が聞こえてきた。見ると、三歳くらいの小さな女の子が、顔を隠すことなく表情を歪ゆがめている。どうやら迷子のようだ。


    　良二は立ち上がると駆け足で近寄り、目線の高さを合わせてから、優しく女児に話しかけた。


    「迷子なのかなぁ～？　僕がお母さんのところまで、連れて行ってあげますよ」


    「……ほんとう？」


    「はい。そのために、まずはお名前を教えてもらえるかな？」


    　女児から名前と年齢、どこから来たのかを聞き出した良りよう二じは、女児を抱っこすると、近くにキャストの姿がないかあたりを見回した。


    「あ、ママだ！」


    　すると抱き上げたばかりの女児が後方を指さして叫ぶ。振り向くと、キャストと一緒にあたりを見回す両親らしき男女の姿があった。


    「良かったですねぇ」


    　良二が抱き上げた女児に微ほほ笑えみかけた瞬間──、


    「あーっ！　うちの子が誘拐されているぅうううっ!!」


    　母親らしき人物の絶叫が響き渡った。


    「なに、誘拐だと!?」


    「犯罪者よ、犯罪者！　誰か助けてあげてッ！」


    　途端に周囲がざわつきはじめる。


    「え？　え？　いや、僕は……」


    　狼狽うろたえる良二から無理やりに逃げだすようにして、女児が母親の元へ駆けだす。ひっしと抱き合う親子。その反面、良二には批難する視線が突き刺さる。


    「ちょっと誰か警察に電話してよ」


    「捕まえとかなくて大丈夫か？」


    「フィギュア持ってるし、やっぱりオタクは犯罪者なんだな」


    「見た目もキモいよね。本当、女にモテなさそう」


    「もしもし、警察ですか？　いま──」


    「ああっ！　ちょっと通報はやめてください！　僕は本当にっ！」


    「おまえらっ！　いい加減にしろよ！」


    　一ひと際きわ甲かん高だかい声が響き渡った。新たに視線を集める先にいるのは雅みや琵びだ。憤ふん然ぜんたる面おも持もちで周囲を睨にらみ返している。


    「人を見た目とフィギュアで判断すんなよ！　そいつは誘拐犯なんかじゃないんだからな！　迷子の子を心配して一緒に親を捜してたんだぞ！」


    「いや、そんなのわかんないだろ？　いかにも女児を誘拐しそうな風ふう貌ぼうだろうが」


    　客の一人が若干苛いら立だたしげに返した。雅琵はつかつかと良二の横に立つと、腕を抱き締める。


    「こいつはボクの彼氏なの！　今はデート中なんだぞ！　だから誘拐なんてするわけないだろ！」


    　ざわざわと周囲がどよめく。


    「……？」


    　雅琵は眉を顰ひそめた。周囲の反応が雅琵の想定していたものと大きく違う。


    「……ロリコンだ」


    　客の一人が心底真顔で呟つぶやく。


    「本物のロリコンだぞ!?」


    「あんな小さな子とデートですって」


    「おい、誘拐よりもやばいんじゃないのか？」


    「──って、なんでそうなるんだよ!!」


    　再び雅みや琵びの絶叫が響き渡った。


    



    「しかし、あいつらムカつくなぁ。キモ眼鏡めがねがいくらキモくてオタクっぽくて、根暗で犯罪者っぽい感じでフィギュアを握り締めているからといって、誘拐犯扱いしやがって。しかも誤解だってのに、誰一人謝らないし」


    　その後、なんとか誤解を解とくことができた良二たちだったが、雅琵の怒りは収まらなかった。


    「だいたいキモ眼鏡が悪いんだぞ。迷子なんかに構ったりするから。みんな見て見ぬ振りしていたじゃないか。放っておけば、そのうちキャストが見つけていたさ」


    　確かにそのとおりかもしれない。だが良二は泣いている子を見て、そのままにできない性分だった。


    「どうすればよかったんでしょうね？　兄さん」


    『普通は一人が子供の側そばにいて、もう一人がキャストを捜しにいくんだ。下へ手たに子供に触れると誘拐と間違われるからな』


    「知ってたんなら、教えてくださいよ！」


    『あのな、良りよう二じ。いいデートってのは、ハプニングがあるもんさ。そんなときほど、男女はより深く互いを理解できる』


    　確かに今回の出来事は、雅琵の良二に対する心情に、なんらかの変化を与えたのかもしれない。良二は頬ほおをふくらませる雅琵の横顔を眺める。


    「しかし、意外ですね。姫ひめ園ぞのさんが僕を庇かばうなんて。被害に遭うほうが悪い。それが姫園さんの考えだったはずですが」


    「ああ、そうだよ。全部、キモ眼鏡が悪いんだ。だけど、なんか釈しやく然ぜんとしない！　ああ、もう！　楽しい気分が台無しじゃないか。よし、キモ眼鏡。乗り直しだ！　乗って乗って、楽しみまくるぞ！」


    　雅琵は良二の手を取ると、強引に連れ回した。


    「ええっ！　ちょっともう絶叫マシンは勘弁してください！」


    　良二の悲鳴も虚しく、二人はその後も散々絶叫マシンに乗りまくるのだった。


    



    「ボクの浴ゆ衣かた姿を見れるなんて、そうそうないんだからな。ありがたく思うんだぞ、キモ眼鏡」


    　屋上の展望露天風呂から戻った雅みや琵びが、湯上がりでほんのり上気した顔で、恩着せがましく言ってきた。濡ぬれた髪の毛が、色っぽい魅力を醸かもし出している。


    　ここは能古のこの島しまファンタジーアイランドの中にあるホテルのスイートルーム。二人はジュースを片手にベランダに出て、幻想的にライトアップされたテーマパークの夜景を眺めながら、夜風に当たっていた。


    　明日はどれに乗ろうかなどと、雅琵がうれしそうに話していた。そこにいるのは無邪気な幼い少女で、今ならどんな話でも聞き入れてくれるような気がした。


    「姫ひめ園ぞのさん、お家のほうはどんな感じですか？」


    「なんだよ、突然。……まあ、普通かな。そういや最近、お母さんがなんでかよく構ってくるんだよね。今まであまり話しかけて来なかったのに。ちょっとウザいかな」


    　しかし、そのように言う雅琵の表情は、そこまで嫌そうには見えなかった。


    「良いことじゃないですか。家族と会話をすることは大切ですよ」


    「そういや、キモ眼鏡めがねさ。たまにフィギュア相手になんかしゃべってるけど、あれって気味悪いぞ。ただでさえキモいんだから自重しろよ。っていうか、さっき温泉にまで持っていかなかったか？　まさか中には入れてないよな？」


    「いえ、実は……持って入りました。すみません」


    　良りよう二じは襟えり足あしに手を当てながら、頭を下げる。客たちの侮ぶ蔑べつと批難の混じった冷たい視線を思い出して居たたまれなくなった。これも全部誠せい一いちが悪い。


    「それ、駄目だろ？　っていうか、なんでずっと手に持ってるんだ？」


    　良二は、はっと気づく。これはもしかして、誠一のことを話すチャンスなのではないだろうか？


    　フィギュアオタクと思われるのは、──いまさらだが、あまり有益ではない。雅琵には真実を話し、理解者となってもらったほうがよいだろう。


    「あの……、僕には兄がいたんですけど、実はその兄が先月亡くなったんです」


    「──え？」


    　良二の科白せりふに、雅琵がやや戸惑った表情を見せた。


    「そしてこのフィギュアには、亡くなった兄の霊が乗り移って──」


    「うわぁあああっ！　そんな話すんなよ、このアホたんがぁ!!」


    　動揺した雅琵が良二の股こ間かんを蹴けり上げた。


    「ふごっ!!」


    　良二は悶もん絶ぜつし、その場に蹲うずくまる。しかし、フィギュアは手放さなかった。


    「……な、なにを、するんです……か？」


    「それはこっちの科白なんだからな！　ばーか！　ボクは幽霊の類たぐいが大の苦手なんだぞ！　いきなり怖い話するなよ！　一人で眠れなくなっちゃうだろっ!!」


    「は、はい。すみま……せん」


    　雅みや琵びに誠せい一いちの話をするのは、どうやら無理らしい。二人はしばらくしてリビングへ戻った。


    



    「兄さん、起きてますか？」


    　夜。雅琵は奥の部屋で布ふ団とんに入り、良りよう二じはリビングのソファの上で寝ていた。ソファの上で薄暗い天井を眺めながら、良二は誠一に話しかける。


    『ああ。起きてるぜ』


    「どうしたもんですかね。いくら言葉を重ねても姫ひめ園ぞのさんには届かない。僕の考えが間違っているんでしょうか？」


    　布団に入るまでの間、良二は雅琵への説得を続け、せめて学校には来るようにと言い聞かせたが、彼女の心に響いた手応えを感じなかった。だいぶ打ち解とけた気はするものの、更生までは程遠い。あと一日でなんとかできるのか、そんな不安が良二を眠りから遠ざけていた。


    『正しければ通じて、間違っていれば通じないなんて道理は、単なる幻想だ。言葉で感情を変えることはできても、人生を変えることはできない。言い聞かせて変われる人間は、元からその素質があっただけさ』


    「僕には雅琵さんが、本当の不良には思えません。彼女には更生できる余地があります」


    『人生に本当も偽物もないぜ。人は環境に適応していくもんだ。慣れて、それが当たり前になって、誰もがそうやって生きていくんだ』


    　──カタッ。


    　不意に奥の部屋のほうから物音が聞こえ、反射的に起き上がって良二は振り返る。そこには真っ白な服を着た少女の幽霊が立っていた。


    「で、出たぁああああああああああっ!!」


    「うにゃぁああああああああああああっっ！」


    　良二が叫ぶと同時に少女も悲鳴をあげた。よく見るとそれは幽霊ではなく、白い枕を抱かかえた雅琵だった。


    「い、いきなり大声を出すなよ！　キモ眼鏡めがね！　びっくりするじゃないか！」


    「びっくりしたのはこっちですよ！　いきなり後ろに立たないでください！　──それで、どうしたんですか？」


    　良二が尋たずねると、途端に雅琵は視線を逸そらして、モジモジしはじめる。


    「キモ眼鏡が悪いんだからな。幽霊の話なんてするから」


    「幽霊？」


    「ほら、亡くなった兄貴が、フィギュアに乗り移っている……とか。一人で広い部屋で寝ていたら、なんか幽霊が出そうな気がして。ね、眠れないんだぞ」


    「はぁ。でも、寝ないと明日がきついですよ。まだたくさん遊ぶ場所はあるんですから」


    「そんなのわかってるよ。だから……その……」


    　良りよう二じは眉を顰ひそめた。雅みや琵びが何を言いたいのかわからない。


    『良二。なにアホ面づら返してんだよ。怖いから一緒に寝ようって意味だろうが』


    「え？　一緒に？　僕とですか!?」


    「なっ！　悪いかよ！　このボクが一緒に寝てやると言ってんだぞ！　涙流して感激しろよな！」


    　誠せい一いちに向けて言った科白せりふに、雅琵が反応する。どうやら本気らしい。


    「いや、でも。それはしかし。さすがにヤバいでしょう？　僕は仮にも教師なんですから」


    　下心はないといえど、年頃の少女と同じ布ふ団とんに入って、理性を保つことができる自信はなかった。


    「大人ならボクが一人で寝れなくなった責任をとれよな！」


    　それから数分後。良二は雅琵と一緒のベッドで寝ていた。


    　誠一に説得され、良二は雅琵と同じベッドで一緒に寝ることを決意した。怖がった雅琵が手をつなぐのを絶対としたため、その左手の先は雅琵の温もりを感じている。


    「なぁ、誤解すんなよな。ボクは誰とでも、こんなことするわけじゃないんだぞ」


    「……わ、わかってますよ」


    　雅琵としては自身の貞操観を語っているだけだろうが、そんなふうに言われると、逆に誘っているようにも受け取れてしまい、良二は内心で激しく興奮していた。ぶっちゃけアソコがビンビンで、教師として失格だ。


    「ボクは処女を大切にしてるんだ。だって、男にとって処女のほうが価値が高いんだろ？　だからボクはいつか現れる白馬の王子様のために、体を大事にしているんだ」


    「……白馬の王子様、ですか」


    「な、なんだよ？　子供っぽいって馬鹿にするのか？　だって王子様なんだぞ。金持ちで権力があって美形なんだ。──こんなつまらない日常から連れ出してくれる。女の子だったら誰だって憧れるものだろ？」


    「……雅琵さんはどんな男性が好きなんですか？」


    「なんだよ、藪やぶから棒に。普通だよ。イケメンで金持ちでいざってときに頼りがいがあって、ボクを大事にしてくれて、……絶対に家族を裏切ったりはしないんだ」


    　やはり父親に裏切られ捨てられた心の傷は深いみたいだ。男に対し憎悪を抱いだくとともに、理想的な男性像を追い求めている。


    　自分に何ができるだろう？　ある意味純粋なこの少女を、どうやったら救うことができるのだ？


    　良二は雅琵の小さな温もりを左手に感じながら、薄暗い天井を睨にらみつけながら思案する。


    　しばらくして、雅琵のかすかな寝息が聞こえてきた。つないでいた手を離しても起きないことを確認すると、良二はそっとベッドから抜け出す。


    『どこに行くんだよ？』


    「やっぱり一緒に寝るのは無理ですよ。僕には刺激が強すぎます」


    『教師ってのは大変だな。やる気のない生徒にここまでしなくちゃならねえなんて。さっきも言ったけどよ。人間なんて、そんな簡単に考えを変えられる生き物じゃねえんだ。そこには今までの人生が詰まっているからよ。全部背負い込んでも馬鹿見るだけだぜ』


    「僕はそこまで自分を大層な人間だとは思っていません。ただ姫ひめ園ぞのさんが、きちんとわかってくれる生徒だと信じているだけです」


    『……良りよう二じ。もしも明日も説得に失敗したら、雅みや琵びをある人物に会わせてほしい。そいつなら、あるいは雅琵を説得できるかもしれない』


    「本当ですか!?」


    『ああ。名付けて「反面教師作戦」だ』


    



    　翌日も良二たちは、能古のこの島しまファンタジーアイランドのアトラクションやイベントを心底堪能した。雅琵は良二に対し、ずいぶんと心を開いてくれたが、それでもやはり説得するまでにはいたらなかった。


    　そこで誠せい一いちの言う、「反面教師作戦」を決行することにした。能古島ファンタジーアイランドから帰り、時間になったのでレンタカーを返却して、電車で移動する。


    『鞄かばんの外側のファスナーを開けてみろ。手紙が入っているはずだ。中は見るなよ』


    　電車の座席に座っていると、誠一がそんな指示をしてきた。誠一の言葉を受けて鞄を確認したところ、指定の場所から手紙と、プレゼント用に包装された小さな紙袋が出てきた。


    「いつの間にこんなの準備したんですか？　それにこの紙袋は？」


    『この前入れ替わったときに、念のためな。あと、その紙袋は雅琵にプレゼントしてくれ』


    　良二は言われたとおり、隣に座る雅琵に紙袋をプレゼントとして手渡した。


    「おっ、キモ眼鏡めがねのわりには気が利くじゃん」


    　雅琵は意外によろこんで受け取り、早速紙袋を開けた。中からふさふさの毛をもつデフォルメされた狐のアクセサリーが現れる。


    「へえ～、可愛かわいいじゃん」


    　雅琵はしばらくの間、良二からのプレゼントをうれしそうに眺めたあと、すでにたくさんのアクセサリーがつけられている自分のミニリュックに、新たに付け加えた。気に入ってくれたようだ。


    　やがて電車が目的地に到着する。


    　誠一が会わせたい人物とは、極貧生活を送る一人の老婆だった。焼けた褐色の肌にボサボサの髪、顔には火やけ傷どをしたような痕あとがあり、痛々しい印象を与えてくる。


    『良二。中を読んだら千円やると言って、その婆さんに例の手紙を渡せ』


    「あん？　なんだい？　あんた。役所の人間かい？　あんなところに入れられるくらいなら、生活保護なんていらないよ」


    　吐き捨てるように言う老婆に、良りよう二じは読んだら千円やると言って、手紙を渡した。


    「読んでやるから、先に千円寄越せ」


    　手紙を受け取った老婆が、反対の手を差し出してくる。


    『断れよ、良二』


    　誠せい一いちの指示に従い断ると、老婆は悪態をつきながらも手紙を読んだ。その表情がすぐに変化する。


    「あんた、あの最強悪鬼・村むら埜の誠一の弟なのかい？」


    「はい、一応は……」


    「その人形をよく見せておくれ」


    　良二は言われるままにフィギュアを差し出す。


    「ああ、あれはなんだい!?」


    　突如、老婆が後ろを指さした。反射的に振り返る。そして次の瞬間、手の中からフィギュアがなくなる感触。しまったと思う間もなく、良二の意識は途絶えてしまっていた──。
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    「俺、計画通りに参上」


    　誠一は眼鏡めがねを外すと、髪を掻かきあげて、悪童のような薄笑みを浮かべた。


    「ほら、一万円。この手紙には、あんたから人形を奪い取ったら、あんたが一万円くれるって書いてあるんだ　──ん？　人形はどこにいった？」


    「ああ、もちろん支払うぜ。だが、もう一万円上乗せしてやろうか？」


    「……何を企たくらんでる？　ん？　あんた、さっきとどこか雰ふん囲い気きが違うねぇ。危険な雄おすの香りが漂っている」


    「そりゃどうも。それで頼みがあるんだ。この子をあんたの弟子にしてやってくれ」


    　雅みや琵びの頭にぽんと手を置いて、誠一が言った。老婆はいま初めて気づいたように、雅琵へと視線を向ける。


    「はぁ!?　なに言ってんだよ、キモ眼鏡！」


    「こいつの家は父親がほかに女つくって蒸発してよぉ。母親との家族仲は最悪で、学校にも行かず、万引きや男相手にデート詐さ欺ぎまがいのことをやってるのさ。けれども貞操観念は強く、いまだに処女で、白馬の王子様が迎えにきてくれることを夢見ているんだ」


    「白馬の王子様ねぇ。ケケケケケ」


    　老婆が奇妙な笑い声をあげる。


    「な、なんだよ！　馬鹿にすんな！」


    「馬鹿にしちゃいないさ。こりゃまたずいぶんと面白いのを連れてきたねぇ。──本当、昔のあたしにそっくりだ」


    「はぁ!?　なに言ってんだ？　ボクのどこがお婆ちゃんとそっくりなんだよ！」


    「あたしの家もねぇ、あたしが十歳のときに、父親がほかに女つくって蒸発したのさ」


    「──え？」


    「あたしはお父さん子でねぇ、そりゃ、餌えさをもらった犬みたいにしっぽを振って懐なついていたよ。誰よりも何よりも、父親のことが一番好きだった。けれど向こうは違った。なんせあたしを置いて、ほかの女と一緒に逃げたんだから。今まで懐いていたぶん、過去をすべて否定された気になって、自分は誰からも愛されていないと思うようになった。……馬鹿だったんだねぇ。そして馬鹿なあたしは、当然の如くグレていった」


    　老婆の語る少女時代は、驚くほど雅みや琵びの今と酷似していた。おそらくは老婆の語る心情や考え方も、雅琵の中で共感する部分が多いのだろう。


    「それでも処女だったよ。いつか現れる白馬の王子様のために必死で取っておいたのさ。──だけど、あたしの初めては、クズな男どもに無残に散らされてしまったんだ。考えてみれば当然さね。同じ穴のムジナって言葉あるだろ？　悪いことをしている人間のところには、人間のクズが集まってくるのさ。そこに白馬の王子様なんていない」


    　雅琵は緊張した面おも持もちで、老婆の話に聞き入っている。胸の前でぎゅっと握り締める右手が、小刻みに震ふるえていた。


    　老婆の話は続く。ショックを受けて真ま面じ目めになろうと決意するも、一度こっちの世界に足を踏み入れたら、二度と元に戻れないという悲惨な現実。いろんなクズ男に騙だまされ、身も心もボロボロになって、体を売るようになり、そして今の生活にいたるまでの人生──。


    　まだ十五歳の子どもには刺激が強すぎたのか、雅琵の表情は完全に青ざめていた。


    「──とまぁ、こんな感じさね。だけど後悔はしちゃいないよ。今だってそれなりに満足している。こういう生活も意外に楽しいもんさ。──それでお嬢ちゃん。あんたは万引きで捕まったことはあるかい？」


    「──え？」


    　唐突に話しかけられた雅琵が、乾いた声を漏もらす。


    「……一応、何度かは」


    「じゃあ、才能はあんまりないねぇ。こっちの世界で生きていくにはテクニックと運が必要だ。万引きから男客の尻しりの穴の舐なめ方まで、あたしがきっちり教えてやるから覚悟しな」


    「なっ!?　馬鹿じゃないのか！　誰が弟子になんかなるもんか!!　ボクは全然そんな気なんてないんだからなっ！」


    「わかってないねぇ、あんたは」老婆が小馬鹿にしたように言う。「気持ちとか意志なんて意味がないんだよ。今あんたがやっている事実の積み重ねが、未来へとつながるんだ」


    「うるさい！　ボクはお婆ちゃんみたいにはならない！」


    「ケッケッケ。あたしも若い頃はそう思っていたさ」


    「ボクはそんな生き方なんて望んでいないんだからなっ!!」


    「望む望まないなんて関係ないさ。人生は一方通行なんだよ。あんたはもう、こっちの世界に足を踏み入れてる」


    「違う。ボクは──、ボクは……」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく雅みや琵びの瞳ひとみからは、完全に光が失われていた。信じたくない事実を突きつけられ、精神が不安定になっている。


    「……まぁ、いいさ。口で言ってわかる人間なら、こっちの世界になんて来やしないだろう。あたしはここに住んでいるから、気が向いたらいつでもおいで。待ってるよ。ウケケケケ」


    　ショックを受けた雅琵は、まるで幽霊のようにふらふらと立ち去っていく。風が吹いた程度で、倒れそうな雰ふん囲い気きだ。


    「追わないのかい？」


    　雅琵の背中を見送る誠せい一いちに、興味深げに老婆が尋たずねる。


    「ああ。今は一人になって考えたい気持ちだろうしな。婆さん、いい話をありがとよ」


    　誠一はお礼金として、老婆に三万円を手渡した。
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    　どれくらい時間が経ったのだろう。


    　雅琵はすっかり暗くなり、ネオンに彩いろどられた繁華街を歩いていた。


    　老婆の語った彼女の人生が、頭にこびりついて離れない。まるで心の中を読まれたみたいに、彼女の心情と自分の心情が重なることがあった。本能と理性の両方が、否定したい事実を肯定している。


    　──あの老婆と自分は似ている。


    　だからこそ彼女の科白せりふが、猛毒の澱おりのように、不快で不愉快で胸くその悪い感覚を与え続けていた。全身から血の気が抜けて、歩いている感覚すらない。


    　不意に誰かに肩を掴つかまれた。初めは村むら埜のかと思った。だから緩慢に顔を向けて、──雅琵はぎょっとする。


    　そこには見知らぬ男たち。派手に染めた髪型やチャラチャラした風ふう貌ぼうから、彼らが尋常な集団でないことを悟る。


    「姫ひめ園ぞの雅琵ちゃんだな？　ちょっと俺たちに付き合ってくれよ」


    　突然自分の名前が出てきて、雅琵は驚いた。ざわざわと嫌な予感が襲ってくる。


    「……おまえたち、なんだよ？」


    「ちょっと依頼を受けてねぇ。ある人物がもう一度雅みや琵びちゃんに会いたいってさ」


    　刹せつ那な、身の危険を感じた雅琵は駆け出した。


    　しかし、予あらかじめそれを見越したかのように、チンピラたちが行く手を阻はばむ。すぐさま腕を掴つかまれ、大声を出そうとした口を押さえつけられた。


    　周囲に助けを求めようとして、雅琵は愕がく然ぜんとする。周囲に人の気配はまるでなかった。いつの間にか人ひと気けのない路地裏に迷い込んでいたのだ。だからこそ男たちはこのタイミングで声をかけてきたのだろう。


    　海の底に沈められたかのような恐怖が襲い来る。これからどうなってしまうのか。最悪の結末が否いや応おうなしに想起され、生きた心ここ地ちがしなかった。


    　雅琵は呆あつ気けなく、さらに人通りの少ないビルの裏の袋小路へと運び込まれてしまう。


    　叫ばれても問題ないと判断したのか、口を押さえつけていた手が離された。しかし、両腕は拘こう束そくされたままだ。


    「いったいボクになんの恨みがあるんだ！」


    「俺らはねえよ。ただ頼まれただけだ。雅琵ちゃんに恨みがあるのはあいつだよ」


    　黒ジャケットの男が顎あごで示す先には、一人の太ったオタクっぽい青年がいた。見覚えがある。先日村むら埜のが来たせいで途中になってしまったデートの相手だ。お札を財さい布ふから抜き取ったことがバレて、しつこく連絡してきたのでブロックしていた。


    「よくも俺を騙だましたな！　俺が本命じゃなかったのかよ！　このクソビッチがっ！」


    「なっ!?　ボクはビッチなんかじゃないんだぞ！」


    「うるさい！　俺をコケにしやがって、絶対に許さないからな！」


    　青年が鼻息も荒く血走った目で吼ほえた。


    「本当酷ひどい奴だな、雅琵ちゃんは」


    「男を舐なめるとどうなるか教えてやらないとなぁ」


    「……何をする気だよ？」


    「そりゃ当然、償つぐないをしてもらうのさ。──雅琵ちゃんの体でなっ！」


    　金髪の男が下品な面つらで茶化すみたいに言う。


    「ふ、ふざけるな！　そんなことをしてみろ！　絶対に許さないからな!!」


    　虚勢を張って大声をあげるが、悲惨な未来を前に絶望で意識が遠のきそうだった。


    「ちゃんとビデオにも撮っててあげるからさ」


    「明日から雅琵ちゃんはみんなのアイドルだぜ。エロ限定だけどなっ！　ぎゃはははは！」


    「雅琵ちゃんは可愛かわいいから、二～三周じゃ終わらないかもな」


    「や、やめろぉ」


    　自分でも信じられないくらい弱々しい声が漏もれる。


    「あれ？　雅みや琵びちゃん。さっきまでの勢いはどうしたの？」


    「ちょっ、今にも泣きそうな顔してるじゃん」


    「うわっ、乙女おとめ～。ぎゃはははははは！」


    　嘲ちよう笑しようが耳を打ち、肺はい腑ふを握りつぶす。圧倒的な男どもの脅威の前に、雅琵はただ震ふるえることしかできなかった。


    「じゃあ、そろそろストリップと行きましょうか」


    　下品で邪悪でいやらしい顔をした男たちが近づいてくる。


    「……助けて」


    　雅琵は泣き出しそうな表情で助けを求めた。だがその声は白馬の王子様には届かない。あの老婆の言うとおり、こちらの世界に足を踏み入れた自分は、悲惨な初体験を迎えて、あとは堕ちていくだけなのだ。


    「嫌だ、嫌だよぉ。助けてよぉ。村むら埜のぉおおおっ！」


    　なぜか雅琵は村埜の名前を叫んでいた。


    「──え？　村埜？」


    　その叫びを聞いて、チンピラたちが動きを止める。


    「おい、どうしたんだ？　なんで止めるんだよ！　金を払ってるだろ！」


    　急に動きを止めたチンピラたちに対し、オタク風の青年が苛いら立だった声をあげた。


    「おい、どうするよ？　リーダーやばいって。こいつ、あのバケモンの生徒だぞ」


    「今度こそ殺されるって！」


    　おろおろと動揺するチンピラたち。その姿はどこか滑こつ稽けいでもあった。


    「落ち着け、てめえら！　それでも泣く子も黙る『アイアンスチーム』のメンバーか！　いつまでもびびってんじゃねえぞ！　いくらあの村埜って教師がバケモンでもなぁ、そうそう都合よく現れるわけねえだろ！　あとはこの女にチクらせないよう──」


    「おう、チクらせないよう、俺の生徒に何する気だ？　うん？」


    　どこからともなく現れた誠せい一いちが、やけに陽気な声で、リーダーの肩に手を置いた。


    「うぎゃああああああああっ!!　出たぁあああああああああああっっ!!」


    　チンピラたちは一斉に誠一から距離をとると、勢いよく土下座をした。


    「「ほ、本日はっ、お日柄も良くぅううう！」」


    「今日は仏滅だ、馬鹿野郎」


    「「ひぃいいいいいいっ！　すみませんんんんっ！」」


    「おい！　何やってんだよ、あんたら！　早くそのクソビッチをレ──」


    「おらっ！　なに言ってんだ、このオタク野郎が！」


    「村埜さんの御前だぞ、頭が高けえっ！」


    　オタク風の青年は、激げき昂こうしたチンピラたちによって、あっという間にボコボコにされてしまった。


    「村むら埜のさん！　こいつが悪の根源です！」


    「村埜さんの生徒さんに酷ひどいことをしようと企たくらんだ奴っすよ！　俺らが成敗しました！」


    「ふ～ん」


    　誠せい一いちは気のない返事をする。


    「す、すみません！　嘘うそつきました！　ぼ、僕たちも悪いことをしようとしました！　だけど、未遂なんです！」


    「ふ～ん」


    「「許してください！　なんでもしますから！」」


    「じゃあ、全裸になって駅までマラソンしてこい」


    「「はい、わかりました！」」


    　チンピラたちは全裸になると、二列縦隊になって駅のほうへと駆けだしていく。


    「きゃああああ！　変態よ！」


    「集団露出狂だ！」


    　しばらくして、遠くでそんな悲鳴が聞こえてきた。


    



    「よう、大丈夫か？」


    　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす雅みや琵びに向かって、誠一が優しい声を投げかけてきた。その途端、雅琵の両目から大粒の涙が流れ出す。


    「ふぇえええええん！　怖かったよぉおおおおおっ！」


    　雅琵は勢いよく誠一に抱きついた。意外とがっしりとした体に、妙な安心感を得る。


    「本当にもう駄目だと思ったんだからな！　ボクはエッチなことされて、あのお婆ちゃんみたいになるんだって、本気でそう思ったんだからな！」


    　誠一は無言で、雅琵の頭を優しく撫なでた。


    「嫌だよぉおおっ！　あんな人生嫌だよぉ！　あのお婆ちゃんみたいになりたくないよぉ!!　キモ眼鏡めがねが悪いんだぞ！　あんな話を聞かせるから！」


    「……雅琵、もうわかっているだろ？　あの話はおまえの未来なんだよ。婆さんはあれでもマシなほうだぞ。世の中にはもっと悲惨な人生を歩んでいる奴もいる」


    　その言葉に、雅琵はさらに声をあげて泣いた。


    「どうしたらいいんだよぅ！　ボクは、あんなの嫌だぁあああっ！」


    「雅琵。いいか、よく聞けよ。おまえはまだ戻れる可能性があるんだ。人生は思い通りにならないことが多いし、戻りのない特急列車に乗っているようなもんだ。一度乗っちまったら駅までまっしぐらだし、乗り換えで行ける範囲もたかが知れている。でも、今おまえがいる場所は、ぎりぎりやり直しが効くんだよ。父親のせいでおまえの人生は狂っちまった。被害者だと言えばそうだろう。だがな、それに負けて残りの人生を棒にふって駄目にしてどうするよ？　いいか、もう一度言うぞ」


    　誠せい一いちは言葉に力を込めて、雅みや琵びに伝えた。


    「おまえはまだ戻れるんだ。自分の意志で自分の人生を変えれるんだよ」


    



    　我慢しようとしても、止めどなく涙があふれてくる。そんな自分を見かねて、村むら埜のが近くの休息できる場所へと連れていってくれた。


    「……なんか、お婆ちゃんに対して、いっぱい失礼なこと言っちゃったな。あんな人生は嫌だ、とか」


    　ベッドに腰掛けていた雅琵が、ぽつりと呟つぶやく。いまではもう、だいぶ気分も落ち着いていた。思いっきり泣いたおかげで、かえって清すが々すがしい気持ちだ。思えば、こんなに泣いたのは父親がいなくなったとき以来かもしれない。


    「いいんじゃねえか。誰にだって拒否したい生き方はあるさ。それが原動力となるから、人は頑張ることができるんだ」


    「……うん。そうかもね」


    　優しく力強い声だった。自分を否定しないで受け止めてくれる。


    「……あのさ、キモ眼鏡めがね。ボクは明日から学校に行こうと思うんだけど、いいかな？」


    「おうよ。待ってるぜ」


    「えへへへへ」


    　うれしくなって、恥ずかしくも思えて、つい笑ってしまった。


    「……というわけで、セックスするか？　雅琵」


    　誠一は雅琵の肩に手を回すと、軽い感じで口にしてきた。


    「──へ？」


    　一瞬きょとんとした雅琵は、次の瞬間、顔を真っ赤にして叫んだ。


    「え？　ええっ!!　な、なに言ってんだよ、キモ眼鏡!!　冗談言うにも時と場所を考えろよ！」


    「場所もなにも、ここはラブホテルだぞ？　セックスする場所じゃないか」


    「──え？」


    　そこで初めて雅琵は、ここがラブホテルだという事実を知った。それまでは普通のホテルだと思っていたのだ。


    「ひ、卑ひ怯きようだぞ、キモ眼鏡！　傷心のボクを騙だましてこんな如何いかがわしい場所に連れ込むなんて！　このクズ教師!!」


    「クズで上等！」


    「ちっとは怯めよな！」


    「これはおまえのためでもあるんだぜ。今のおまえにはセックスが必要だ」


    「意味がわかんないぞ！」


    「おまえは未だに父親の呪じゆ縛ばくに囚とらわれているんだ。人間はなぁ、小さいときは親に抱きついて、大人になったら好きな相手と肌を重ねて、親になったら子どもを抱き締める。そういうスキンシップでもって、心を満たしていくんだ。おまえに足りてないのはそこだ。愛情あるセックスで、父親以外でも心を満たせることを知れば、父親のことなんて忘れられるし、他人を信じることもできる」


    「で、でも、ボクの初めては白馬の王子様に──」


    「王子様は処女かどうかなんて気にしねえよ。そんなの気にするのは、自分に自信がないくせにプライドだけは高い底辺の男だけだ。処女を守ってても寄ってくるのはそんなんだけだぞ」


    「で、ででででも、ボク様にも心の準備というものが。初めてはちゃんとデートしてから──」


    「デートならちゃんとしただろ？」


    「そ、そそそうだけど」


    　正論を突かれ動揺する。自分でも何を言いたいのかよく分からない。


    「そうだ！　テレビでも見よう！　な？　そうしよう！」


    　半分頭がパニックになったまま、テレビのスイッチを入れる。そして──。


    『あ、あぁん！　気持ちいい!!』


    　モザイク混じりの卑ひ猥わいな映像が、百インチの大画面に映し出された。


    「うわぁあああああああああああっ!!」


    　動揺した雅みや琵びが次々にチャンネルを変えるが、すべてエッチなシーンばかりだった。やがてテレビの電源を切ればいいことに気づいて、それを実行に移す。


    　どっと疲れが襲ってきた。全力疾走したみたいに、肩で息をする。


    「よし、やるぞ」


    　誠せい一いちが雅琵の後ろから抱きついてきた。


    「うにゃあああああああっ!!」


    　雅琵はびっくりした猫みたいに跳ね上がって、誠一から距離をとる。


    「や、やっぱり駄目!!　は、恥ずかしいし、初めては好きな人じゃないと……」


    「最初は誰だって恥ずかしいもんさ。それに俺のこと嫌いってわけでもないんだろ？　助けに現れたときも、割とうれしかったんじゃないのか？」


    　自信満々な態度で誠一が言い放つ。普通ならば勘違い甚はなはだしい科白せりふだが、実際図星であるし、その確信めいた自信には逆に男らしさも感じてしまう。


    　誠一が近づいてきて、雅琵の顔の横の壁に手をついてきた。いわゆる壁ドンというやつだ。


    「案外、俺がおまえの言う『白馬の王子様』かもしんねえぞ」


    「なっ!?　そんなこと……」


    　だけど、なぜか否定できなかった。この村むら埜のという教師は、今まで会ったどんな男とも違う気がしている。優しさと荒々しさ、弱さと力強さと、ダサさとカッコよさ。相反する要素が、ひとつの大きな魅力をつくりあげている。


    　確かにいま、誰に体を捧げるかと問われれば、村むら埜のの名前しか思い浮かばない。だけど──。


    「やっぱり駄目だ!!　ボクの体はそんなに安くないんだからなっ！」


    　雅みや琵びは精一杯の抵抗を示した。


    「……わかったよ。無理やりは俺の矜きよう持じじゃねえ。だから間をとって、口でどうだ？」


    「……？？　なんだよ、それ？」


    　雅琵は本気でわからなかった。誠せい一いちが耳の横に口を寄せ、その意味を囁ささやいてくる。


    　ぼっ！


    　一気に顔が爆発した。そういう行為があることは知っていたが、まさかそれを要求される日がくるとは夢にも思っていなかった。


    「──なっ!?　で、できるわけないだろ！　ボクの性癖はノーマルなんだぞ！」


    「ぜんぜんアブノーマルじゃねえよ。しかし、セックスも嫌、口でするのも嫌。二日間一緒にいて、危ないところを助けてやったのに、なんの見返りもなしか。真っ当に戻るというのは嘘うそだったのか？　普通の人間だったら、そんな恩知らずなこと、決してできないと思うぞ」


    　良心をちくちくと刺激された。確かに村埜の言うとおり、なんの見返りもしないのは、人として最低かもしれない。


    　なら、ほっぺにキスするくらいなら、してやってもいいだろう。


    「じゃあ、キス……で。……ボクのファーストキスなんだぞ。光栄に思うんだな!!」


    「おし。じゃあ、もらうぜ」


    　次の瞬間、雅琵の唇くちびるを誠一の口が塞ふさいできた。温かくやわらかい独特の感触が、恥ずかしさと相まって、頭がぼーっとするような快感を与えてくる。


    　生まれて初めて感じる男の吐息と、雄おすの匂いと、粘膜への刺激。胸がバクバクとうるさいくらいに高鳴り、子宮が切ないくらいにきゅんきゅんと反応している。


    　雅琵はしばらくの間、その快感に溺れていた。


    　どれくらい時間が経ったのだろう？　不意に唇を覆おおう感覚が消えていった。寂しいような物足りないような、不思議な余韻を覚えた。


    「お子ちゃまには刺激が強すぎたか？」


    「──はっ!?」


    　誠一の科白せりふで雅琵は我に返る。あまりの快楽に意識が飛んでいた。ほっぺにキスするつもりでいたのに、まさか唇を奪われるとは思っていなかった。混乱の最中、キスだけでこんなになってしまうんだ。実際にセックスをしたらどうなるんだろうと思った。


    「続きがしたいのなら、俺は構わないぜ」


    　その気持ちを見透かしたように、誠一が囁きかける。


    「なっ!?　ボクはそんなに尻しり軽じゃないんだぞ！　か、帰るからな！」


    　雅みや琵びは誠せい一いちの顔を見ないようして、叫ぶように言うと、急いで部屋から出ていった。

  


  
    



    　　　第七話　それでも彼女はやってない


    



    「それじゃあ、行ってくるからな」


    　自宅の玄関で靴を履き終えた雅琵は、ややぶっきらぼうな口調で言った。母親とはずっと口をきいていなかったので、会話をすることに、まだ少し気恥ずかしい気持ちが残っている。


    「忘れ物はない？　宿題、定期、お弁当。ちゃんと持っている？」


    　廊下に現れた母親が、最近の日課となった持ち物の確認をしてくる。心配性だな、と呆あきれる反面、どこかうれしい気持ちもある。


    　──あの日、人生をやり直そうと決めた日から一週間が過ぎていた。


    　雅琵はあらゆる不良行為をやめ、万引きした店にも弁償をし、真ま面じ目めに学校に通うようになっていた。しかし、今までサボっていたため授業についていけず、村むら埜のから放課後に補習を受けている。


    「今日も村埜先生とお勉強してくるの？」


    「うん、担任だしな」


    「たまには家に来てもらったらどうかな？　ほら、特別お世話になっているわけだし。村埜先生は独身なんでしょ？　お夕飯とかご馳走したら、よろこんでくれるんじゃない？」


    　どこか、はにかむような感じで雅まさ子こが言う。


    　この母親の態度に、雅みや琵びは若干の不安を覚えていた。母親と村むら埜のは何度か会ったことがあるそうだが、もしかして母親が最近おしゃれに気を遣いだしたのは、村埜が原因ではないだろうか？


    　そう思うと悶もん々もんとして、ざわざわと苛いら立だって、だけど得とく心しんできるような複雑な気持ちが湧わき上がってくる。


    「嫌だよ。家に帰ってまで補習なんてお断りだぜ」


    　言い放つと、雅子の反応を待たず家を飛び出した。


    （しかし、ちょっと飽きてきたな）


    　通学路を歩きながら雅琵はため息を吐つく。真ま面じ目めに学校に通うようになって一週間。授業はつまらないし、突然真面目になった雅琵に、周囲は奇異な視線を向けてきて、正直居づらさを覚えていた。


    　楽しさでいえば、前の生活のほうが刺激的で変化があって、お金も稼げて何倍も楽しかったのだ。


    　それを思い出すたび、むずむずと心の奥で暗い欲望に火がつきそうになる。


    　──一度こっちの世界に入っちまったら、普通なんてつまらなくて戻れなくなるのさ。


    　そのたびに、あの反面教師の老婆の言葉を思い出し、必死に我慢していた。絶対に同じになんかなりたくない。


    （だけど、もう一週間も頑張ったんだし、ちょっと羽目を外すくらいは……）


    　雅琵の中の悪魔が囁ささやきかける。我慢しなければならないことは分かっているが、まるで試験勉強のときに漫画を読み耽ふけってしまうような、快楽に逃げる誘惑が襲ってくる。


    　頑張るのはきつくて楽しくなくて、堕落するのは楽で刺激的という、この世の理不尽に、雅琵は世界を恨めしく思った──。
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    　良りよう二じは今日もとぼとぼと、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きで登校していた。その手には兄の霊が宿った美少女フィギュア。そのフィギュアが心底不満げな表情で呟つぶやく。


    『なあ、良二。今日でもう一週間だぞ。一回くらい俺と代わってくれてもいいんじゃねえか？』


    「断固としてお断りします！　兄さんに代わると碌ろくなことがありませんから！」


    『そんなことねえだろ？　雅琵も俺のおかげで更生したじゃねえか』


    「その点は感謝してますよ。ですけどねぇ。──じゃあなんで、気がついたら鷲わし宮みやさんと野の々の原はらさんが裸で両脇わきに寝ていたんですかッ!?　僕は、僕はぁあああっ──」


    　反面教師の老婆にフィギュアを奪われたあの日。気がついたらラブホテルにいて、左右に全裸の能の乃のと神かん奈ながいたのだ。もうほんと、意味がわからない。


    『そうだな。確かに３Ｐは、残った一人が手持ち無ぶ沙さ汰たになるんで、なかなか難しいプレイだ。混乱する気持ちもわかる』


    「誰がそんな卑ひ猥わいで具体な部分に突っ込みを入れるかっ!!　生徒に手を出すこと自体許されないことだっていうのに、二人同時に猥わい褻せつな行為をするなんて！　クズを通り越してド変態じゃないですか!?」


    『いや～』


    　誠せい一いちが照れたように頭を掻かく。


    「誰も褒ほめてませんから!!　もう、絶対に兄さんを手放しませんよ！」


    　良りよう二じは本気で憤ふん慨がいしていた。地味ではあったが真ま面じ目めで善良だった自分の日常が、誠一のせいでとんでもない卑猥なものへと変へん貌ぼうを遂げている。これ以上、生徒に淫いん猥わいな行為をするわけにはいかない。


    「村むら埜の先生!!」


    　良二が職員室に入るや、静しず流るが切羽詰まった声で話しかけてきた。その手には受話器が握られている。なぜか嫌な予感がした。


    「姫ひめ園ぞのさんのお母さんから連絡があって、雅みや琵びさんが告訴されるかもしれないって！」


    



    　良二はすぐさま現場へと向かった。駅の事務室。そこには涙を溜ためる雅琵と憔しよう悴すいしたような表情の雅まさ子こ、さらには数名の駅員と警察官、そしてふんぞり返るように憤いきどおる三人の男たちの姿があった。


    「すみません、村埜先生。私、ほかに頼る人がいなくて」


    　良二の姿を見つけた雅子が近寄ってきて、重い口調で述べる。


    「いえ、いいんです。それよりも詳しい話を」


    「それが──」


    「あなたが、この女子生徒の担任教師ですか？」


    　低く重厚な声が響いた。横柄そうに椅い子すに腰かける小太りの男が話しかけてきたのだ。年は四十くらいで、髪をきっちりと七三分けにしている。


    『この男、弁護士のようだな。胸にバッジがある』


    　誠一が教えてくれるが、弁護士に会ったことのない良二には、よくわからなかった。


    「おっと失礼、私はこういう者です」


    　男は立ち上がると胸から一枚の名刺を差し出してきた。誠一の言ったとおり弁護士のようだ。そしてもう一つ、彼には肩書きがあった。


    　──『痴ち漢かん冤えん罪ざいダメよの会』会長、鏑かぶら木ぎ正せい義ぎ。


    「本件は私のほうから説明しましょう。私は今朝、クライアントに会うために、混雑した電車に乗っていたんですよ。そのときです。いきなり右手を掴つかみあげられましてね。何もしていないのに、そこの女子生徒に痴ち漢かんだと騒がれたんですよ」


    「ボクは嘘うそを言ってない！　そいつは本当にボクに痴漢をしたんだ！」


    　ずっと俯うつむいていた雅みや琵びが涙声で悔しそうに叫ぶ。その表情は真剣そのもので、良りよう二じには彼女が嘘を言っているようには思えなかった。


    「おまえ、この期ごに及んで、まだそんなことを言っているのか！」


    　怒声を発したのは、椅い子すに腰掛ける別の男だ。浅黒い肌に、白髪の交じった頭髪、気の短そうな雰ふん囲い気きがある。


    「あの弁護士さんが触っていないのは、俺がちゃんと見ていたんだ。だいたい、おまえみたいなガキを触って、なんの得があるって言うんだよ！　自意識過剰なんじゃねえのか！」


    「僕も見ていました。あの人は痴漢なんかじゃありません」


    　同意したのは、眼鏡めがねをかけたサラリーマン風の真ま面じ目めそうな男だ。年の程は良二と同じくらいにみえる。


    「あの、あなた方は……」


    　良二は戸惑い気味に問うた。この人物たちが何者なのかがわからない。


    「ああ、彼らは善意の証人です」答えたのは鏑かぶら木ぎだ。「痴漢の犯人に仕立て上げられようとしたところ、偶然にも真実を目撃してくれていましてねぇ。いやぁ、助かりましたよ」


    　目撃者が二人。この意味がわからぬ良二ではない。


    「痴漢は女性側の主張が一方的に認められる不公平で理不尽な犯罪です。私は痴ち漢かん冤えん罪ざいの被害者を救うべく被害者の会を立ち上げた者。誰よりもそのことを認識している。──故ゆえに、痴漢のでっち上げをするような人間を許すことなどできません！　名めい誉よ毀き損そんでその女子生徒を訴えさせていただく！」


    　演説するような口調で、鏑木が主張する。


    「ちょっと待ってください！　それはいくらなんでも──？」


    「何を言ってるんですか？　あなたは知らないかもしれませんが、そこの女子生徒は痴漢でっち上げの常習犯なんですよ。念のためと『ダメよの会』のデータベースを調べてみたところ、その女子生徒の名前がヒットしたんです。そんなに何度も痴漢に遭うはずがないでしょう！　聞くところによると何度か補導もされているそうですな？　もはや容認できるレベルを超えている！」


    　良二は咄とつ嗟さに反論することができなかった。雅琵の素行の悪さは事実だ。いずれこんな日がくるのでは、と恐れてもいた。


    　──だけど雅琵は、心を入れ替えて真人間になったのではないのか？


    「話はこれで終了でいいですかな？　善意の証人にも生活はある。いつまでも拘こう束そくするわけには行きません。私も忙しい身なので、これで引き上げさせてもらいます」


    「あなたの身元は確認できていますし、目撃者もいるので事件の要件を満たさないと思います。どうぞお引き取りください」


    　警察官が答えると、鏑かぶら木ぎは大仰に頷うなずいて、証人と一緒に帰っていった。彼らがいなくなると警察官は、鏑木に向けたのとは打って変わって厳しい表情を雅みや琵びに向けてくる。


    「一応、痴ち漢かんの被害に遭ったということで、刑事告発または被害届を出すことはできるけど、明確な証拠がないから、処罰できない可能性が高いんじゃないかと思うよ。相手も今は頭に来てあんなことを言っているだけだと思うから、変に対抗せず素直に謝って、話し合いで解決したらどうかな？」


    「ボクが嘘うそをついてると言うのか!?　警察官だろ？」


    　色めき立った雅琵の言葉に、警察官はムッとした表情になった。


    「警察官だから平等な目で見てるんだよ。痴漢は被害者の証言が一方的に信用されるとか巷ちまたでは噂うわさされているけど、最近は明確な証拠がない限り事件にすることはあまりない。君の勘違いだって可能性もあるだろ？　とにかく感情的にならずに、どうすればベストかを考えるんだ。親御さんもいいですね？」


    　警察官は一方的に言い放つと、あっさりと帰っていった。怒ど濤とうの展開に、良りよう二じは軽く頭が混乱してしまっていた。


    「……姫ひめ園ぞのさん」


    　なんと声をかけてよいかわからず、けれども先に進むために、口惜しそうに俯うつむく雅琵の名前を呼ぶ。


    「……て、よ。……て」


    「鏑木さんが、姫園さんを痴漢したのは間違いないんですね？　ちゃんとそれを見たんですよね？」


    　しかし、雅琵はやや考えるようにして、首を横に振った。


    「ごめん。はっきりとは……。でも、ボクが痴漢に遭ったのは事実……なんだ。でっち上げなんか……」


    　弱々しく、儚はかない少女の声で、雅琵が何事か呟つぶやくように言った。つまり鏑木氏は、雅琵の勘違いで捕まえた可能性がある。


    「信じて、よ。キモ眼鏡めがね。……確かにボクは、今までたくさん悪いことやったよ。男を憎んでいるのも事実だ。だけど……」


    　祈るように、願うように、少女がそれを口にする。


    「──それでもボクはやっていない」


    



    「それでなんの弁明もせず、おめおめと帰ってきたというわけですか！」


    　学校に戻った良二は、事の経緯を校長に説明したところ、雷のような怒声を浴びせられた。


    「だからあのような素行不良の生徒、さっさと退学にすべきだと言ったのです！　それを愚かにも学校に来させるような真ま似ねをして、その結果がこれですか！　いったいどう責任を取るつもりです!?　名めい誉よ毀き損そんで有罪となれば、我が校の名声に傷がつきます！　いち教師であるあなたに、その責任が取れるのですか！」


    　もう三十分近く、同じような言葉で叱しつ責せきを受けている。憤ふん懣まんやるかたないといった様子だ。


    　しかし、責任の一端は良りよう二じにあるため、沈痛な面おも持もちで、ただ謝るしかできなかった。


    「とにかく被害者である鏑かぶら木ぎ氏には、私のほうから訴えを取り下げてもらうよう交渉に行きます。あなたは姫ひめ園ぞの雅みや琵びに退学勧告をし、自主退学するよう説得なさい！　ああ、くれぐれも『退学処分』という言葉は使わないように。いいですか！」


    「ちょっと待ってください！　退学……ですか？」


    「当然でしょう！　あのような犯罪者、我が校の校門をくぐるだけでも屈くつ辱じよくです！」


    「彼女は本当に痴ち漢かんに遭ったと言っています！　彼女の話をもっと聞くべきです！」


    「何を寝ぼけたことを言ってるのですか!?　目撃者が二人もいるのでしょう！　クズの言い分を信じる理由がどこにありますか！　いいからあなたは自分の仕事を全うしなさい!!」


    



    「村むら埜の先生」


    　校長室から出てきた良二に、静しず流るが気遣わしげに話しかけてきた。


    「今回の件は村埜先生が悪いんじゃないんだからね。村埜先生は一生懸命正しいことをやったよ。だから、落ち込んじゃ駄目なんだからね」


    　静流が自分を心配して、そんなことを言ってくれたのは理解している。最近余よ所そ余よ所そしかっただけに、普通の状態だったら、涙を流して感激したことだろう。しかし今は、硬くなった良二の心を動かすことはなかった。


    「大丈夫ですよ、夜よ桜ざくら先生。僕はまだ諦あきらめてはいませんから」


    　突き放すように言って、廊下に出る。


    「聞いた？　姫園さんの話」


    「いつものように痴漢のでっち上げしていたら、逆に訴えられたんでしょ？」


    「私、いつかはこうなると思ってたよ。自じ業ごう自じ得とくってやつ」


    「本当、馬鹿だよね」


    　そんな生徒たちの話し声が聞こえてくる。誰も雅琵の無実を信じている者はいなかった。嘲あざけり、冷笑し、他ひ人と事ごとのように語る。自業自得だと突き放し、同情する者もいない。


    『何を考えている？　良二』


    　誠せい一いちが良二の手の中、真剣な表情で問うてくる。


    「どうやったら姫園さんの被害を証明できるかを考えています」


    『おまえ、この期ごに及んで、まだ雅琵のことを信じているのか？』


    「当然でしょう。彼女はやっていないと言ってるんです。疑う理由がどこにありますか？」


    　しかし、誠せい一いちは答えない。哀れみさえ込めた視線を投げかけてくる。


    「……兄さんは、違うんですか？」


    『俺は今までいろんなクズを見てきた。泣きじゃくりながら「もうしません」と言った奴や、「命に代えて誓います」と真剣な目で反省していた奴が、同じ過あやまちを犯すのを何度も見てきた。……良りよう二じ。クズは所詮クズなんだ。どんなに反省しようと後悔しようと心を入れ替えようとも、それは一時的なことで、すぐに元のクズに戻っちまう。──それが現実だ。受け入れろ』


    　ずしりと言葉が圧のし掛かる。誠一はずっとそんな世界にいて、そんな人たちをたくさん見てきたのだ。言葉の重みが違う。だけど──。


    「お断りします。僕は姫ひめ園ぞのさんを信じている」


    『感情移入しすぎだ。後悔するだけだぞ』


    「姫園さんはやっていない」


    『いい加減にしろよ、良二！　おまえも一度、痴ち漢かんにでっち上げられたじゃねえか！　目を覚ませ！』


    「──確かに僕は一度痴漢にでっち上げられました。でも、それがなんだというんです？　僕は教師です。だから生徒には間違えたところがあったら、正しい答えにたどり着くまで何度も何度も復習して、しっかり理解するように言います。繰り返しこそが学習の基本です。それが間違えを正す行為であり、教育の本質なんです。間違えたのなら、そのたびに根気強く教えなおしてやればいい。それが教師の役割だ！　もう一度言います。彼女は何度か過あやまちを犯したかもしれない。だけど、それがなんだというんです！」
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    『…………』


    「姫ひめ園ぞのさんは今間違いなく、生まれ変わろうとしています！　今が彼女にとっての人生の分岐点です！　ここで彼女を信じられないようであれば、僕に教師としての資格はありません!!」


    



    　その夜。雅まさ子こが仕事から帰ってくるのを待って、雅みや琵びの家を訪ねた。今後のことについて、話し合いをするためだ。


    「隠していても無駄なので、正直に言います。今回の件で姫園さんに、退学勧告をするよう言われました」


    　良りよう二じの科白せりふに、雅琵も雅子もこの世の終わりのような表情を浮かべる。


    「そんな、それじゃあ雅琵は……」


    「大丈夫です。姫園さんが諦あきらめない限り、退学にはなりません」


    「は？　意味がわからないぞ！　もう退学なんだろ？」


    　雅琵が上うわ擦ずった声で叫ぶ。しかし、良二は落ち着いた表情で首を横に振った。


    「この話をしたのは、僕以外の教師が退学勧告に来ても、姫園さんたちが騙だまされないようにと思ったからです」


    　二人がきょとんとした表情で、顔を見合わせた。良二は二人に退学勧告の意味、そして自主退学と懲ちよう戒かい退学の違いについて説明した。


    「学園の理事会が懲戒退学と認定する要素は二つ。一つは姫園さん自身が痴ち漢かんのでっち上げが事実だと肯定すること。もう一つは裁判で名めい誉よ毀き損そんの罪に問われることです。つまり姫園さんが自主退学を拒否し、痴漢のでっち上げを認めない限り、学校側は何もできません。もしもそんな不確定な状況で退学にされたら、逆に学校を訴えてください。まず間違いなく、学校側が敗訴します」


    「でも、起訴されたら終わりなんでしょう？　裁判に勝つことはできるんですか？」


    「いえ、起訴されることはないと思います。あるとすれば民事でしょう？」


    「あの、無知ですみません。民事って相続争いとかですよね？　今回とどんな関係が？」


    　雅子の質問も当然だと思う。普通の人間は裁判についてほとんど何も知らない。自分が被害者や加害者になって、初めてそこに興味を持つというのが普通だ。良二も誠せい一いちから詳しく教えてもらうまで、混乱している部分が多々あった。


    　良二は刑事事件と民事事件の違い、それにかかる費用や、メリットデメリットなどを事細かに説明した。


    「それで、これからいったいどうすれば……」


    「もしも訴えられた場合は、こちらも弁護士を用意しましょう。もちろん、こちらからも裁判を起こすことができますが、得策ではありません」


    　鏑かぶら木ぎ正せい義ぎについて調べてわかったことがある。彼は痴ち漢かん冤えん罪ざいに憎悪を抱いだく一部の過激なネットユーザーに、圧倒的な支持を受けているのだ。


    　それは「私し刑けい」を生き甲斐にする連中であり、つまりは悪戯いたずら電話や誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようなどの執しつ拗ような嫌がらせ、個人情報の流出など、犯罪行為も厭いとわない人種である。


    　彼らの思考は常識を逸しており、例えば裁判で痴ち漢かんの有罪判決が出た場合も、「この裁判官は馬鹿だ」「こんな愚かな判決を俺は認めない」と個人的判断を優先し、痴漢冤罪だと騒ぎ立て、原告の生活を脅おびやかすのだ。


    　鏑木自身もその存在を意識した上で、不利とわかっている裁判を何度か起こしている。そのたびに、そんな連中から英雄視され讃たたえられる構図が出来上がっていた。


    「──ですから僕たちのゴールとしては、鏑木氏の説得です。鏑木氏は今回の件を痴漢のでっち上げだと思っているので、その点を否定する必要があります──つまり、実際にですから、僕たちで姫ひめ園ぞのさんを痴漢した真犯人を、僕たちで捜しましょう！」


    



    　良りよう二じたちは、次の日から目撃情報を得るためのビラ配りをはじめた。しかし関心を示す者は少なく、中には事情もよく知らないくせに雅みや琵びが悪いと決めつけ、暴言を吐く者すらいた。


    「……キモ眼鏡めがねはなんで、ボクのことを信じてくれるんだ？」


    　さらに次の日、同じようにビラを配っていると、雅琵がぽつりとそんな疑問を口にしてきた。


    「なんでも何も、疑う理由がないじゃないですか」


    　良二の迷いない返答に、雅琵はどこか悲しげな表情をして、何か言おうとして、結局は失敗してしまったようだ。


    　ぽふっと雅琵が、頭を良二の背中に押しつけてくる。


    「……あのな、キモ眼鏡。ボクは前に痴漢で三回ほど示談したことがあったんだ。でも、でっち上げは一度もやっていない。触られたのは本当のことで、『お金を払うから許してくれ』って向こうから言ってきたんだ。正直痴漢は許せなかったし、男はみんな嫌いだったけど、反省しているみたいだし、警察に突き出すのも可哀想かわいそうかなって思って。だから……」


    　それは幼さ故ゆえの判断ミスだろう。考えてみれば、雅琵はまだ子供なのだ。状況に流され、目先の損得で考え、その結果が将来にどう影響するかの判断ができなくとも仕方ないのかもしれない。


    　安易に犯罪行為を見逃し、金で解決してしまった結果、お金目的で痴漢のでっち上げをしているという認識を周囲に与えてしまったのだ。


    「姫園さんは優しいですね。ですけど、そういうときはまわりの大人にちゃんと相談すべきですよ」


    「あのときは、まわりに大人なんていなかったんだ」


    　雅みや琵びが目を伏せて呟つぶやく。その意味を知ってるからこそ、良りよう二じは歯は痒がゆい思いを抱いだいた。


    　アナウンスが流れ、ホームに電車が入ってくることを告げてくる。しかし、その電車はいつもと感じが違っていた。


    　事件でもあったのか、制服を着た警察官二人が車両の前に待機している。そして電車のドアが開くや、慌ただしく中へと入っていった。


    　しばらくして、警察官に引っ張られるようにして、一人の男が姿を現す。


    「女性専用車両反対！　男性差別をやめろ！」


    　男の叫びで、その車両が女性専用車両であることを良二は知る。だがそれよりも、気になることがあった。


    「兄さん、あの人……」


    『ああ、そうだな。間違いない』


    　浅黒い肌に白髪の混じった頭髪、短気そうな顔立ちは、鏑かぶら木ぎの無罪を主張した証人の一人だ。


    「女性専用車両に男が乗ることは、法律で禁止されていないんだぞ！　なんの罪状があって追い出すんだ！」


    　喚わめき散らす男からは、品性というものがまるで感じられなかった。良二の苦手とするタイプだ。しかし、これはチャンスでもある。


    　彼の口からは鏑木弁護士の冤罪は聞いても、詳しい状況を聞いたわけではない。彼は貴重な目撃者には違いなかった。


    『話をするつもりか？　良二。それなら雅琵を隠したほうがいい』


    　良二は雅琵が隠れるのを待って、警察官たちに唾つばを吐きかけるようにして立ち去ろうとする男に話しかける。


    「なんだ、おまえは？　文句でもあるのか？」


    　どうやら男は良二のことを覚えていなかったようで、不機嫌そうに威い嚇かくしてきた。良二はしどろもどろに先日会ったことを伝え、詳しい話を聞かせてほしいと頼んだ。


    　男は露骨に嫌な顔をし、話すことなど何もないと吼ほえて、立ち去ろうとする。


    「そこをなんとかお願いします！」


    「俺の証言を疑ってるのか!?　あの小娘が嘘うそをついてるに決まってるだろ！」


    「でも、それは──」


    『良二、落ち着けよ。雅琵を退学にするために事実確認をしているだけだと言え。それと女性専用車両にはブスしか乗っていないと同調しろ』


    「兄さん!?」


    　誠せい一いちの科白せりふに良二はぎょっとしたが、冷静に考えると、確かにこの男寄りの立場をとったほうが得策だろう。


    「女性専用車両にはブスしか乗ってないですね。それと僕は姫ひめ園ぞの雅みや琵びさんを退学にするために話を聞きたいだけなんです」


    　良りよう二じが忸じく怩じたる思いを押し殺して、心にもないことを口にすると、男は満足げな笑みを浮かべた。


    「そうだろ、そうだろ。馬鹿な女だけが優遇されて、今の日本は本当に終わってるぜ」


    



    「──女性専用車両を導入したところで、痴ち漢かんの件数は減っていないというデータがあるんだ。それに調査した結果、女性専用車両を利用している多くの女性が、『人が少なくて楽』、『臭いオヤジがいなくていい』という理由で乗っている。痴漢対策とは程遠いのが現状だ。公共の場での男性差別にほかならない。だいたい『男はみんな痴漢』みたいな考えもおかしいだろう。いったい何様のつもりだ！」


    　話を聞くために喫茶店に移動したところ、男が饒じよう舌ぜつに聞いてもいないことを話しはじめた。女性専用車両の悪口を言ったことが男に気に入られる要因となったことに、良二は複雑な思いを抱いだく。


    　男の主張とも不満ともとれる意見を聞き続け、言葉が途切れたタイミングを見計らって、良二は雅琵のことを尋たずねた。途端に男は不満げな渋面をつくる。


    「だからあの小娘が、いきなり弁護士先生の腕を掴つかんで、痴漢だって叫んだんだ。過去にも痴漢のでっち上げをしてたんだろ？　本当、クズだな」


    「あなたはどの位置で、それを見ていたんですか？　姫園さんの位置と、鏑かぶら木ぎ弁護士の位置も教えてください」


    「……おい。俺が嘘うそついていると言うのかよ？」


    　男が不機嫌そうに言う。事実を確認したいだけなのに、明らかに敵意を向けられている気がする。


    「いえ、そういうわけでは。理事会に提出する報告書をつくらなければいけないので……」


    　なんとか機嫌を損ねないようにして状況を聞くが、どうにも情報がぼやけているように感じられた。確かに鏑木の件については淀みなく答えるが、それ以外のことを訊きこうとすると途端に、状況説明があやふやになる。


    　そこを細かく質問していくと、疑われてると思ったのか、だんだんと男は不機嫌になっていき、最後には完全に臍へそを曲げてしまった。


    「……あんたに話すことは何もない。頭から疑ってかかられちゃあ、不愉快極まりない！」


    　男は良二を睨にらみつけながらテーブルをドンと叩たたくと、金も置かず店を出ていってしまった。


    「僕はそんなに、決め付けで質問してましたかね？」


    　力なく誠せい一いちに尋ねる。


    『いや、俺はそうは思わなかったぜ。あの男に聞いたのが、そもそも間違いだったかもな。あいつは女性嫌悪ミソジニーが強すぎる』


    「どうして、そんなに女性を嫌うんでしょう？」


    『……心理学的にみると男根至上主義フアロクラシーが影響しているらしい。「すべての女の性は男の支配下にあり所有物である」と考えているから、女が女性専用車両に乗るのを許せないんだよ。男の所有物であるという立場を否定する行為だから、感情的にカチンとくるんだ。当人たちは否定するだろうが、女性専用車両の問題は、男女差別が主題なんかじゃなく、女による性の拒絶さ』


    「だからあんなに、女性専用車両に文句を言っていたんですかね？」


    『みんながみんなそうだと断言するのは乱暴だが、女の人格を否定するような主張を織り交ぜている奴は、その可能性が高い。「性被害に遭うのは女に隙があるからだ」と言うくせに、いざ女が防衛手段をとると「自意識過剰」「男を犯罪者扱いしている」と文句を言ったりするんだ。ちなみに痴ち漢かんの被害者の多くは未成年だ。電車内の痴漢は「男が女に行う」ものでなく、「大人が子供に行う犯罪」というのがより正確な認識となる。そんな子供にとっちゃあ、女性専用車両は安心を提供してくれるサービスに思えるらしい」


    　──子供が大人の被害に遭っている。


    　その言葉は、良りよう二じの心を深く傷つけた。幼い少女が大人の醜みにくい欲望の犠牲者となる。そんな卑ひ劣れつなことが許されていいはずがない！　そんな大人は人間のクズだ！


    　ましてや教え子に手を出す教師なんて──。


    「うわぁああああああああああああああんっ！」


    　良二はテーブルに突っ伏して泣き出した。


    『うおっ！　なんだ？　良二。急にどうした!?』


    「兄さんの馬鹿ぁああああ～！　兄さんのせいで僕は卑劣なクズになってしまったんだぁあああ～！」


    『お、おう。今さらどうした？』


    「だいたい兄さんに、痴漢を批難する権利があるんですか!?　痴漢よりも最低じゃないですか！」


    『良二、勘違いすんなよ』誠せい一いちが真剣な表情で呟つぶやく。『俺は別に痴漢を否定しちゃいない』


    「本当にクズですね!!」


    



    　その日の午後。良二が職員室の自席に座っていると、憤怒の表情を張りつけた校長がやってきて、黒板を爪で引っかくような怒声を浴びせてきた。授業中なので静しず流るも撫なで子こもおらず、数人の教師がいるだけだ。


    「村むら埜の先生！　あなたはいったい何をやってるんですか！」


    　怒られた理由が一瞬わからなかったが、校長がバンと机に叩たたきつけたビラを見て、なんとなくだが状況を察した。


    「私が連日、鏑かぶら木ぎ弁護士の元へ交渉に向かっているのは知っていますよね!?　我が校の名めい誉よのために私が頭を下げに行ったというのにっ、あなたは何をやっているのです！　先方からこのビラを渡され、どういうことかと叱しつ責せきを受けました！　しかも証人の一人に接触して、嘘うそつき呼ばわりしたそうですね!?　なぜそんな馬鹿な真ま似ねをしたんですか！」


    「それはその……、僕は真実が知りたくて……」


    「真実!?　そんなの決まっているでしょう！　何を馬鹿なことを言ってるんですか！　あなたのやっている行為は鏑木弁護士を嘘つき呼ばわりして、痴ち漢かん犯だと断罪するようなものです！　状況がわかっていますか！　今はこの学園のピンチなんですよ！　いったい誰が責任を取ると思ってるんですか！　あなたにその責任がとれるんですか!?」


    「ですが……」


    「言い訳はおよしなさい！　見苦しい!!　そんな気持ちの悪いフィギュアを握っているから、こんな馬鹿な真似をするんです！　もはや訴えの取り下げは絶望的となりました！　これはあなたのせいですよ！　どう責任をとるのです！」


    　良りよう二じは答えられなかった。あまりの剣けん幕まくに、心臓が鈍い痛みを発する。思考が萎い縮しゆくしたように真っ白になっている。


    　ぎゅっと縋すがるように、「誠せい一いち」を両手で握り締める。それが校長の逆げき鱗りんに触れた。


    「この期ごに及んで、まだそんな卑ひ猥わいなものを握っているのですか！　いい加減になさい!!　まったく反省していない証拠です！　さっさとそんなものは捨ててしまいなさいっ！」


    　怒声とともに、校長がフィギュアを奪い取る。捨てるよう怒鳴られ、反射的に握る力を弱めてしまっていたため、フィギュアは呆あつ気けなく、良二の手を離れてしまった──。
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    「なんとか言ったらどうです！　本当に反省しているのですか！」


    「──反省しているに決まってるだろ。さっきからギャアギャアうるせえぞ、アルパカババア」


    　誠一は眼鏡めがねを外しながら、静かで、それでいてよく響く低い声で言った。


    「──なっ!?　アルパカババアぁ!?」


    　予想外の反応に、校長が素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「反省なんてものはなぁ、やった本人が一番しているもんなんだよ。それに対して、ぎゃあぎゃあ文句を言うのは、単なる八つ当たりだ。てめえのヒステリーはどっかの井戸に向かって叫びやがれ。わかったか、アルパカババア」


    「──なっ!?　ま、また、言いましたね。アルパカババアと。いったい誰に向かって言っているのです!!」


    「便所に行って鏡を覗のぞき込んでみな。そこに映ったのがアルパカババアだ」


    「無礼千万！　このような屈くつ辱じよくは初めてです！」


    「そいつは可哀想かわいそうな人生だな。その年になるまで誰も忠告してくれなかったのかよ。どうりで性格が歪ゆがむわけだ。それと、さっきから誰が責任とるのかと騒いでいたなぁ？　ちょっと考えればわかるだろ？　そんなもん、──あんたに決まってるだろうがっ！」


    　刹せつ那な、誠せい一いちの声が低くドスの利いたものに変わる。校長は思わず唾つばを飲み込んだ。


    「いち教師が責任とるわけねえじゃん。学校の責任者はあんた。大勢のマスコミの前で頭下げるのも、保護者に弁明するのもあんたの役目だ。──状況わかってるか？　ああん？」


    　誠一の科白せりふに、校長は露骨に狼狽うろたえた態度を見せた。


    「大変だよなぁ～。その年になって自分の子供くらいの奴らに質問責めにされるんだぜ。テレビにも顔が映って、孫に『なんでおばあちゃんが謝ってるの？』と言われるんだ。家族も大変だよなぁ。あんたのせいで、いわれのない迫害に遭っちまって。誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようやいたずら電話。孫は学校でイジメに遭うかもな。子供たちも肩身が狭い思いをするだろう。可哀想によぉ～」


    「──くっ！　それもこれもあなたの──」


    「わかってねえなっ！　あんたがどう思おうとも、世間はあんたの責任だと認識するんだ！　見苦しい言い訳はやめな！　責任者だから今まで高い給料もらってきたんだろ？　よかったな。晴れ舞台だ。せいぜい炎上しないよう、謝罪文の内容は注意しろよ！」


    　誠一はぽんぽんと校長の頭を叩たたく。しかし校長は青ざめたまま、ろくな反応を返さなかった。


    「だがな、一つだけ、あんたが頭を下げずに済む方法があるぜ」


    　優しく囁ささやく誠一の声に、校長はぎょろりとした視線を返す。


    「いいか、雅みや琵びを説得できるのも担任である俺だけだし、逆に鏑かぶら木ぎの嘘うそを暴くことができるのも俺だけだ。あんたの未来は俺の手の中にある。この意味が理解できるか？　ん？」


    　校長は答えず、まじまじと誠一の顔を見つめている。


    「『お願いします。男前な村むら埜の様。ヒステリックで哀れで愚かなこのアルパカババアを助けてください』。──言ってみな」


    「──なっ!?」


    　校長は屈辱のあまり、わなわなと全身を震ふるわせた。だが怒りの声はない。唇くちびるを噛かんで、プライドをとるか実益をとるか、必死に思案しているようであった。


    「……な～んちゃって。冗談だよ。アルパカババアにお願いされなくとも、やってやるから安心しろ」


    　からかうように言って、誠一はドアへと向かった。校長と誠一とのやりとりを見ていた二人の教師が、絶句したような表情を向けたまま固まっている。


    「お待ちなさい！　どこへ行くのです!?」


    　校長が威厳を保つように、誠一に問いかける。


    「もちろん、この事件を解決させるのさ。あんたには感謝しているぜ。お陰でこの事件の真実が見えた」


    「真実など、初めからわかっているはずです！」


    「そうだな。だけど、心が曇っている奴らには、それが見えないんだよ。……俺も含めてな。──あいつだけが違ったんだ。すげえよなぁ、ほんと」


    　校長の科白せりふから、誠せい一いちはピンときた。鏑かぶら木ぎと目撃者の二人はグルだ。昨日の今日で鏑木がビラのことを知るのは早すぎるし、目撃者の男と会った事実を知っていることがおかしい。


    　無論、ビラはどこかで拾ったとも考えられるし、今後のことを考えて、目撃者と連絡先を交換していた可能性もあるが、同じ可能性ならば、誠一はグルであるほうが高いと判断した。


    　奴らは初めから痴ち漢かんするつもりで電車に乗っていて、やばくなったら証人役が出てきて、冤罪だと騒ぐ作戦なのだろう。彼らに配ったはずのないビラが、早くも鏑木に届いたことからすると、結構な数の集団だろう。おそらくは、痴漢を目的とした犯罪集団。


    　彼らの情報を掴つかむのに、古いツテがある。誠一はそこを当たるつもりだった。


    「とにかく、俺たちの邪魔はすんなよ、アルパカババア」


    　誠一はそう言い残し、学校を後にした。
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    　朝の通学時間。いつものように電車に乗ろうと列に並んだ雅みや琵びは、前方に見知った顔を見つけた。忘れるわけがない。鏑木正せい義ぎだ。


    　村むら埜のが言うには、彼は痴漢集団の一員らしい。今は村埜の知り合いに依頼して、その証拠を掴もうとしている最中だ。しかし、実際に痴漢をされた雅琵としては、その結果を待たずして彼がクロだという認識がある。沸ふつ々ふつと怒りが湧わいてきた。


    　やがて電車が到着し、人の列が動きはじめる。当然鏑木も電車の中に消えていくが、その動きがどこか変だった。


    　鏑木の前に立つ、黒髪ボブカットの大人しそうな巨乳の女子高生。制服を見るに、うちの学校の生徒のようだ。鏑木はその女子高生の後ろにずっと陣取っており、乗客に押されたりしても、頑かたくなにその位置をキープしている。


    　ピンとくるものがあった。


    　最初は鏑木とは別の車両に乗ろうとしていた雅琵だったが、彼の乗る車両へと移動した。スマホを取り出すと、録画モードを起動させる。ピッという録画開始の音が鳴ったが、特に気にした乗客はいないようだった。雅琵は小柄な体たい躯くを生かして、強引に隙すき間まを抜け、鏑木の斜め後ろに陣取った。


    　そして電車が動き出す。


    　我慢する時間すら惜しいかのように、鏑木はすぐに痴漢行為をはじめた。最初は電車が揺れるのに合わせて、女子高生の体に触れていた鏑かぶら木ぎだったが、相手が大した抵抗をみせないことを確信すると、大胆にもスカートの中へ手を入れてきたのだ。


    　女子高生は小さな抵抗を見せるものの、恐怖で動けないのだろう、泣きそうな表情のままじっと耐えている。


    　雅みや琵びは鏑木の手を掴つかむと、声高々に叫んだ。


    「こいつ痴ち漢かんだ！」


    「な、何を言ってるんだ！　人違──!?」


    　鏑木は最後まで科白せりふを言うことができなかった。遅ればせながら、自分の手を掴んでいるのが雅琵だと気づいたのだ。


    「人違いじゃないぞ！　今回は証拠としてビデオに撮っておいたからな！　言い逃れはできないぞ！」


    「嘘うそをつくな！　私は何もやってないんだ。そんなものが存在するか！」


    　鏑木も慣れたもので、安易に自分の罪を認めようとはしない。よく知らない人からすれば、鏑木の主張も正当なものに聞こえるかもしれない。


    「おい、嬢ちゃん。この男が痴漢したのは事実か？　ビデオがあるんだな？」


    　突然、見知らぬ男が話しかけてきた。短く刈り上げた髪に、がっしりとした体つきをしている。


    「ああ、ばっちり証拠はあるぞ」


    「だとよ。おっさん観念しな。次の駅で降りるぞ。俺も警察が来るまで一緒にいてやるよ」


    「あ、僕も付き合いますよ。痴漢は許せないですし」


    　ほかにもう一人、大学生風の男が手を挙げて名乗り出てくれた。


    　雅琵は心の中で安あん堵どの息を吐く。許せないという感情で動いてしまったが、よくよく考えると、自分ひとりでは大の大人を駅の事務所まで連れて行くのは現実的ではない。名乗りを挙げてくれた者がいてよかった。


    　雅琵たちは次の駅で電車を降りた。二人の男に両脇わきを抱かかえられている鏑木は往生際が悪く、ずっと自分の無罪を主張し続けていた。


    　被害者の女子高生は学校があるからと言って、電車を降りなかった。いまだ心の整理がつかず、事が大きくなりすぎて怖くなったのだろう。その気持ちはよくわかる。


    　雅琵は女子高生の連絡先を聞いて、彼女を解放した。


    「おい、どこに行くんだよ？」


    　雅琵は刈り上げの男に疑問の声を投げかけた。彼が向かおうとした先は、駅の事務所ではなく、改札口のほうだ。


    「この先に交番があるんだよ。別に駅員に報告する必要もないだろ？」


    　確かに言われてみればそうかもしれない。最終的には警察に突き出せばよいだけだ。


    　やがて雅みや琵びたちは、人ひと気けのないパチンコ屋の駐車場にたどり着く。雅琵は首を傾かしげた。


    「おい、交番はあっちじゃないのか？」


    「ああ、そうだな。交番はあっちだ」


    　雅琵の問いかけに、男はおどけたように答え、次の瞬間、雅琵の顔に光るモノを突き付けてきた。──ナイフだ。


    「おっと、大声を出すな。下へ手たに動くのもなしだぜ。でないと、あんたの顔に一生ものの傷が残ることになる」


    「──なっ!?　卑ひ怯きようだぞ！」


    「大声を出すなと言っただろう！　馬鹿なのか！」


    　雅琵は混乱する。状況が理解できない。なぜこの男はこんな行動をとったのか？　だがその疑問はすぐに氷解した。


    「鏑かぶら木ぎさん、気をつけてくださいよ。僕らの機転がなければ、本当ヤバかったですよ」


    　言ったのは大学生風の男だ。その科白せりふから最悪の事態を想像する。まさか、彼らは──。


    「すまなかった。いや、危ないところだったよ。しかし、小娘。おまえは運がなかったな。この私に恥をかかせおって。無事に帰れると思うなよ」


    　鏑木がにやにやと、憎らしい笑みを浮かべる。雅琵は自分の軽率な行動を呪った。奴らは集団で行動している。それは理解していたはずだ。


    　この刈り上げの男も、大学生風の男も、鏑木の仲間──集団で痴ち漢かん行為をする犯罪集団のメンバーだったのだ。


    「すぐに迎えの車がくる。大人しく追いてきてくれるよな？」


    　大学生風の男がにやりと好色な笑みを浮かべて告げる。


    　──これからどんな目に遭うのか？　それを想像すると生きた心ここ地ちがしなかった。


    　犯罪集団に拉ら致ちされて無事で済むはずがない。ぽっかりと体の中心に穴が開いたような絶望が襲ってくる。


    （キモ眼鏡めがね、助けて──）


    　心の中で良りよう二じに助けを求めたが、その声は誰にも届かなかった──。
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    　良二は学校の人気のない屋上へと向かう階段のところで、電話を受けていた。相手は誠せい一いちの古いツテらしい「暴き屋」という人物。なんでもクラッキングや不法侵入などをして、情報を入手してくるイリーガルな存在らしい。


    　その暴き屋からの連絡によれば、やはり鏑木弁護士は裏で痴漢の犯罪に手を染めているらしい。彼が会長を務める「痴ち漢かん冤えん罪ざいダメよの会」の裏の顔は、集団で女性を痴漢し、その記録を会報と称して愛でたりする、卑ひ劣れつな犯罪集団「痴ち漢かんを愛する会」だと言うのだ。


    　会員の中には、その実体を知らない純粋な痴ち漢かん冤えん罪ざいの被害者もいるだろうが、自分たちで痴漢をやっておいて、いざとなったら冤罪だと騒ぎ立てる思想に、良りよう二じは強い不快感を覚えた。


    「やりましたね、兄さん。これで裁判に勝てますよね？」


    　暴き屋との電話を切り、誠せい一いちに話しかけた。


    『いや、この証拠は裁判では使えねえよ』


    「え？　どうしてですか？」


    『これは違法に入手したもんだ。下へ手たにつつけば、こっちまで咎とがめられることになる』


    　良二は歯噛がみした。自分だけならまだしも、協力してくれた暴き屋にまで迷惑をかけるわけにはいかない。


    「じゃあ、どうすれば……」


    『一番手っ取り早いのはネットに流出させることだな。暴き屋なら鏑かぶら木ぎのパソコンにウイルスを仕込んで、ネットに流出させることも可能だ。それで鏑木の社会的信用は地に落ちる。しかし、それでも鏑木自身が逮捕されることはないだろう』


    「どうしてですか？」


    『組織にはトカゲのしっぽがいるのさ。仮に雅みや琵びの痴漢についての会報があったとしても、冤罪の話を元に書いたフィクションだと主張されれば、証拠としての威力は失う』


    「それじゃ刑事告訴は？　そのつもりで暴き屋さんに協力を依頼したんじゃ？」


    『鏑木が痴漢集団の長だとしても、雅琵の過去が消えるわけじゃねえから、世間のイメージじゃ、同類の争いに受け取られる可能性がある。マスコミなんかは面白おかしく書き立てるかもな。「痴漢の王様ＶＳでっち上げ女子高生。真実を言ってるのはどっちだ！」って感じで』


    　それじゃ駄目だ、と良二は思った。それでは雅琵の生活に平穏は戻ってこない。


    『──良二。もう一度俺に代われ。それですべて解決させてやる』


    「え？　でも、確実な証拠はないんでしょ？　どうやって？」


    『俺が暴き屋に鏑木のことを調べさせたのは、裁判で勝てる証拠がほしかったからじゃねえ。俺が雅琵を信じるために必要だったのさ。わりぃな、良二。俺はたった今まで、雅琵が嘘うそをついている可能性を完全には捨てきれていなかった』


    「……薄々は気づいていました。それでも兄さんは僕たちに協力してくれた。感謝してます」


    『こっから先は人の道を踏み外した俺の領域だ。ちょっくら鏑木を脅してから、痴漢の事実を認めさせてくる』


    　どす黒い自信に満ちた瞳ひとみで、荒こう唐とう無む稽けいなことを宣言する誠一に、良二はひどく得とく心しんしてしまった。


    　誠一がどんな人物なのか、実はいまだよくわかっていない。けれども警察の話や、彼が紹介する人物の破天荒さから、誠一が自分の常識の範囲外にいることは容易に想像できる。


    　彼が「事実を認めさせる」と言った以上、相手が弁護士だろうが、政治家だろうが、おそらく誠せい一いちはやってのけるだろう。誠一にはそんな凄すごみがある。


    　そのときだ。


    　再び良りよう二じのスマホが鳴った。着信を見ると暴き屋とある。何事だろう。嫌な予感がした。


    　そして、その予感が的中する。


    　暴き屋が痴ち漢かん団体の情報網を盗み見ていたところ、雅みや琵びが拉ら致ちされたとの情報が流れてきたそうだ。なんでも会長の鏑かぶら木ぎが痴漢をしていたという証拠を、雅琵がビデオに収めたらしい。しかし、拉致された雅琵がどこへ連れ去られているのかは、すぐにはわからないとのことだった。


    『雅琵の居場所なら、おそらくわかるぜ』


    　電話の内容に聞き耳を立てていた誠一が口を挟んできた。


    『スマホのアプリに「ツンデレストーカー」ってあるだろ？　それを起動しろ』


    　良二は言われたとおり、アプリを起動する。今まで気づかなかったが、いつの間にインストールされていたのだろう。


    「なんですか、これ？」


    『雅琵とデートした日、あいつに狐のストラップをプレゼントしただろ？　あれには実はＧＰＳがついている』


    「──ぶっ！　兄さん!?　なんてものをプレゼントしてるんですか！」


    『雅琵攻略の鍵は、「あいつの居場所を知ること」だっただろ？　だから、居場所がわかるような対策を施ほどこしておいたんだよ。そう目くじら立てんな。こうやって使う機会もあったんだしよ』


    　誠一の非常識ぶりには呆あきれたが、確かに今はこれが重要な役割を担っている。


    　アプリが起動し、地図が表示され、雅琵の位置をシンボルで指し示す。シンボルは移動していて、移動速度は四十キロと出ていた。車で連れ去られている最中なのだろう。


    「警察に連絡します」


    『いや、待て。警察には連絡するな』


    「どうしてですか？」


    『おまえが日本の警察にどんなイメージを抱いだいているかは知らねえが、こういう場合現場に向かうのは制服組だ。企業で言えば新入社員に近い。ちょっと前までは普通に高校生をやっていて、体を動かすのは好きだが、勉強はちょっと苦手って連中が大半だ。無論、大卒の警察官もいるが、地方上級を受ける時点で、そこまで頭がいいってわけじゃない』


    「何が言いたいんですか？」


    『制服組は弁護士先生には頭が上がらないってことだよ。そりゃ相手が現行犯なら頼りになるが、弁護士先生が法律用語を使いまくってごねた場合、あっさり追い返されてしまう可能性が高い。さらに最悪なのは、警察が来たことで動揺して、被害者に危害を加えるケースだ。実際にそれが原因で起こった殺人もある』


    「そんなっ！　殺人のほうが罪が重いでしょうに」


    『小さな嘘うそを隠すために大きな嘘をつくように、小さな犯罪を隠すために、さらに大きな犯罪をしてしまうことは多々あるのさ。往生際が悪い生き物なんだよ、人間は。とにかく今回のケースでは、犯人側にまだ心の余裕がある。命を奪うようなことをする前に、エロいことをするはずだ』


    「なんですか!?　その理屈は？　姫ひめ園ぞのさんの貞操を守るのも大事でしょう！」


    『貞操と命だったら、どっちを取る？　今回はそんな話だ。とにかくだ、良りよう二じ。俺に代われ。必ず雅みや琵びを助け出してやる』


    「……僕の教え子とかにエッチなことをするのは禁止ですよ」


    『それは却下だ』


    「速攻で拒否ですか！　ここは嘘でもいいから、手を出さないと誓う場面でしょうが!!」


    『──わかった。約束するぜ、良二。俺はおまえの教え子に手を出したりはしない。おまえが次に目を覚ましたときには、すべてをベストな状態で終わらせといてやる。だから、俺に代わってくれ！』


    　良二は再び頬ほおを弛めた。もはや心に蟠わだかまった心配も不安も、力強い風が押し流してくれる。こんなにも頼れる兄がいることを誇りに思う。


    「了解です、兄さん。後のことは頼みますよ」


    　そして良二は初めて、自分の意志でフィギュアを手放した──。

  


  
    



    　　　第八話　誰がための物語


    



    　雅みや琵びを乗せた車は、やがて閑静な高級住宅地の一角に停車した。どことなく高級そうな雰ふん囲い気きが漂っている二階建ての一軒家に連れていかれる。どうやら鏑かぶら木ぎの家らしい。


    　広い玄関の先には二階へ上る階段があり、その裏には地下へと続く階段があった。雅琵はその地下のほうへと連行されていく。


    　地下は応接間のような作りで、ソファやテーブルが置いてあり、すでに四人の男たちが集まっていた。車に乗ってきた連中も合わせると、全部で八人になる。


    「あっ！　おまえらは！」


    　その男たちの中に見知った顔を見つけ、雅琵が声をあげる。女性専用車両反対と叫んでいた白髪の目撃者と、サラリーマン風の目撃者。彼らが鏑木の仲間だという可能性はすでに知っていたが、こうして目まの当あたりにすると、沸ふつ々ふつと怒りが湧わいてくる。


    「やっぱりグルだったんだな！　ボクを痴ち漢かんしたくせに、寄ってたかって痴ち漢かん冤えん罪ざい扱いしやがって！　許さないんだぞ！」


    「はん！　許さないならどうするんだよ。せっかく会長が、おまえみたいな小娘を選んで痴漢をしてくださったというのに、逆恨みで騒ぎやがってよぉ。光栄に思うべきだろ？」


    　男の勝手な言い分に、雅琵は心底腹が立った。痴漢をされて光栄に思う女などいない。


    「おい、小娘。僕のことは覚えているか？」


    　ひょろりと顔の長い三十歳くらいの男が話しかけてきた。どこかで見たような気がするが、よく思い出せない。


    「もしかして忘れたのかよ!?　やっぱり女って最低だよな！　俺だよ！　去年、中学生だったあんたを痴漢して、示談金を払った者だ！　ガキのくせに風俗代の何倍も金とりやがって！」


    「なに言ってんだ！　示談金を支払うと言い出したのは、そっちのほうだろ？」


    　ようやく彼のことを思い出した雅琵は、憤いきどおりを吐き出した。


    「当たり前だ！　警察に連れて行かれたら終わりだからな！　痴漢されたくらいで、ぎゃあぎゃあうるせえんだよ！　この勘違い馬鹿が！」


    「なっ！　ボクは馬鹿じゃないんだぞ！　痴漢するほうが悪いんじゃないか！」


    「──痴漢は悪くない」


    　厳おごそかで貫禄のある声が響く。鏑木だった。


    「いいか、もう一度言うぞ。痴漢は悪くない。痴漢を悪だと定義する世の中が間違っているんだ！」


    　鏑木の科白せりふに、男たちが「そうだ、そうだ」と同調する。


    「痴漢とは、人生が終わるかもしれないというスリルと若い女の体を堪能できるという、最高のハンティングだ。だがな、──本当に人生終わらせたら駄目だろぉおおおおお!!　なんで警察に突き出すんだよぉおおおおっ!!」


    　鏑かぶら木ぎの絶叫に、周囲が「おおおおっ！」と歓声をあげる。異様な空気が形成されつつあった。


    「空気の読めない馬鹿な女に制裁を！」


    「触ったくらいでいちいち大騒ぎする自意識過剰女たちに復ふく讐しゆうを！」


    　男たちが声を張り上げる。


    「おまえたち女の価値は、男を満足させることでしか得られないんだ！　そんなこともわからない低脳どもめ！　地獄で後悔するといい！」


    　地獄という単語に、頭が真っ白になりそうな恐怖を覚える。


    「ボ、ボクをどうするつもりだ！」


    「聞くまでもないだろう。私たちはもっともっと痴ち漢かんライフを堪能したいからな。警察に捕まるわけにはいかない。つまり、貴様を無事に帰す気はないというわけだ。先ほど知り合いのヤクザに連絡しておいた。じきに貴様を受け取りにくるだろう。彼らに連れていかれたら、どうなるかは詳しくは知らないが、おそらく凌辱の限りを尽くされ、薬漬けにされ、最後は海外に売り飛ばされるだろうなぁ。可哀想かわいそうだが、これも自じ業ごう自じ得とくというやつさ」


    　鏑木がニヤリとサディスティックな笑みを浮かべながら言い放った。一切の憐れん憫びんも抱いだくことのない残忍な態度。この男は、女性にも人格や心があるという事実を理解できないのであろう。


    「そ、んな……。嫌だ……よう。そんなの嫌だよう……」


    　雅みや琵びの両目からぽろぽろと大粒の涙が溢れだしてくる。これではまるで、あの反面教師の老婆が語った人生そのものではないか。


    　そんなふうになりたくないと思い、必死に心を入れ替えて頑張ってきたのに、結局は人生を変えることはできなかったのか。


    　どこで道を誤ったのだろう？　痴漢をされても、大人しく我慢をして堪えていれば、それでよかったのだろうか。痴漢を捕まえることはそんなに悪いことなのか？


    　涙を流す雅琵の前に鏑木は無言で立つと、おもむろに自分のチャックを下した。汚らしいモノが飛び出してきて、雅琵は思わず顔を背そむけた。


    「くわえろ」


    　短く、鏑木が命令する。意味がわからなかった。泣いている女の子に対して、いったい何を言ってるのだろう。


    「くわえろ、と言ってるんだ。自分の立場がわかっているのか!?　私の気分次第で、貴様をヤクザに受け渡すかどうかが決まるんだぞ！」


    　胸の奥が爛ただれるように痛くなった。困惑と混乱と嫌悪と渇望とが複雑に混じり合って、歪に雅琵の思考を閉塞していく。


    　──あれを口にくわえれば、悲惨な人生を避けられる。


    　その答えは、まるで地獄に垂らされた一本のクモの糸のように思えた。拒否するような考えなど浮かばない。今はただ、襲い来る絶望からなんとしても逃げ出したかった。


    　雅みや琵びは吸い寄せられるように、鏑かぶら木ぎの股こ間かんに顔を近づける。雅琵を拘こう束そくしていた力は、ほどけるように消えていった。


    　強烈な臭いとグロテスクな外見。痺しびれるような苦味に思わず吐き気を催もよおしたが、雅琵は必死に我慢して、それを口で刺激した。どうすればいいか知識がまったくない状態で、ただただ一心不乱に舌と顔を動かす。


    「うおおぉ！　ＪＫのお口とはこんなにも素晴らしいものなのかぁ～」


    　鏑木が満足げな声を漏もらす。口の中でアレの大きさが、一回り大きくなったような気がする。


    「おい、俺のも擦れ！」


    　隣にいた男が、切羽詰まったような声を出して、雅琵の手にそれを握らせてくる。


    「こっちもだ！　早くしろ！」


    　今度は反対方向。雅琵の髪の毛を汚らしいそれに巻き付けて、しごいている痴ち漢かんもいた。


    　跪いた格好で、両手と顔を懸命に動かし、必死に痴漢たちに快感を与えていく。


    　惨みじめで情けなくて、でも怖くて、絶望から逃れたくて、雅琵は涙で頬ほおを濡ぬらしながら、積極的に屈くつ辱じよく的な奉仕を行った。


    「うっ！　出すぞ。服にかけさせろ！」


    　やがて鏑木が声をあげると、くぐもった嬌きよう声せいとともに白いものを発射する。雅琵のブレザーは鏑木の汚らしい体液で穢されてしまった。


    「ふう～。なかなか良かったぞ。これなら存分に可愛かわいがってもらえるだろう。安心してヤクザに引き取られるがいい」


    「──なっ！　なんだよ、それ！　くわえたら帰してくれるって言っただろ!?」


    　雅琵は真っ青になって抗議した。話が違う。


    「何を言ってるんだ？　誰がそんな約束をした？　私は気分次第でそれが決まると言っただけだ。勝手に解釈して文句を垂れるな。これだから女は馬鹿だと言われるんだ」


    「卑ひ怯きようだぞ！　最低だ！」


    　しかし鏑木は答えず、にやにやと嗜虐的な表情で雅琵を見下ろしていた。騙だまされて必死にやりたくもない奉仕を頑張った事実に、雅琵は情けなくなるとともに、忸じく怩じたる思いを抱いだく。なんて愚かなのだろう。


    「ほら！　動きを止めるな！　ちゃんと擦れよ！」


    　雅琵に手で擦らせていた痴漢が、再びそれを握らせてくる。


    「っていうか、我慢できねえぜ。鏑木さん、やっちゃっていいですか？」


    　痴漢の科白せりふに雅琵は血の気が引く思いだった。白馬の王子様のために大事にとっておいた初めてを、こんな連中に散らされるのだけは嫌だと思った。


    「それだけは許して！　お願い！　ボクはまだ処女なんだ！」


    　雅みや琵びの必死の懇願は、彼女の意に反して痴ち漢かんたちを喜ばせる結果となる。


    「おい、処女だってよ!?　どうする？」


    「誰が最初にやるんだ？」


    「ぜひ俺にやらせてくれ！」


    「ふざけんな！　くじ引きだろ！」


    「──待て」


    　興奮気味になる痴漢たちに、冷静な言葉が浴びせられる。鏑かぶら木ぎだった。


    「処女か。これは困ったな。ヤクザが引き取りにきたときに、私たちが処女を奪ってしまっていると、トラブルになるかもしれん。手は出さないほうがいいだろう。口と手で我慢しろ」


    「そんな～、鏑木さん。そんなの生殺しですよ。黙っていればバレないんじゃないですか？」


    　痴漢の一人がしつこくせがむが、鏑木は首を縦に振らなかった。


    　そのときだ。来客を告げるインターホンの音が鳴り響いた。


    「噂うわさをすれば、だな。お迎えが来たようだ。少し早いみたいだが、まあいいだろう」


    　雅琵の目に再び、涙があふれてきた。本当に自分はもう、まともな世界には戻れないのだ。裏社会の掃き溜めのような場所で、人間としての尊厳も失い、最期は悲惨な死に方を迎えるのだろう。


    （助けて……。助けてよ、キモ眼め鏡がね）


    　雅琵は必死に、心の中で村むら埜のの名前を呼んだ。前回もそれで駆け付けてきてくれた。


    　──案外、俺がおまえの言う『白馬の王子様』かもしんねえぞ。


    　村埜の科白せりふが思い出される。そうだ、と雅琵は思った。


    　村埜は雅琵にとって白馬の王子様なのだ。真剣に自分のことを考えてくれ、みんなが痴漢でっち上げだと疑っているなかで、最初から最後まで信じてくれた。そしてピンチのときには助けにきてくれる頼れる存在。だから──。


    



    「おうおう、楽しそうなことやってるなぁ」


    



    　地下室のドアが開けられ、場違いに陽気な声が聞こえた。


    　雅琵は思わず期待に目を見開く。まさか村埜が──。


    　しかし、ドアから現れたのは、如い何かにも悪そうな風ふう貌ぼうをした六人の男たちだった。纏まとっている雰ふん囲い気きが、痴漢たちとは明らかに違う。別格の存在。裏社会の人間だ。


    「ようこそおいでくださいました」


    　鏑木がまるで別人のような態度と声で、手もみをしながらヤクザたちを招き入れる。


    「いいってことよ。俺と鏑木ちゃんの仲じゃん。で、その子が例の女子高生？」


    　短髪のヤクザはにこやかな表情を浮かべているが、その瞳ひとみの奥底には、冷酷で威圧的な光が宿っていた。雅みや琵びは本能的にすくみ上るような恐怖を覚える。


    　雅琵の近くで下半身丸出しにしていた痴ち漢かんたちも服を整えながら、萎い縮しゆくしたようにヤクザの視界から逃れた。


    「はい。しかも処女らしいですよ」


    「おおっ、初もんかぁ。おまえたちよく我慢したな。あんな可愛かわいい子が処女だったら、俺ならすぐにやっちゃうね」


    「私どもは痴漢が専門ですので。あははは」


    　鏑かぶら木ぎが、さもおもしろいことを言ったと言わんばかりに笑った。


    「でも、汚しちゃってるみたいだね」


    「え？　はぁ、すみません。その、そっちのほうは我慢できずに……」


    「いや。いいって、いいって。俺らに気を遣わなくとも。捕まえたのは君たちなんだから。どう？　今からその子やっちゃうけど、参加したい奴は自由にいいぞ」


    　しかし痴漢たちは、そんなヤクザの申し出に曖昧な笑みを浮かべて、不参加の意志を示した。雰ふん囲い気きに気け圧おされて、いやらしい気持ちが消え失うせてしまったのだろう。鏑木に断って、すごすごと上の階へと避難していく。


    　地下室には六人のヤクザと、立場上立ち去ることのできない鏑木、そして雅琵の八人だけが残った。


    「それじゃあ鏑木ちゃん、今からあの女子高生が初体験を迎えるからビデオ撮っておいて。ああ、スマホでいいよ。最近はそっちのほうがリアリティ出るとかで人気あるから」


    　言って、短髪のヤクザをはじめ、五人のヤクザが雅琵に近づいてきた。ビシッと背広を着こなした残る一人は、我関せずといった感じで壁に背中を預ける。その白い手袋をはめた手には、長い棒状の得物が握られていた。


    「来るなっ！　こっちに来るなよぉ！」


    　雅琵は半泣きになりながら叫んで、一六畳ほどの室内を逃げ回った。


    「いいね、いいね。やっぱりそう来なくっちゃ。楽しくないよね」


    　五人のヤクザたちは、ハンティングを楽しむ猫のように雅琵を追いかけ回し、ついに雅琵を捕まえることに成功する。


    「や、やめろよ、馬鹿～っ！　放せよっ！」


    「雅琵ちゃん、見た目によらず口が悪いね。でも俺、そういうの好きだぜ」


    　ヤクザたちが剥ぎ取るようにして、雅琵の衣服を脱がしていく。


    「おい、靴下は絶対に脱がすなよ。裸に靴下は最高のトッピングなんだ」


    　サングラスの男が力説したため、雅琵は靴下だけを残して、すべて衣服を剥ぎ取られてしまった。誰にも見せたことのない真っ白な裸が、ヤクザたちの卑ひ猥わいな視線の元にさらされる。


    「見るなっ！　馬鹿っ！　見るなよぉ～」


    　マッチョなヤクザが雅みや琵びの両手を、サングラスのヤクザと入れ墨のヤクザが、それぞれ雅琵の両足を押さえつけていた。貧弱な雅琵の力では拘こう束そくを解くことができず、大事な部分を無防備にさらけ出す。顔から火が出るほどの羞しゆう恥ち心しんが襲ってきた。


    「おい、こいつ本当に女子高生かよ。ガキみてえにつるっつるじゃねえか。割れ目もピッタリで肉が見えてねえぞ」


    　スキンヘッドのヤクザが小馬鹿にしたように言う。雅琵は羞恥と屈くつ辱じよくで消え去りたい気持ちになった。


    「胸もふくらんじゃいるが、ちょっと小さめだな。しかしその割には乳首がやや大きい。いいねぇ、俺はこのくらいのバランスが大好きなんだ」


    「馬鹿っ！　なに詳細に解説してるんだよ！　頭おかしいんじゃないのか!?」


    「さて、口が悪い雅琵ちゃんの感度のほうはどうかな？」


    　言って、短髪のヤクザが雅琵の乳首に吸い付いた。


    「んひっ！」


    　短髪のヤクザは雅琵の乳首を舌で転がしたり、ときに舌先でつつき、吸い上げたり甘あま噛がみしたりして、丁てい寧ねいに性感帯を刺激してくる。そしてもう一方の乳首も、舌と動きをリンクさせたような絶妙のリズムで、指で弾いたり、指でこねくり回したりして弄んでいる。


    　波のように襲ってくる未知の刺激に、雅琵の口からひっきりなしに甘い吐息が漏もれ出ていた。


    「じゃあ、俺もやるか」


    　スキンヘッドのヤクザが言って、雅琵の股こ間かんに顔を埋うずめる。


    「んぁああああああっ！　馬鹿っ！　そんなところ舐なめるなよ！　き、汚い……から」


    「女子高生の肌はやっぱり最高だな。つるつるしているし、ハリもいいし、それでいてまろやかだ」


    　足を押さえていた入れ墨のヤクザとサングラスのヤクザも愛撫に参加してくる。太ふと腿ももに舌を這わせ、脇腹やお尻しりを指で刺激してくる。


    　もう何がなんだか分からなかった。どんなふうに触られているかも分からないまま、未知の刺激が波のように襲ってくる。


    「さてと、そろそろ準備オッケーかな」


    　どこか遠くから聞こえてきた声に、雅琵のわずかに残った理性が反応する。冷水をかけられたように一気に頭が覚醒した。


    「だ、駄目っ！　やめて！　お願いだから！」


    「よかったな、雅琵ちゃん。初めての相手が俺で。──こいつで処女を奪われたら、もう普通のじゃ満足できない体になるぜ」


    　おどけたように言う短髪のヤクザのナニを見て、雅琵は血の気が引いた。それは普通の男たちのモノとは違い、明らかに人工的に手を加えられていた。あんなもので貫かれたら、頭がおかしくなってしまうだろう。


    「いや、……やめて。嫌だよう。それだけは──」


    　雅みや琵びは必死に抵抗するが、やはりヤクザたちの拘こう束そくを解くことはできなかった。


    「ほうら、雅琵ちゃんは今から大人の女になるんだぜ」


    「ううっ、……お願いだから、それだけは……」


    「だ～め。雅琵ちゃんは、ここで大人になるんだ」


    「……誰か、助けてよぉ」


    「誰も助けになんか来ないよう。ほら、ぐちょぐちょのあそこに、俺のが当たってるぜ。わかるか？　俺がちょっとでも腰を動かせば、晴れて処女喪失だ」


    　雅琵は絶望で気を失いそうだった。これを受け入れたとたん、自分の中の大切な何かが壊れてしまう。もう後戻りできない、大きな人生の傷を負ってしまうに違いない。


    　嫌だ、と思った。


    　そんな人生は望んでいない。


    　誰か、ここから救い出してほしい。


    　白馬に乗った王子様が現れて、こいつらをぶっ飛ばして、自分を救ってほしい。そう、願った。


    　だけど、クズの元には白馬の王子様は現れない。


    　クズの元に集まるのはクズだけだ。


    　だから、自分を助けてくれる人は誰もいない。


    　──それでも、叫ばずにはいられなかった。


    　クズな自分を信じてくれるあの人の名前を──。


    「助けてぇええええええええ!!　キモ眼め鏡がねぇえええええええええええええええ!!」


    



    　ドゴォオオオオオオオオオオオオオオオン!!


    



    　次の瞬間、凄すさまじい音が地下室に響き渡った。


    　誰もがぎょっとして、轟音がした方向、──入り口のほうを覗う。地下室の入り口を塞ふさいでいた重いドアが、床の上でカタカタと跳ね回っていた。


    　先ほどの轟音は、このドアが吹き飛んだ音なのだ。誰もがその事実を理解し、そして怪け訝げんに思った。なぜ、そのような現象が起こるのかと。


    　ドアの動きが収まると同時に、入り口から一人の男が姿を現した。


    



    「よお。しばらく見ない間に、ずいぶんとモテモテじゃねえか、雅琵」


    



    　地下室に場違いに陽気な声が響いた。けれどもその声は優しく耳に届き、力強く胸に響き渡る。熱いものがこみ上げてきた。雅みや琵びの頬ほおを一筋の涙が流れ落ちる。


    「遅いよ、キモ眼め鏡がね」


    「なに言ってんだよ。ベストなタイミングじゃねえか」


    　担任の教師である村むら埜のが、すべての絶望を打ち消すかのようなオーラを持って、そこに現れたのだ──。
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    「な、なんだ貴様は!?　どうやってここに入ってきた？」


    　鏑かぶら木ぎが動揺の声をあげる。なんともズレた問いかけだな、と誠せい一いちは鼻で笑った。


    「普通にドアから入ってきたぜ。……ここと同じようにな」


    　誠一の応えに、鏑木はぴくぴくと頬を痙けい攣れんさせる。


    「上の連中は何をしていたんだ!?　全員帰ったのか？」


    「帰っちゃいねえよ。『痴ち漢かんを愛する会』の連中なら、仲良く上でおねんねしてるぜ。ただし首の角度が変だから、起きたとき寝違えているかもな」


    「ち、『痴漢を愛する会』だと!?　な、何を言ってるんだ、貴様は」


    「おいおい、この期に及んですっ呆とぼけるなよ。話が長くなるだろ？　てめえら『痴ち漢かん冤えん罪ざいダメよの会』が実は痴漢団体『痴漢を愛する会』だってことは調べがついているんだ。当然証拠もある。おまえはもう終わりだよ、鏑木正せい義ぎ」


    　自信満々に言い放つ誠一の科白せりふに、鏑木は憤怒の形相で睨み返してきた。


    「どうでもいいけどよ──」


    　不機嫌そうにいったのは短髪のヤクザだ。


    「俺を無視して仲良くおしゃべりしてんじゃねえよ。状況わかってんのか。おいっ！　ヤクザ舐なめんなよ！」


    「そっちこそ状況わかってんのか？　俺の可愛かわいい生徒に、そんなことをしておいて、ただで帰れると思うなよ」


    「ああ～、なんだこら！」


    　サングラスのヤクザがゆっくりと立ち上がった。肩で風を切りながら誠一の正面に立つ。


    「てめえ、馬鹿なのか？　ああっ！　明日のてめえはコンクリ詰めにされて海の底だぞ！」


    「最近のヤクザの科白は、天気予報士みたいだな。明日の俺の心配より、今日の自分の心配をしたらどうだ？」


    　誠一の科白にサングラスは鼻で笑うと、次の瞬間血走った眼を見開いて、拳こぶしを振るってきた。


    　だがその拳こぶしを、誠せい一いちはあっさりと受け止める。


    「──なっ！」


    　そのままサングラスの腕を極めて反対方向を向かせると、背中を蹴けりやった。サングラスは頭からソファに突っ込み、惨みじめな醜態をさらす。


    「おい、調子にのんなよ、コラッ！」


    　短髪が凄すごんで立ち上がり、雅みや琵びを押さえていたほかの三人も、彼に倣うように立ち上がった。そして、つかつかと歩み寄ると、誠一を取り囲む。サングラスも加わり、全部で五人だ。


    「雅琵。今のうち服でも着たらどうだ？」


    　しかし誠一は目の前のヤクザを無視して、自由となった雅琵に声をかけた。当然、ヤクザたちは激げき昂こうし、誠一に襲い掛かってくる。


    　短髪が猛烈な右フックを打ち放つ。だが誠一は、あっさりそれをかわすと、勢いをつけて態勢を崩した彼の尻しりを蹴とばした。


    「舐なめんな、コラッ！」


    　スキンヘッドと入れ墨が、ほぼ同時に襲い掛かってきた。誠一はひょいっと頭を下げて二人の攻撃をかわすと、スキンヘッドの後ろ襟えりを掴つかんで、そのまま投げ飛ばす。入れ墨にぶつけて、二人一緒に行動不能にしてやった。


    　ふとマッチョなヤクザのほうを見ると、彼はテーブルを持ち上げていて、そのまま誠一めがけて振り下ろそうとしていた。誠一は素早く彼の懐に入り込むと、両手でテーブルを持つため無防備となった彼の股こ間かんを蹴り上げる。


    「うおっ！」


    　蹲うずくまるマッチョの上にテーブルが落ちてきて、彼を押し潰つぶした。当然、誠一は素早くそこから離れている。


    「てめえ、ぶっ殺す！」


    　叫んでナイフを取り出したサングラスめがけて、


    「オラッ！」


    　誠一は拳を振るった。サングラスは空中で二回転半すると、頭から床に突き刺さって気絶する。


    「────なっ！」


    　周囲の息を飲む気配。通常は殴られた相手が空中で回転することなど、あり得ないことだ。現実離れした出来事に、ヤクザたちの表情に怒りとは別の感情が浮かぶ。


    「ま、まさかその技はっ！　伝説のヤクザ最強悪鬼・村むら埜の誠一の三回転半パンチ!?　馬鹿なっ！　じゃあ、あんたは!?」


    「落ち着けっ！　最強悪鬼は死んだ。もういないんだ。あいつが村埜誠一さんのはずがねえ！」


    　スキンヘッドの科白せりふに対し、短髪が宥なだめるように言う。


    「まあ、そうだな」


    　誠せい一いちは嘆息して言った。


    「最強悪鬼が死んだのは事実だ。だから俺は、今さら同じ生き方をする気はねえ。今は可愛かわいい弟を見守るフィギュアな兄さんだ」


    「意味がわかんねえぞ、コラッ！」


    　誠一の後ろから、入れ墨が襲いかかってきた。誠一は後ろを振り返ることなく、彼の攻撃を避けると、腹に膝ひざ蹴げりを食らわせた。


    「うぐっ！」


    　宙に浮かび上がった入れ墨をぶん殴り、壁に叩たたきつける。ずるずると壁を滑り落ちた彼は、ぴくりとも動かなくなった。


    「糞がっ！　ぶっ殺す！」


    　マッチョが、サングラスの落としたナイフを拾って突進してくる。誠一はその手を掴つかみ、捻り上げてナイフを手放させると、頭突きを食らわせた。怯んだ彼の顔をぶん殴り、二回転半させる。


    「よく見たら二回転半しかしてねえぞ！　死ねや！　偽物！」


    　短髪が懐から拳銃を取り出して構えた。だが、その銃口の先には誠一はいない。彼が気づいたときには、すでに誠一は目の前にいた。引き金を引くよりも速く短髪はぶん殴られ、床に頭から突き刺さった。
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    「ま、待て！」


    　戦意を失ったスキンヘッドに、問答無用の回し蹴げりを食らわせる。スキンヘッドは壁に頭から突っ込み、そのまま気絶してしまった。


    「な、なんだと!?」


    　鏑かぶら木ぎが動揺の声をあげる。まさかこんなにあっさり、ヤクザたちが倒されるとは思っていなかったのだろう。


    「キモ眼め鏡がね、すげえ……」


    　雅みや琵びが呆けたような表情を浮かべたまま固まっていた。彼女は漸ようやく服を手に取ったという段階で、いまだ全裸のままだ。


    　──パチパチパチ。


    　そして弛し緩かんした空気を引き締めるかのように、乾いた音が鳴り響いた。誰かが拍手する音。


    「素晴らしい強さだ。称賛に値する」


    　背広のヤクザだった。ずっと壁に寄りかかっていて、雅琵を相手にしようともしなかった彼だが、ここにきて初めて動きをみせた。


    「あの最強悪鬼・村むら埜の誠せい一いちには遠く及ばないが、近しい強さは感じる。何者だ、おまえ？」


    「名乗るとややこしいから、やめとくぜ。あんたは雅琵に手を出してないみたいだから、俺には戦う理由がねえ。雅琵を連れて行かせてもらうぞ」


    　刹那。凄すさまじい殺気が襲ってきた。本能的に危険を感じ、誠一は一歩後ずさる。


    　きらりと銀色の光が迸る。そして、さらさらと黒いものが宙に舞っていた。


    　髪の毛だ。誠一の髪の毛。


    「キモ眼鏡ッ！」


    　雅琵の切羽詰まった悲鳴が聞こえる。


    「ほう、今の一撃をかわすか。なるほど、少しおまえを見くびっていたようだ」


    　そのように評する背広の手には、銀色の鋭い輝きを発する一振りの日本刀が握られていた。背広が居合い抜きで斬りつけてきたのだ。


    　冷汗が誠一の頬ほおを伝った。肌で強さを感じることができる。床でのびているヤクザとはケタ違いに強い。


    「さっきも言ったが、俺にはあんたと戦う理由はねえ」


    「仲間がやられた。それで十分だろ？」


    「仲間？　どの口がそれを言う。奴らがやられるまで黙って見てただろう？」


    　誠一の指摘に、背広はクククと愉快そうに笑った。


    「ならば本心を教えてやろう。強者が強者と出会った。それだけで十分戦う理由にはなる」


    　再び背広が日本刀を居合で構えた。濃厚で圧倒的な殺意が、一点に収束していく。まるで死神と対峙したかのような、畏い怖ふにも似た威圧感を覚えた。


    　──一歩でも動けばやられる。


    　本能と理性と経験とが、その事実を警鐘のように知らせてきた。


    　そしてもう一つの事実も──。


    （こいつ、間合いを調整してやがる!?）


    　背広と自分との距離が、だんだんと縮まっていた。注意して見ないと気づかないほどの変化。それはつまり、やがて奴の間合いに入ってしまうということだ。


    　動けばやられる。しかし動かなければ、そのうちやられてしまう。


    　昔の自分の体なら、奴が居合切りをする前に、ぶん殴れる自信もあった。だが今の良りよう二じの肉体でならば、失敗する確率のほうが高いだろう。


    　押して駄目なら引いてみる作戦。


    　つまり奴から距離をとって、床に転がっている短髪の拳銃を拾い、それを使って、この背広を倒す案。だが大きな問題があった。拳銃と日本刀ならば、近接格闘クロスレンジにおいては日本刀のほうが有利だ。しかも床に落ちてるのを拾って、という動作も加えると、致命的な隙となる。この作戦は使えないだろう。


    「というわけで、わりいな、良二。先に謝っとく」


    「貴様、何を言っている？」


    　誠せい一いちの突然の科白せりふに、背広は怪け訝げんな表情を浮かべた。しかし警戒はしているようで、構えを低くし、すぐに対応できる態勢をとる。


    「いや、ほらここのスマホがあるだろ？　これって俺の持ち物じゃないからさ。壊すことに抵抗があるんだよ。だがまぁほとんど登録もないみたいだし、大丈夫だろ」


    「だから貴様、何を言っている？」


    「だからさ、──こういうことを言ってんだよ」


    　誠一はスマホを真上に放り投げると、足を引いて構えをとる。背広も反射的に警戒を強めたが、やはり誠一の意図を掴つかみ兼ねていた。スマホを上に投げ上げる意味がわからない。


    　そして宙を舞うスマホは、当然のごとく重力に引かれて落ちてきて──。


    　その瞬間、背広は誠一の意図を悟った。


    「しまっ──」


    　背広が抜刀するよりも速く、誠一の拳こぶしが唸る。それは正確にスマホの面を叩たたき、高速の弾丸となった破片が、背広の顔に降り注いだ。


    「ぐあっ！」


    　思わず目を背そむける背広。それは勝敗を決するには十分な隙だった。近づいた誠一は、背広の顔面に拳を叩き込み、あっさりと意識を刈り取った。


    「キモ眼鏡めがねッ！」


    　そのときだ。雅みや琵びの悲鳴のような声があがった。誠せい一いちはすぐにそれに気づく。


    「くくく、残念だったな。貴様がいくら強くとも、これには勝てまい」


    　鏑かぶら木ぎが拳銃を構えて立っていた。その銃口は誠一に向けられている。


    　誠一は呆あきれたように、大きな息を吐いた。


    「あのな、鏑木さんよ。ありふれたオチでなんの面白味もないが、銃のセーフティロックが掛かったままだ。それじゃ弾が出ねえよ」


    「馬鹿な！　さっきちゃんと確かめたぞ」


    　動揺した鏑木は、もう一度拳銃のセーフティを確認する。


    「もちろん嘘うそに決まってるじゃねえか」


    　そんな鏑木の顔に、誠一は思いっきり蹴けりを入れた──。


    



    　真っ白なベッドの上には、一いつ糸し纏まとわぬ姿となった雅琵が照れくさそうな、それでいて切なそうな表情で、仰向けに横たわっている。小ぶりな胸の上には、ツンと硬くなって存在を主張してくる生意気な乳首があった。


    　鏑木の家から雅琵を救出した誠一は、雅琵におねだりされるかたちで、そのままラブホテルへと直行したのだ。


    「キモ眼鏡めがね。ボクの処女をあげるんだぞ。……こ、光栄に思うんだな」


    「おうよ、ありがたく頂ちよう戴だいさせてもらうぜ」


    　誠一は雅琵の唇くちびるを優しく奪った。緊張で硬くなる唇を時間をかけてほぐし、その口腔へ舌を押し入れて、口の中を犯した。


    　刺激が強すぎたのか、それだけで雅琵は絶頂を迎えたような蕩とろけた表情になる。


    　誠一は次に、先ほどから胸板を刺激してくる小粒な乳首に吸い付いた。


    「んにゃぁああんっ！」


    　舌による独特の刺激に、雅琵が甘い声を漏もらし、ぎゅっと誠一の頭を抱きしめてきた。


    　しばらく執しつ拗ようにおっぱいをいじり尽くしたあと、引き締まったお腹を伝って、今度はほとんど陰毛の生はえていない秘部に舌を這はわせた。


    「ば、馬鹿ぁあっ、……そ、そんなとこ……舐なめるな……よぉ」


    　口では抵抗してみせるが、雅琵の腰はどん欲に快感を求めて、上下に激しく動いている。


    「ほら、雅琵。自分だけ気持ちよくなるなよ」


    　誠一は硬くなった自分の一物を示した。雅琵は一瞬ためらう仕草をみせたが、意を決したように、それを口にくわえてきた。拙つたないくぎこちない動きが、かえって新鮮な刺激を与えてくる。


    　存分に雅琵の口の刺激を堪能したあと、いよいよ本番に入った。


    　ほっそりとした雅琵の腰を掴つかみ、人一倍狭い雅琵の中へ自らを押し入れる。びちょびちょに濡ぬれまくっていたが、締め付けは強く、気を抜けばすぐに果ててしまいそうだった。


    　初めてとは思えないほど乱れまくった雅みや琵びを何度もイカせたあと、自身も射精をする。当然、それだけでは収まらず、そのあと何度も滅茶苦茶セックスしたのだった──。
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    「………………」


    　良りよう二じは死んだ魚のような目で、ラブホテルの大きなベッドの上に佇たたずんでいた。ショックのあまり放心したように、顔から表情が抜け落ちている。


    「………………」


    　誠せい一いちを信じると言った。しかし、まったく不安がないと言えば嘘うそだった。


    　だから、だろう。


    　雅琵が隣で無邪気な寝顔をさらしていても、それほど驚かなかったのは。


    　自分が全裸であることからも、掛け布ぶ団とんの下の雅琵もおそらく同じ姿であろう。丸出しになった肩が、その事実を裏付けている。


    　これはあれだ。事後。つまりはセックスしたんだ。


    　良二との約束を破った当の誠一は、今は良二の手の中で満足そうな寝息を立てていた。その幸せそうな寝顔を見ていると、こめかみに青筋が浮かぶような思いがする。無言のまま、指で誠一の顔を弾く。


    『んん？　なんだ、いてえなぁ』


    　しばらく弾いていると、誠一が目を覚ました。大きく背伸びをして、いつもの不敵な表情を向けてくる。


    『おう、良二。なんだ？　陸に上がった深海魚みたいな顔しやがって。大丈夫だ、安心しろよ。雅琵は無事助け出したし、痴ち漢かん集団はじき壊滅する。なんの問題もねえよ』


    「…………」


    　ケラケラ笑う誠一に、良二は無言の抗議を示す。


    『ん？　本当にどうしたんだ？』


    「……兄さん」


    　ようやく良二が口を開く。


    「兄さんは、僕と約束しましたよね？　僕の教え子には絶対にエッチなことはしないって？」


    『おう、約束したぜ』


    　あっけらかんと誠一が言い放つ。


    「だったらこの状況はいったいなんですか？　まさか裸で添い寝していただけないんて言わないですよね？」


    『言うわけねえだろ？　これでもかってくらいセックスしたぜ』


    「だからセックスしないでくださいよぉおおおっ!!　どうして兄さんはそう、節操がないんですか！　いや、それ以前に僕との約束を破るなんて、人としてどうなんですか!?　見損ないましたよ！」


    『なに言ってんだよ、良りよう二じ。おまえが言ったんじゃねえか』


    　急に真ま面じ目めな顔になる誠せい一いちに、良二は一瞬気き後おくれする。


    「え？　僕がですか？　何か言いましたっけ？」


    『確かに言ったぞ』


    　良二がにやりと意地悪そうな表情を浮かべた。


    『──「嘘うそでもいいから」ってな』


    「嘘だったんですか!?」


    『おうよ。当然だろ』


    「本当にクズですねっ!?」


    『クズで上等！』


    　まったく悪びれた様子もなく堂々と親指を立てる誠一に、良二は首が折れたみたいに項うな垂だれるのだった──。

  


  
    



    　　　第九話　僕の人生がエロコメディになっている。


    



    　良二は私立聖せい実じつ館かん高校へと続く坂道を、いつものように陰気な雰ふん囲い気きで歩いていた。その傍かたわらをたくさんの生徒たちが通り過ぎていくが、誰一人挨あい拶さつをする者はいない。


    　フィギュアを持って登校し出した数日は、ひそひそと良二のことを話題にする生徒もいたが、今ではもう慣れてしまったのか、まったくといっていいほど、そんな声を漏もれ聞くこともなかった。


    　鏑かぶら木ぎ正せい義ぎが痴ち漢かんの容疑で逮捕されてから、今日で三日が経過していた。


    　暴き屋からもらった情報をマスコミに送り付けたこともあり、マスコミはこぞってこの話題を大きく取り上げた。結果、警察による家宅捜索が行われ、「痴漢を愛する会」による、さまざまな痴漢行為が公おおやけの場にさらされることとなった。


    　警察から聞いた話では、鏑木はすでに完落ちしていたらしく、自分が犯した痴漢を包み隠さず淡々と打ち明けているらしい。


    　このように痴漢の犯罪集団は壊滅したが、それだけでは学園における雅みや琵びの悪評を消すにはいたらない。今回はたまたま本当の痴漢に遭っただけで、過去の示談はすべて痴漢のでっち上げである、という認識を持つ生徒も一部にいたからだ。


    　そこで良りよう二じは新聞部に駆け合い、雅みや琵びに示談金を支払った三人も「痴ち漢かんを愛する会」のメンバーであることが判明し、それぞれに対し裁判を起こしている事実を、学校新聞に書いてもらった。その効果は大きく、この件に関して雅琵が加害者である可能性を口にする者はいなくなった。


    　ちなみに雅琵を拉ら致ち監禁した件は事件にしていない。事件が公おおやけになることによって受けるダメージは、雅琵のほうが大きいと判断したからだ。


    「うわっ！」


    　良二は唐突に悲鳴をあげた。ぼーっとして歩いていたため、溝に片足を突っ込んでしまったのだ。


    『おいおい、良二。しっかりしろよ。下向いて歩いてるのに、なんで溝なんかに落ちるんだ？』


    「下を向いている人間が、必ずしも下を見ていると思わないでください」


    　不ふ貞て腐くされたように負け惜しみを口にするが、自分でも情けないと思う。こんなんだから生徒たちから慕われることもないのだろう。


    　それはそれで別に構わないと思っている。自分が慕われたいと思っている人物は、ただ一人、──彼女だけだ。


    「……村むら埜の先生」


    　足を溝から救済すると、不意に後ろから声をかけられた。とくん、と心臓を高鳴らせる声。


    　振り向くとそこには、想像したとおり夜よ桜ざくら静しず流るが立っていた。


    （はぁわわわわ、夜桜先生だぁ～）


    「よっ、おはよう」


    　静流がどこかぎこちない様子で、片手を挙げて挨あい拶さつしてくる。


    「お、おはようございます！」


    　静流と登校時に一緒になった経験はない。今日はもうそれだけで、一日幸せな気持ちになった。


    　自然な流れで静流が隣に並び、足並みを揃そろえる。ここだけ外界から切り取られたように、静かで穏やかな時間が流れている。


    「もう、例の件は落ち着いた？」


    　それが雅琵のことを指しているのはすぐにわかった。


    「はい。もう僕が何かすることはないですね」


    「それにしても凄すごいなぁ、村埜先生は。姫ひめ園ぞのさんをちゃんと学校に来るようにするだけでも凄いのに、あんな事件が起こっても、まっすぐに生徒を信じることができるなんて」


    「え？　いえ、まぁ……その」


    　もしかして静流に褒ほめられたのだろうか？　そう思うと天にも昇るような気持ちになる。


    「あのね。これって単なる私の妄想なのかもしれないけど、あの痴漢集団が壊滅したのも、もしかして村むら埜の先生が何かしたのかな？」


    「え？　僕がですか!?」


    　良りよう二じは返答に困った。まったく何もしなかったわけでもないが、事件の解決はほとんど誠せい一いちの手柄によるものだ。それを自分の功績にするのは躊躇ためらわれる。かといって、誠一の件を話すわけにもいかないだろう。


    　──ん？


    　そこで良二は疑問符を浮かべた。どうして誠一の件を話したら駄目なのか？　ここは素直に真実を伝えたほうが、変な誤解を受けずに済むかもしれない。


    　良二はそのように判断すると、意を決して静しず流るのほうを振り向いた。


    「あの、夜よ桜ざくら先生！　夜桜先生に是非とも知ってほしいことがあるんですが、実は──」


    「え!?　な、何かな？」


    　静流が戸惑ったような仕草を見せる。


    「おーっす！　キモ眼鏡めがね！　元気にしてるか！」


    　突如、背後から突進してきた雅みや琵びに、良二は撥はね飛ばされた。


    「ふごっ！」


    「にゃははははははっ！　眼鏡かけてるときのキモ眼鏡は、本当しょぼいなぁ」


    「ひ、姫ひめ園ぞのさん。いきなり何をするんですか!?」


    「何って朝の挨あい拶さつだよ。よし！　お詫びにボクが一緒に登校してやるぜ。ボクみたいな可愛かわいい女の子と登校できてうれしいだろ？」


    　言って、雅琵が良二の左手を握ってきた。その表情はとても幸せそうだ。


    「あ、いえ、そんなの困りますよ！」


    「──村埜先生」


    　静かで、それでいて稲妻のような静流の声が、良二の耳じ朶だを打つ。


    「村埜先生が、私に教えたいこと、よぉおおおおおおおおおおおおおおっく、わかったよ。教え子にモテモテだってことを自慢したかったんだよね？」


    　静流はにこやかな表情で言うが、その声は臓ぞう腑ふを凍こごえさせるほどの凄すごみを持っていた。次の瞬間、静流の顔が心底良二を見下したモノとへと変へん貌ぼうする。


    「見損なったわ、このスケベ。最低エロ教師」


    　静流はツンとそっぽを向くと、つかつかと速足で去っていった。


    「そ、そんな～、夜桜先生～っ！　誤解ですって！　待ってくださ～い！」


    　良二は追い縋すがるように叫ぶが、静流の足を止めるにはいたらない。甘く幸せな時間が、脆もろく儚はかなくも崩れ去ってしまった。


    「うう、僕のささやかな幸せが……」


    『なに言ってんだよ、良二。雅琵みたいないい女に好かれて、十分幸せじゃねえか』


    　誠せい一いちがケラケラと笑いながら、勝手なことを言ってくる。


    「これもそれも兄さんのせいですよ！　僕は、こんな人生なんか望んでいないっ!!」


    　良りよう二じの半泣きの叫びが、清すが々すがしい朝の空に響き渡った。
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